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realSIDE

０章　お兄ちゃん、そろそろ時間だよ







　これは夢だと分かっていた。




「お兄ちゃん、そろそろ時間だよ」

　扉とびらを開けた妹が、びっくり顔からあきれ顔になるのを優ゆう馬まは横目で見ていた。

　昨晩からずっと睡すい眠みんもそこそこにパソコンに向かっていた優馬は、出発予定の五分前になってようやく準備に入った。床ゆかの上には脱ぬいだままの形でＴシャツとジーンズが転がっている。

　机の上のパソコンは画面が開きっぱなしである。

「早くしないと、パパが着いちゃうよ。お兄ちゃん置いて行かれちゃうよ」

「待てって。なんだよこのネクタイ……」

　全身が映る鏡に映っているのは、まるで大人のミニチュアのように形だけは大人の格好をした少年の姿だ。今日はいつもよりいいレストランで食事をするとあって、兄きよう妹だいはそれにふさわしい格好に身を固めることになった。

「それ、着たのか。似合ってるぞ」

「え……えへへ。そう？」

　妹の蓮れんは、胸むな元もとに大きな白いリボンのあしらわれた紺こんのワンピースの上に、白いレース生き地じのボレロを羽織り、深い赤色をしたポシェットを肩かたにかけている。この先一年間他ほかの服はいらないからこれを買って、と服屋の前で座すわりこまんばかりの熱意で母にねだったものだ。値札の０の数に、はじめは却きやつ下かされたが、とうとう最後には母が押おし切きられる格好になった、今の蓮の一番のお気に入りの服だ。

「もう、お兄ちゃん、私がやってあげるからちょっとかがんで」

　ネクタイを結んでは外している優馬の手つきに業ごうを煮にやしたらしい。優馬は身長差のある蓮が結びやすいように椅い子すに座った。真しん剣けんにネクタイに向かう蓮の顔を近くに見て、優馬はなんとなく蓮の丸い頬ほおをつつきたくなった。

　実行すると、蓮は怒おこった目で優馬を睨にらんだが、声に出しては何も言わなかった。

「お、ばっちりだ」

　鏡をのぞくと、ネクタイは問題なく綺き麗れいに結ばれていた。

「意外な特技だな、蓮」

「ナタリーと練習したの。向かい合ったままネクタイが結べるように」

「なんで？」

　優馬は素す直なおに問い返したのだが、蓮は赤くなって口ごもった。

「なんだよ、気になるじゃないか」

「……二人で読んでるお話に、そういうシーンがあったから」

　ナタリーとは、蓮のジュニアスクールの友人の名前だった。金きん髪ぱつに青い目の美少女で、よく蓮と一いつ緒しよにお泊とまりをしたり買い物に行ったりしている。漫まん画がや小説も共有し、二人で楽しんだりしているようだ。

　なんだ、と優馬は肩を上げた。

「まさかとは思うけど、お前にそういう恋こい人びとができたのかと」

「そんなのいないもん」

　横目で見ると、蓮はつん、と顔を背そむけた。この分だと、「好きな人ができたの……」なんて兄に教えてくれたりすることはなさそうだな、と優馬は思った。もっとも、年の割に身長が低く、まだまだお人形のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている蓮にそんなことを告白されてしまったら、動どう揺ようしてしまうだろうが。




　ジャケットを着込むと、優馬の準備は完かん了りようした。

「……母さんは？」

「電話してたよ。そろそろパパ、着いたかなあ。見てくるね！」

　丹たん念ねんにレースの縫ぬい込まれたスカートの裾すそを翻ひるがえらせ、蓮は扉の向こうに駆かけていく。ドアの閉じる音がした。

　優馬は開いたままのパソコンに向き直った。日本にいる幼なじみから、メールが届いている。誕生日おめでとう、とあった。返事は帰宅してからでいいだろう、とパソコンを閉じて立ち上がった。

　脱いだままの服を見たら母が怒るだろうなと思いつつ、リモコンで電灯を消した。腕うで時ど計けいを見ると、家を出発する予定の時間を十分ほど過ぎていた。




　玄げん関かんまで下りていくと、フォーマルな黒いワンピースを着て綺麗に化け粧しようした母と、蓮がすでにいた。いつもなら「遅おそい」と怒られるはずだったが、今日はそれはなかった。

「……どうしたの？」

　二人の表情にいぶかしさを覚え、優馬は問うた。すると、

「お父さん、会社を出るのが遅くなって、渋じゆう滞たいに巻き込まれたんですって。このままじゃ予約時間に間に合わないから、私たちはバスで行ってほしいって」

「バスかぁ。車が良かったな」

「急がないと、バスに間に合わないかも……」

　母は慌あわててバスの時間を調べている。

　蓮は母のそばで唇くちびるをとがらせている。




「バスなんて……やめよう」




　優馬の口から出たのは、あのとき言わなかった言葉だ。

　これは夢だと分かっていた。

　あの日の蓮との記き憶おく。平和な日常。昨日と同じ今日、そして明日が続いていくのだと信じていた日々の、最後。断絶した向こう側。二度と取り返しがつかない、あの日の出来事だ。




　母は、まるで台本にない言葉を聞いたような驚おどろき顔で、優馬をまじまじと見つめた。

「何を言ってるの？」

「え……、あ、うん。ごめん。なんでもない」

「早く行かないと、間に合わないわ。行きましょう」

　母は慌てた動作で、扉を開いた。その向こうはすでに薄うす暗ぐらく、藍あい色いろに染まった空が見える。それはなぜか優馬の不安をかきたてた。するりと母は向こう側に行ってしまった。そして、蓮が続いて歩いて行く。

　優馬の足は動かなかった。

「お兄ちゃん」

　扉の取っ手に小さな手を重ね、蓮が振ふり向むいた。

　その眼まな差ざしの質にふと胸をつかれ、優馬は沈ちん黙もくする。その目が、光を反射して深い青に染まって見えた。

「……早く、助けてね」

　言葉の意味を問い返す間もなく、目の前で扉が閉じられた。家の中に一人取り残される格好になる。

　突とつ如じよ、沈黙に包まれた。何の音もない静けさの中で、不意にふたりを追わなければという焦しよう燥そうに駆られ、優馬は扉に飛びついた。だが、扉は優馬の手で開くことはできなかった。どれだけ叩たたこうと、向こう側に行くことはできない。

　これは夢だと分かっていた。

　だが、開かない扉が恐おそろしかった。脳内にわき起こる惨さん劇げきを、首を振って否定する。蓮は、生きている。そう信じている。扉を叩く。叩き続ける。夢の中なのに、なぜか拳こぶしが痛かった。







　目が覚めたときは汗あせをびっしょりかいていた。

　一いつ瞬しゆん、夢と現実の区別がつかず、今いるのが日本であり、叔お母ばのマンションであり、自分の部屋のベッドの上だと理解するのにしばらく時間がかかった。ベッドの上に起き上がり、騒さわぐ心臓を押さえて息をついた。

　寝ね汗あせではりついたシャツをつまむ。着たままでいれば、冷えてしまうだろう。

　部屋はいつもの通り散らかっている。床の上には脱いだまま放ほうり出された服が転がっており、机の上には課題図書が開かれたまま、パソコンはスリープ状態になっている。

　今にも扉を開いて蓮がやってくるような気がしたが、そんなことは起こらなかった。

「いて……」

　後頭部に刺さすような痛みを感じて、優馬は手で押さえた。深く眠ねむりすぎた。

　時計を見ると、まだ朝の七時前だった。

　優馬の通っている仮想現実空間「アナザー」における学校、アカデミアは、普ふ通つうの学校のように朝登校して出席を取るようなことはしない。自分で授業を選せん択たくする単位制である。必要な単位を取得すれば、高校卒業、また大学卒業の資格を得ることができる。優馬は父親の赴ふ任にん先さきであるイギリスにおいて義務教育を終えており、日本で続けて教育を受けるためには、アカデミアが一番良かったのだった。




　あの日巻き込まれたバス事故で、母親は今も意識不明、そして妹は行方ゆくえ不明になった。

　テレビなどの報道では、バス会社の責任を追つい及きゆうするとともに、日本人の少女の消失について、様々に取りざたされた。入院していた優馬はインターネットで調べようとしたのだが、すぐにやめた。報道は真しん摯しなものばかりではなかったし、一いつ般ぱん人じんたちが書き立てているニュース系ページも、実際に事件に巻き込まれた側からすれば、見られたものではなかった。

　あの頃ころの記憶には曖あい昧まいなところがある。日本にいる幼なじみと電話で話したことは、よく覚えている。あのとき彼かの女じよは、ずっと泣いていた。

「ごめん、ごめんね優馬……」

「何でお前が謝あやまるんだよ、由ゆ希き菜な」

　自分の声はかれていた。

「ごめんね、なんて言っていいか分からなくて……優馬、日本に帰って来なよ……」

　隣となりの町で少女が誘ゆう拐かいされ、死体が出てくる事件が起こったときには、蓮についてもその事件に関連して語られたりした。報道はだんだん過熱していき、両足を怪け我がして動けない優馬の病室までリポーターが侵しん入にゆうしてくるにあたって、優馬の父は、優馬の母の看護と蓮の捜そう索さく、優馬の庇ひ護ごを全すべて完かん璧ぺきにすることはできない、と判断した。

　優馬は、日本に住んでいる母の妹、香か奈な恵えのもとに預けられることになった。空港に迎むかえに来てくれた、数年ぶりに会う香奈恵は、記憶のままの母によく似た面おも差ざしの女性だった。優馬、と叫さけぶなり飛びついて優馬を抱だきしめてしばらく放はなしてくれなかった。

　それから、香奈恵のマンションに居い候そうろうしている。




　香奈恵の看護師という仕事はかなりのハードワークらしく、一日二日顔を合わせないこともざらにある。冷蔵庫には伝言の書かれたメモが貼はってある。今日は、「十二時に戻もどる予定！　こうご期待！」とあった。なにを期待すればいいのかは、よく分からない。

　リンゴのジュースを一気飲みした。冷蔵庫には他にプリンがあった。手を出そうかどうか迷ったが、プリンは叔母の大好物であるため、置いておくことにした。

　豚ぶた肉にくと野菜を冷蔵庫から取り出し、簡単な焼きそばを作った。丁てい寧ねいに材料をはかりで量る。適当にちゃちゃっと作る派の幼なじみには「理科の実験みたい」と言われてしまう手つきだった。

　美お味いしそうなソースのにおいが立ちこめる。二人分の皿を用意し、焼きそばを取り分けた。ひとつにはラップを巻き、置いておく。仕事から帰ってきた叔母がこれを見たら感動すること請うけ合あいである。ひとつは自分の前に置き、手を合わせてから食べ出した。

　昨日はずっと、担当教授から出された鬼おにのように大量の課題をこなしていた。ゲームが原因の寝坊で二回続けて授業に遅おくれてしまい、彼かれをすっかり怒らせてしまったのだ。最初はキロバイト単位だったのが、今はメガバイト単位である。次はギガに達するかもしれない。

　必死に取り組んだお陰かげで、課題は終わらせることができた。ふと思いついて携けい帯たい端たん末まつを手に取ると、メールがいくつか届いていた。

「今日は帰る時間が一時間くらい遅れそうです」……叔母からだ。「お疲つかれ様さま」と返信した。

「水着のサイズが合わなくなったの！　なんでかな！」……これは幼なじみの由希菜からだ。「答えはひとつしかない」と無表情で返事を送った。

　あとひとつは、「いつ来れそう？」という短い一文だった。

　彼女はいつも用件のみの、淡たん白ぱくなメールばかり送ってくる。だいたいは一文で終わる簡単な文章が、優馬にはとても彼女……オリエらしく思えた。

「今日」

と、優馬もまた短い答えを送った。







reverieSIDE

１章　あんたの気まぐれに巻き込まれた少年ね。







「Walpurgis Nights」という名のゲームがある。魔ま女じよたちの祭りを意味するその名の通り、その世界は魔女たちが支配している。

　制作者は不明。その目的も不明。

　世界に流通しているあまたのゲームなど足あし下もとにも及およばないそのクオリティは、まさに昔の幻げん想そう作家たちが夢見た異世界そのものであり、プレイヤーたちはその正体不明を訝いぶかしみながらも、中毒患かん者じやのようにこのゲームにダイブすることをやめられないでいる。




　そんなプレイヤーたちを天てん井じようの高みからのぞき、笑う者……金髪の魔女は、まるで王座のように豪ごう奢しやな作りの椅子に優ゆう雅がに座り、空中に浮うかぶ鏡を眺ながめていた。

　それはゲーム内において情報を表示するウィンドウを、鏡の形に可視化させたものだ。蔦つたのような意い匠しようの枠わくのからみついた鏡は、十メートル四方の部屋の中に二十ほども並んでいる。並んでいるといっても、いくつかは宙に浮いている。それらが映し出すのは、淑しゆく女じよのサロンのようなしつらえのその室内ではなく、外側の世界……プレイヤーたちが戦っている光景だ。

　赤い髪かみをした魔ま法ほう使つかいが炎ほのおを放つ鏡では、巨きよ大だいなトカゲが丸焼きになっている。その近くの鏡の中では、三人の剣けん士しが巨大な一いつ角かく獣じゆうと戦っている光景が映っている。あちこちに目をやりながら、金髪の魔女は今にも鼻歌を歌い出しかねないほどの上じよう機き嫌げんだった。

「あんたの機き嫌げんがいいと、なんとなく腹が立つのは何な故ぜかしらね」

　冷静な口調で呟つぶやくのは、長大な鎌かまを装備した黒くろ髪かみの魔女である。背が高く姿勢の良い彼女は、王座のそばに控ひかえる騎き士しのようにも見える。

　ゲーム内にいる制作者側のキャラクターはほとんど全てがＮＰＣ、操作する人間のないノンプレイヤーキャラクターであるが、黒髪の魔女はその表情ひとつとっても人間くさく、ＮＰＣではありえない。

「ひどいことを言うのね」

　傷ついた表情を浮かべるのを見ても、黒髪の魔女には彼女の上機嫌がいささかも損そこなわれていないことが忍しのばれた。

「そう？　これでも抑おさえてるつもりだけど。蹴けりたいとか、殴なぐりたいとかまでは言ってないじゃない」

「……ウリアがこんなことを言うのよ、どうすればいいと思う？」

　話題を振られたのは、椅子の右後ろの脚に背中を預けて座り込んでいる青い髪の魔女だった。青い髪の魔女は、困ったように眉まゆ根ねを寄せ、首をかしげた。しばらく悩なやんだ後に、口を開いた。

「お礼を言う」

「言ってどうするっ！　……なんて、やだ、ボケまでこなせるようになったのね、レン」

　軽かろやかな金髪の魔女のツッコミに、黒髪の魔女は心底白けた目を向けていたが、

「……レン？」

と首を傾かしげた。

「その子は名前で呼ばないと言ってなかったっけ。識別番号で、MIU0253-0001と」

「そうよ。そのつもりだったわ。でもこの子に、あの少年が名前をつけたじゃない」

　少年……と黒髪の魔女は瞬まばたきした。

　その動作によって脳のう裏りに浮かんだ少年の顔は、青い髪の魔女の見つめていた鏡に映っている。他の鏡はうつろいゆく夢のように、ふらふらと映すプレイヤーを変えていくというのに、その鏡はいつもユウマのことだけを映していた。

　ユウマ。一ヶか月げつ前にこのゲーム世界に現れたプレイヤーだ。あの少年は、青い髪の魔女を「レン」と呼んだ。まるで、知っている人間に対するかのように。

「あんたの気まぐれに巻き込まれた少年ね。ワールドエンドライツなんて、初心者には荷が重すぎたのに……まだいたの、この子。とっくに存在値がゼロになってしまったかと思ってたわ」

　鏡の中のユウマは、黒髪の魔女に痛ましげに見られているとも知らず、すぐそばにいる誰だれかと喧けん嘩かしているのか、怒った顔でなにか言い合っているようだ。




「Walpurgis Nights」においては、戦せん闘とうでの敗北や、ダンジョンのトラップに引っかかってＨＰがゼロになっても、元々セーブしていた位置に復活する。その際に経験値が減ったりアイテムがランダムで失われる。それがいわば「死」である。

　そして、「死」ぬと［存在値］が減少する。

　存在値はゲームにダイブしたときに設定される数値で、戦闘における敗北、ダンジョン内のトラップ、強力な技を行使することによっても減少していく。

　そして存在値がゼロになってしまったら、このゲーム世界に二度と来ることができなくなる。資格を失うのだ。




「あの少年は、素す晴ばらしいわ。私の目に狂くるいはなかった。最高よ。この胸に抱きしめて、キスしたいくらい。ねぇ信じられる？　あの子、ノーザンライツのレベルを五まで上げたのよ！　……ああ、どうしようかしら。ここが腕うでの見せ所よね、ほどよく難しくて経験値的に手て頃ごろなクエストを用意して、何気なく導かなければ」

　金髪の魔女は両手にくーっと力を込めた。

「五って……なんだっけ。あの武器、必ひつ殺さつ技わざ設定されてるタイプだった？」

「ワールドエンドライツには固有の技があるわ。特にノーザンライツは武器を装備して得た経験値によって、技レベルが上がっていく設定にしているの。レベル一は炎がどーん、二は風がスパッと、三は水がドバー……五は、土でね、岩がドカン」

「あんまりイメージが喚かん起きされない説明ね」

「最高レベルの技は、もう……ウフフフフフフフ」

　黒髪の魔女の眼差しは、軽けい蔑べつの向こうのレベルに達しようとしていたが、金髪の魔女は全く気にならないらしかった。

　鏡の中のユウマは、まがまがしい装そう飾しよくの、黒い大たい剣けんを装備している。亡ぼう霊れい型の、重じゆう厚こうな鎧よろいを着た騎士と戦っているが、どんな守備力の高いモンスターでもあの武器の敵ではないようだ。鎧ごと破は壊かいしかねない勢いで剣を振るっている。

　ワールドエンドライツ。ノーザンライツという名のその武器のもう一つの名は、「魔女殺し」だ。

　赤い唇が、ニィと笑えみの形に歪ゆがんだ。ギリシア女め神がみ像ぞうのように整った顔立ちなのに、高貴さとは遠いそんな表情がとても似合う。

「そ・う・だ。ちょうどいいクエストがあったじゃない……『不死者の王エンドバウム』。アレを稼か働どうさせましょ。そうしましょ」

　ぽんと軽く手のひらを打ち合わせ、金きん髪ぱつの魔女はいそいそと準備をし始めた。他ほかの二人が驚きよう愕がくに目を見開いているのも素知らぬふりで、立ち上げたウィンドウを操作し始める。

　プレイヤーたちが使う半はん透とう明めいの青いウィンドウとは、形から違ちがう。金髪の魔女は鼻歌交じりにコンソールを操作する。馬ば鹿かみたいな早はや業わざだった。アルファベットを入力する手の動きにまるでよどみがない。

「ちょっと。ゲーム制作者は恣し意い的てきにプレイヤーに干かん渉しようしてはならない、ってルールを定めたのはあなたよね？　私たちがここにいるのは、あくまでも敵方プレイヤーとして戦闘を……」

「あら、その言葉を口にするのは、少し遅かったわね。私はあの子にノーザンライツを渡わたしたわ。もう、とっくに干渉しているのよ。毒を食くらわば皿までって言うでしょう……納得できない？」

　黒髪の魔女の沈黙を受けて、金髪の魔女は小首をかしげた。

「現実的な話をしましょうか。ね、田た宮みや崎ざきルカさん。数学はできるわよね？　計算してみて。私たちがこのゲームを続けていられるのは、あとどれくらいの期間かしら？」

　黒髪の魔女は鼻白んだように眉まゆをひそめた。金髪の魔女が呼んだのは、彼女の本名だった。プレイヤーと違い、制作者サイドの人間はこのゲーム内では偽ぎ名めいを使っている。金髪の魔女がたちの悪い笑みを浮かべながらその名前を口にしたのは明らかにわざとで、冷や水を浴びせかけるような真ま似ねだった。

　制作者サイドである「田宮崎ルカ」は、このゲームを動かすのにどれだけのランニングコストが必要か、概がい算さん程度の数字は理解している。

「必要なデータを全ていただけたら、正確な日数を、残り時間まで計算して差し上げるけど？」

　怒いかりのあまりか、黒髪の魔女の声が低くくぐもった。

　金髪の魔女はすまなそうな表情をつくり、肩かたをすくめた。いちいち芝しば居いがかっているところが、怒りを呼ばずにおかない。
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「ごめんなさい、私ったら。謝るわ。わざとじゃないの。スポンサーから嫌いやみを言われて、ちょっとイライラしてたのよ」

「スポンサー？　パトロンの間ま違ちがいでしょ」

「許してよ、ウリア。私はこのゲームがタイムアウトすることよりも、プレイヤーにクリアーされることを望むわ。そのために、可愛かわいい手出しをすることくらい、今となっては仕方のないことだと思う。そう……魔ま王おうは勇者がレベル一のうちに殺してしまわないものよ。彼のレベルにあった敵を差し向けて、成長させていくの。それと同じよ」

　金髪の魔女の言い訳が終わらぬ間に、彼女の操作していたウィンドウの中で何かのゲージが全て赤く染まった。話している間に作業は全て終わったのだ。

「覚醒させDoes itますか awake?」

　システムウィンドウからの問いに、白い指が、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく「Yes」と入力する。

　すると、火花が爆はぜるような音とともに、空中に深しん紅く色の水すい晶しようが出現した。人工的な光を放つそれを見た途と端たん、黒髪の魔女も青い髪の魔女も息をのんだ。

　十センチくらいの大きさのそれは、明めい滅めつしながら宙に浮いている。かすかに上下しているのが、心臓の鼓こ動どうを思わせた。

「解凍Do you uしまnzip thすかe file?」

　白い指は滞とどこおることなく指示を下す。再びゲージが表示され、左ひだり端はしから赤い部分が伸のびていく。

　無表情の青い髪の魔女は、魅み入いられたように水すい晶しよう球きゆうを見つめている。




「これが、［アドバンスドチルドレン］の核かくなの？」

「そうよ。REO7453-2658。それが彼の番号。この水晶球には、生きた人間のデータが入っている。まあ、今ここに見えているそれはあくまでもイメージだけど」

「初めて見たわ……」

「単なる情報の集積体かと思いきや、なかなか扱あつかいが難しいの。身体を与あたえるにしても、この魂たましいに合がつ致ちするカタチでなければ、拒きよ絶ぜつされてしまう。少女の魂に老ろう婆ばの身体を与えても、うまく動かないの。このREO7453-2658は三十代の男ね」

　ゲージが真っ赤に染まった。すると深紅の水晶球が、大きく振しん動どうした。まるで目覚めに震ふるえるかのように。




「おはよう、REO7453-2658。調子はいかが？」

　金髪の魔女は立ち上がり、水晶球に手を伸ばしながら、まるで赤あかん坊ぼうに呼びかけるような、肌はだ触ざわりの良いビロードのような声こわ音ねで語りかけた。

　聖母を気取る優やさしげな表情を、水晶球である「彼」がどこまで知覚できているかは謎なぞだったが。

『気分はなかなか良いようだ。貴女あなたは？』

　水晶球が口をきくことに、驚おどろく者はない。まるで洞どう窟くつの中にいるようにいんいんと響ひびく声は、魂の持ち主である男のものだろう。目覚めたばかりのせいかどこかたどたどしい。

「［創造主クリエイター］よ。さあ、私の指示に従いなさい」

『…………仰せのままに、わが主』

　金髪の魔女は頷うなずいた。

「良い子ね。貴方に身体をあげましょう。魔ま力りよく、体力、いずれも充じゆう実じつした強い身体を。不死者として君臨しなさい。そして冒ぼう険けん者しやどもを一いち網もう打だ尽じんにするの」

『我わが名は……エンドバウム……』

　明滅する深紅は、読み込まれる情報を吟ぎん味みするかのようだった。




　自らが名乗ったとおり［創造主］である金髪の魔女は、このゲームの中で生きるモンスターたちを作り出す役目を負っている。作り出された「原種オリジン」は野に放たれ、モンスターたちは放たれた土地で増ぞう殖しよくしていく。

　だが今作り出されたものは、それらのモンスターとは異質だった。生きた人間の魂を持つノンプレイヤーキャラクター……自分で判断し、成長するモンスターだ。

　核に肉体を与える作業を見ているのに飽あきたのか、黒髪の魔女はその部屋を出て行った。おそらくストレス発散に下界に降りて暴れてくるのだろう。現実世界では理系の学者のくせに、この世界では武ぶ闘とう派はなのだ。

　青い髪の魔女は、金髪の魔女の作業をずっと見つめていた。表情がないため、まるで興味がないようにも見えるが、その実一いつ瞬しゆんたりとも目を離さない。

「懐なつかしい？」

「………………」

　短い問いは、青い髪の魔女の耳には届いていないようだった。宙に浮かぶ球体の中で、身体が形成されている。球体の中では二十センチくらいの大きさだが、全身の筋肉が発達した大男の体格だ。

「これから舞ぶ台たいを整えなければいけないわね。北がいいかしら。オルヴァント剣けん帝てい国こくと宗教法国ランバーの境にある、黒い森のあたり……。確か、小さな村のくせに、不ふ釣つり合いな聖堂のある場所があったわ。戦いの場所としては、きっとぴったり。とっても盛り上がると思うわ……ねえ、レン。お兄ちゃんを迎えに行ってあげなさいな」

「………………」

　視線を向けられた青い髪の魔女は、なにも感じていないかのような無表情で、金髪の魔女を見つめ返した。その瞳ひとみは深く静かな感情をたたえており、共犯者を見るような眼まな差ざしを跳はね返かえすだけの強さがあった。

「私の言うことをお聞きなさい。良い子だから」

「……あの人をお兄ちゃんと呼んで良いのは、わたしじゃありません」

「そんなことはないわ。そんな泣きそうな顔をして、悲しいことを言わないで。お前は間違いなく如きさ月らぎ蓮れんの魂を持っているのよ？　……お前が彼の役に立ちたいと思うなら、そばにいればいい。如月蓮が今、どこにいるのか、もしかしたら思い出すことがあるかもしれないわ」

「……………」

「それに、私を喜ばせてくれるなら、それは彼にとっても都合が良いことなのよ。私はいつだって、あの少年に望む情報を与えてやれるのだから。でもそれじゃつまらないわ。ねぇ、私はお前に成長して欲ほしい。この世界が終わるまで、部屋の隅すみでじっとしているつもり？　塔とうのあちこちに配置しているドールのように、プレイヤーが来るまで眠ねむっている？　かれらに出会って初めて目覚めて、戦って、滅ほろぼされる？　そんな刹せつ那なの人生が望み？」

　続けざまの問いに、青い髪の魔女は目をそらして唇くちびるを噛かむ。

　優しい、毒のような言葉は、体内に入れれば必ず自分を追おい詰つめる。この創造主は、目的のために動いている。それがなんなのか、少女には想像することもできなかったが、目的のために少年に剣を与え、敵を導いている。そして少女をも、都合良く使おうとしている。動くべきではない。動いては、少年のためにならない。

「…………」

「聞こえないわ」

　だが少女は、またあの少年の声を、聞きたかった。

　あの眼差しを、再び近くで見つめたかった。あの手に、触ふれたかった。

「……わかり、ました……」

　金髪の魔女から顔を背そむけながら、答えた。

　まるで悪あく魔まの誘ゆう惑わくだった。ただ手を伸ばし、甘あまい言葉を囁ささやくだけで、熟れた果実はその手の平に落ちてくる。あとは口に運んで、囓かじるだけでいい。

　その笑みを、部屋にたくさんある鏡は映さない。そこに映るのは、魔女に支配された仮想現実に迷い込んだプレイヤーたちばかりだ。

　この世界は、アナザーと呼ばれる。「μ」という名のインターフェイスによって再現される、いわばネット上にだけ存在する世界だ。

　ここにいる者は、現実リアルではどこかの室内でヘッドギアを装着し、夢の中を自由に動くような感覚でこの世界にダイブしている。

「Walpurgis Nights」は一人の天才が作り上げた、執しゆう念ねんと信念の結実した楽園だ。その世界で泳ぐ者たちは皆みな、奇き跡せきをみている。いつかは必ず覚める、夢を。
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２章　……俺も、会いたかったよ







「なんであんたがここにいるのよ」

　そもそもこの世界に空気はあるのだろうか。いや、間違いなくあるように感じる。それはイラッとした彼かの女じよの機嫌をあますところなく伝えてきている。

　オリエは腰こしに手を当てて、ユウマの後ろに隠かくれるリョータを睨にらみ付つけている。その眼力はユウマに対しても否いや応おうなく発揮され、自分は悪くないはずなのに謝あやまりたくなるほどの迫はく力りよくだった。

　城じよう塞さい都市カルディスは剣帝国オルヴァントの北にある町だ。町としては大規模で、住んでいるＮＰＣも数百人、もしかしたら千人を超こえているかも知れない。小さな建物が密集した地帯には決まった周期でバザーが開かれ、時々珍めずらしい武器やアイテムが出品される。商人のＮＰＣも多く、時折袖そでを引かれて「アイテム買いませんか」などと話しかけられるほどだ。

　どちらかといえば雑然とした雰ふん囲い気きがある町だ。拠きよ点てんとするには、非常に都合の良い場所と言えた。

　特に今オルヴァントでは『剣けん帝てい復活クエスト』が話題になっており、たくさんのプレイヤーが北の森にある巨大ダンジョンに集結していた。そのダンジョンに挑ちよう戦せんするにはこの城塞都市カルディスが一番近かったため、たくさんのプレイヤーが拠点にしていた。

　人が集まれば耳に入る情報も増えるはずだ、ということでユウマたちもカルディスにやってきたのだが、はかばかしい収しゆう穫かくはまだ得られていなかった。それどころか、仲間割れが始まっていた。いや、そもそも仲間だったかどうかも怪あやしいのだが……。

「お、俺だってユウマ君の仲間だぞ」

「誰が！　いつ！」

「言っとくけど俺の方がユウマ君とつきあいは長いんだからなあ！　ぽっと出が調子に乗るなよぉ」

　言葉だけ聞いていると勇ましいが、ユウマの背中に隠れながらの台詞せりふである。腰が引けていて、とても格好悪い。リョータは茶ちや髪ぱつの小こ柄がらな少年である。何なん歳さいなのかは知らないが、その童顔から判断するとユウマよりは年下のようだ。気が小さいのに気が強く、オリエの堪かん忍にん袋ぶくろの紐ひもをよくはさみでちょん切っている。

　ユウマはどう庇かばえば火に油を注がずにすむか悩みながら、左右を見比べていた。いささか空気を読みすぎて、空気と化しているきらいがあるが。

「なにがぽっと出よ、わ、私なんてユウマ君とメール交こう換かんしてるんですからね！　あんた、アドレスも知らないでしょっ」

「なんだよ！　そんなの訊きいたら教えてくれるに決まってるよ。そうだよねユウマ君！　俺にも教えてくれるよね！　五分に一回メール交換してくれるよね！」

「……すまないがリョータ、それはできない」

「なっ、なんでさぁ！」

　ユウマの背後に隠れていたリョータだが、ユウマからも攻こう撃げきを受けた格好になった。目玉が飛び出しそうなくらい目を見開いたかと思うと、そのまま「うわぁぁん、ひどいよ」と泣きながら走り去っていった。

　ユウマはその背中を見送った。あんまり戻もどってこなくて良いぞ……と言いたくなるが、それはやめておいた。

　オリエと三人で地下ダンジョンに迷い込むという目に遭あってからこちら、リョータはユウマを「仲間」と見なし、色々と珍しいアイテムやクエスト情報をもってきてくれていた。同時にモンスターを連れてきたり、やっかいごとも連れてきてくれるのが彼かれの個性の濃こい部分だった。オリエなどは巻き込まれて戦闘に敗北し、お気に入りのアイテム［蝶ちよう々ちようの首くび飾かざり］を失ったこともあり、彼に対する怒りが日々高まり続けているようだ。

　リョータが立ち去った後もイライラ度が上じよう昇しよう中のオリエは、返す刀で切るがごとくにユウマにもきつい視線を向けた。ユウマは反射的に謝りたくなる衝しよう動どうを抑おさえた。自分は、悪いことはしていないはずだ……たぶん。

「オリエは、レベル上がった？」

　話を換えようという努力は、受け入れられたらしい。オリエはふぅっとため息をつくと、頷いた。

　この一週間ほど、ふたりは一いつ緒しよにダイブするタイミングを逃のがしていた。

　毎日アカデミアに来ているユウマと違い、オリエはゲスト生であり、日中は学校に通っている。テスト期間ともなれば、プレイ時間がすれ違うのも当たり前だった。

「レベルは一つだけ。その代わり、戦闘スキルは結構伸びてるよ」

　このゲームにおいては、プレイヤーは戦闘を重ねることによってレベルが上昇する。レベルが上がると、体力［ＨＰ］や魔力［ＭＰ］、腕わん力りよく［ＳＴＲ］や防ぼう御ぎよ力りよく［ＤＥＦ］などのステータス関連の数値が伸びていく。

　その他に［スキル］関連の数値があり、それらは関連する行動をすることによって伸びていく。たとえば［跳ちよう躍やく］、［着地］、［水泳］などの行動スキルの他に、戦闘関連、魔ま法ほう関連、生活関連など多た岐きに分かれており、それらが密接に関係している。また、武器に関してもスキルが重要だ。たとえばオリエは槍やりを好んで使っており、槍スキルを高めている。

「攻こう撃げき力りよく」はレベルによって上昇する腕力［ＳＴＲ］と武器性能、槍スキルなどを総合計したものである。レベルが低くてうまくモンスターを倒たおせない場合でも、スキルを伸ばしていけば戦闘が楽になっていく。強力な敵に当たったときでも、スキルがそこそこあればなんとか対処できるようになっている。

　画面の向こうのモンスターと戦うのと、実際にリアルにモンスターと顔を向けて戦うのとは全然違うため、この体感型のゲームにおける戦闘は、数値を超えた「覚かく悟ご」とか「気合い」にも左右されるところもある。レベルが高ければ絶対に勝つ、というものではなく、結局のところは本人の腕が一番大事なのかも知れない。

　オリエは戦闘、魔法をバランスよく伸ばしている。槍による攻撃に加えて雷らい撃げき魔ま法ほうを繰くり出すスタイルは華か麗れいにして鮮せん烈れつだ。本人からすれば、

「バランスよく伸ばしていくのって、結局器き用よう貧びん乏ぼうってことなのよね……」

と最近行いき詰づまりを感じているようだが。

　ノーザンライツのせいでレベルが上がらないユウマからすれば、自分で成長の加減を調整できるのは羨うらやましいことだった。ユウマはスキルしか伸ばすことができない。そして戦闘回数を繰り返すことにより、装備している大剣の習熟度を高めていくしかないのだ。

「ユウマ君は、どう？」

「必殺技のレベルがひとつ上がった。……土、かな。あの技わざは」

「ええ！　見たいなぁ」

　オリエは目を輝かがやかせてユウマに向き直った。思ったよりもユウマの顔が近すぎたらしく、頬ほおを染めてぱっと顔をそらした。

　左右に結んだ髪かみが、躍やく動どう的てきに動いた。髪の一本一本まで見えるほどのリアルさに気づいたユウマは、オリエの髪を手に取り、まじまじと眺ながめる。一瞬、現実世界ではないかと錯さつ覚かくするほどだ。

　自分の部屋からインターフェース「μ」を使ってアナザーにダイブする。仮想世界を自由に動き回り、μの提供するサービスを享きよう受じゆする。たとえばかつては二次元画面の中で行っていたネットショッピングは、現実における買い物に限りなく近くなった。だがそのショッピングモールを動き回る自分の化身アバターは、これほどまでにリアルではない。特に髪は、演算処理をするのに非常にマシンに負ふ荷かをかけるため、簡素化されるのが常だ。

　オリエの髪は、しっとりと冷たく、重さまで忠実に再現されているようだ。

　しげしげと眺めていたユウマは、いきなり髪に触れられたオリエが右手をあげたまま硬直しているのに気づいていなかった。まるで錆さびたロボットのように「ぎぎぎ」と効果音が聞こえるような動きで、オリエはなんとか自分の髪を取り戻した。

「あ、ごめん」

　ユウマは何も気づかないまま謝った。

「な……なんで見るの、髪なんか」

「ああ、綺き麗れいだなと思って」

　オリエは目を見開いて真っ赤になった。見たままを口にしたユウマは、赤く染まるオリエの顔を間近に見てからようやく自分の言ったことを自覚した。感かん染せんしたようにユウマの顔も赤くなる。

「いや、その、マシンの処理能力の話だよ！　や、ほら、このゲーム動かしてるのって普ふ通つうのマシンじゃないんだろうなって思って！」

「そ、そうよねっ！　確かに私もすごいなあって思ってるっ！　マシンの話よね、私の話じゃないよね！」

「いや、その、別に、オリエの話でもあるんだけど、えーと」

「………………」

　慌あわてて否定しあう二人を、通りかかったプレイヤーが興味深げに見つめていった。

　二人は少し距きよ離りを取り、落ち着くための時間を取った。だが大事なダイブ時間を無む駄だに費やすわけにはいかなかった。

　二人がギルドを組むことになったのは、偶ぐう然ぜんの上に偶然が重なってのことだ。

　プレイ中に戦せん闘とうに行き詰まれば、通りかかったプレイヤーとパーティを組むこともある。そのようなパーティはゲームから退出すれば消えてしまうような、一時的なものだ。

　ギルドを組むというのは、パーティを組むのと似ているが、全然違ちがう。自ら脱だつ退たいしなければ消えることはない。己おのれの手で断たち切きらない限り続く、同じ意志をもってこのゲームに向かうという、一いち蓮れん托たく生しようの関係を結ぶことなのだ。アイテムや資金の共有だけでなく、ギルド単位で参加できるクエストなども発生しているらしい。

　オリエとユウマなら、いつでもギルドを組むことができた。しかし、二人の前にシステム上の問題が立ちはだかっていた。

　……ギルドを作る最小人数が、四人だったのである。




　二人で町角に立っていると、

「ねえねえねえ、君たち、暇ひま？　私たちのパーティに参加しない？」
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などと話しかけてくるプレイヤーがいた。

　この町で今騒さわぎになっている『剣帝クエスト』は難易度が高いらしく、よく仲間募集の声をかけられる。中にはしつこい勧誘も珍めずらしくなかった。

　今話しかけて来たのは、巨きよ大だいな斧おのを装備した長身の女性プレイヤーだった。ややなれなれしい態度で、無ぶ遠えん慮りよな視線を二人に向けてくる。

「すみません、私たち今ちょっと忙いそがしくて」

　オリエが穏おだやかな態度でやんわり断ろうとするが、相手は今にもオリエの腕うでを取りかねない勢いだった。

「困ってるのよね。ダンジョンに行くんだけど、前衛が足りなくて。君たち装備からして戦士系でしょ？　来てくれたらホントありがたいんだわ。レベルいくつくらい？」

「………あの、ちょっと困ります……」

「急いでるの。ダンジョン攻こう略りやく、追い抜ぬかされそうでさ。私らと競争してる奴やつらが、すごい助すけっ人と用意して来ちゃって。こっちはとりあえず数集めたくてさ……ねぇほんと、ちょっとの間だけでもいいから」

　なんと言って断ろうか迷っているオリエの手首をがしっとつかみ、ユウマは力を込めて引いた。そして、

「レベル、低いんで。役に立てそうにないです」

と告げると相手の返事を待たずに歩き去った。手首をつかまれたままのオリエが振ふり返ると、女プレイヤーは気分を害した様子もなく、

「また、気が向いたら参加してねぇ！」

と手を振っていた。

　細い階段を下りて通りに出ると、たむろしている十人程度のパーティがいたが、彼らは話しかけては来なかった。猫ねこも杓しやく子しも『剣帝』という風潮だ。

　ユウマとオリエは、今のところ「剣帝クエスト」に挑戦する気は全くなかった。下手にクエストをクリアーしてしまい、ユウマの武器が注目を浴びるような事態になっても面倒だ。

　城塞都市カルディスの中心にあるのは、貴族の住む屋や敷しきだ。住んでいる貴族はＮＰＣであり、誰だれが屋敷の中に入っても「いらっしゃい」とにこにこと微笑ほほえんでいる。大挙して屋敷の中を家探しするプレイヤーたちを前にしても、芸術的なまでに髪を編み上げた夫人は優ゆう雅がにティーカップを口に運んでいる。

　屋敷を中心とした放射状の道が東西南北に延びており、それが町を四つに分ける大通りだ。二人がいるのは、北の大通りだった。そこにいる限り北に向かうプレイヤーたちとよくぶつかることになる。

　建物と建物の間の小道を抜けると、ようやく他ほかのプレイヤーたちがいない場所に来ることができた。果物の詰められた箱が置かれている、猫の額ほどの小さな広場だった。商人のＮＰＣが歩いているが、それは気にする必要がない。

　ようやくユウマにつかまれていた手首が解放された。オリエは反対の手で自分の手首を握にぎり、息を吐はき出した。

「やっぱり、町から離はなれる？　ちょっとここは人が多すぎるよね」

「いや、一度バザーを見てみたいと思ってたんだ。レアアイテムも出品されるらしいし」

「……私、オークションで競せり負けたことがあるんだよね」

　この町では、一定周期で大通りに露ろ店てんが並ぶ。そこでは練金スキルを高めたプレイヤーが自分の作ったアイテムを出品することもあるらしい。世界に一つしかないようなアイテムが出ることもあるらしいが……。

「ユウマ君はオークションとか、強そうだよね。なんとなく」

「なんだよそのイメージ」

　文句を言いつつユウマは、オリエはそういう駆かけ引ひきに弱そうだな、と思った。わりと興奮が顔に出やすいタイプなので、読みやすいのだ。




「それはそうと、ギルドの名前、考えたか？」

　ギルドを作るのに必要なあと二人のことはさておき。二人はとりあえずギルドを作るのに必要な名前を決めよう、と話していた。

「えーと、とりあえず『月夜の黒ウサギ団』というのを考えたの」

「ファンシーなのはいやだって言っただろ！」

　小さな公園のある道を歩いて行くと、四角いため池のある広場に出た。背の低い植物が植えられ、緑色の花が咲さいている。ため池と言っても水は浅いらしく、子供のＮＰＣが数人、そこでぱしゃぱしゃと水を跳ね上げながら走って遊んでいる。

「じゃあユウマ君はどういうのを考えてるの？」

「……『ヴァルハラの薔ば薇ら騎き士し』っていうのはどうか、ってこの前リョータが言ってたけど」

「なんなのそれ、ヴァルハラって！　薔ば薇らって！　あいつの趣しゆ味みってなんか恐おそろしいところがあるわね、私許せないわっ」

　リョータの提案はオリエによって木こっ端ぱみじんになった。いや、そもそもリョータが参加すること自体、今のオリエは突つっぱねるであろうが。

「っていうかユウマ君はどういうの考えたの？」

「いや……俺のはいい」

　ユウマの考えたものには「漆しつ黒こく」とか「傭よう兵へい」などの単語が入っていたので、おそらくオリエは首を振るだろうと推測できた。

「だめだよ。ユウマ君はギルドマスターになるんだから。そもそもギルド名は、ギルドマスターが考えるものだって、この前アスカさんが言ってたし」

「ちょっと待て。なんで俺がギルドマスターに決定してるんだよ？」

「ユウマ君が良いと思う」

　オリエはきっぱりと言い放った。なんの揺ゆらぎもない明確さに、ユウマの方が戸と惑まどった。

「そもそも、ギルドマスターって、具体的になにするんだ？」

「メンバーの登録には、マスターの許可が必要なのよ。ノーザンライツのこともあるし、ちゃんと信頼できる人じゃないと困るわよね……。あとはギルドとして参加するクエストを決めたりとか」

「面めん倒どうそうだな……、任せた」

「私はあんまりリーダーとか向いてないと思う」

「俺だって向いてないよ！」




　そして二人はギルドマスターを「じゃんけん」で決めることにした。ちなみにあと二人必要なメンバーが「ギルドマスターは自分が！」と言う可能性をあまり考こう慮りよしていない。オリエはともかくユウマはその場合、笑え顔がおでマスターの地位を渡わたすだろうが。

「じゃんけんは良いけど……公平じゃないと思うぞ」

「ユウマ君、自分が勝つと思ってるでしょ？」

　オリエは何な故ぜか、自信満々に胸を張った。

「そこで自分が負けたら、完かん璧ぺきにあきらめもつくでしょ？」

　ユウマも勝つ気十分で勝負に挑いどんだのだったが……。

　反応速度がずば抜けているユウマに有利な勝負かと思われたが、案に相そう違いして、勝利したのはオリエだった。勢いに乗って、パーを出すのが早すぎたのだ。悠ゆう々ゆうとオリエはチョキを出し、勝ったのだった。

「ちょっと待ってくれ！　なんか今の勝負おかしかった！　じゃーんけん、ぽんって言うタイミングが操作されてた！」

「だぁめ。ユウマ君は負けたんだから、言うことをきいて」

　右手をチョキにしたまま笑うオリエを前に、ユウマはしばらく悔くやしがっていた。




　名めい称しようは未定、ギルドマスターはユウマと言うことで、ふたりのギルドが一歩前進した。アリの進みのようだったが……。さしあたってクエストに挑戦したりダンジョンに入ったりするのには、一時パーティを組むことになる。

　あとは残りのメンバーだが……。

「とりあえずリョータ、は保留にして。いい知り合いがいたら良いんだけどなあ。アスカさん……は、ノーザンライツを練金するからくれとか言い出しそうだし」

「あの人、『ストームウィザード』っていうギルドのメンバーなんだよ。いつも酒場にいるけど、時々メンバーとクエストしてたりする」

「じゃあダメか……俺、こっちで知り合いいないし」

「……私も」

　二人で引きこもったソロプレイについて、ちょっと考えさせられた。







「こうしてても、仕方ない。とりあえず外に出るか」

「うん！」

　話しているうちに、結構時間がたってしまった。

　このゲームは、制作者にかなりの都市に関する知識があるらしく、町を眺めているだけでもまるで中世のドイツやイタリアを旅行しているような充じゆう実じつした時間が過ごせる。だが、ゲームにいられる時間は有限だ。もたもたしていると町の外に出る前に退出時間が来ることになってしまうだろう。二人は、滞たい在ざい時間を観光で終わらせるつもりはなかった。西にまっすぐ歩いて、大門に向かうことにする。

　その道にもまた、パーティを組んでいるプレイヤーたちが数多く見られた。

「ユウマ君の新しい技、見せて」

と言いかけたオリエの口が途と中ちゆうで止まった。遠くから、

「ユーーーマくーーーーーーーん…………」

とドップラー効果まで効いてそうな伸のびの声が、聞こえてきたからだ。それはもちろん、先ほど追おい払はらったリョータのものに間ま違ちがいない。

　途と端たんにオリエはいやそうな顔をした。どう撃げき退たいしようかと思案するように、左手で握りしめた右拳こぶしを包つつんだ。

　オリエは元々そこまで人づきあいの悪い方ではない。むしろ、あまり好きではない相手ともつきあえる方だ。少し、顔に好悪が出やすいたちではあるものの。だがこのリョータは最初っから合わなかった。出会いからして最悪だったのだ。

　遠くから一気に駆け抜けてきたリョータは、はぁはぁと肩かたで息をしていた。

「ユウマ君！　あの、あのさぁ！　びっくり情報なんだよ。この町に、今このゲームで一番レベルが高いんじゃないかって言われてる魔ま法ほう使つかいが来てるんだって」

「剣帝のクエストに参加するのか？」

「すごい、よく分かったね。なんだろう、みんなダンジョンに向かってるんだ。なんでもすごい武器が手に入るって噂うわさがあってさぁ……ねぇ、俺思いついたんだけど、それってもしかしたらワールドエンドライツじゃないかな。ユウマ君が持ってるみたいなブベッ」

　ほとんど張り手の勢いで、リョータの口を塞ふさいだ。

　ユウマが何を所持しているか、それを隠すために今までソロプレイを貫つらぬいてきたのだ。つまらないことで周囲の注目を浴びたくはない。

　もし、話した内容がウィンドウにテキスト表示されるタイプのゲームだったら、リョータの発言はこの場にいるプレイヤーにあますところなく伝えられてしまっただろう。完全に会話音声のみのゲームで幸運だった。

「あのな……、お前の声はデカいんだよ！」

「ぽ……、ぽぺん」

　翻ほん訳やくすると、「ご……ごめん」であっただろう。かなり痛かったらしく、リョータは涙なみだ目で口を押おさえた。

　オリエは脱だつ力りよくしながら周囲を見回した。一番近い距離にいたプレイヤーたちは自分たちの会話に夢中だったらしく、リョータが口走った単語もさして注意を引いた様子はなかった。ほっと胸をなで下ろす。

　オリエはもう一度周囲を見回した。

　ふと違い和わ感かんを感じて、下りてきた階段を見上げる。すると、そこにいなかったはずの少女が立っていた。

　見覚えがある。だが、一いつ瞬しゆん相手が誰なのか、分からなかった。

　気づいたときには、驚おどろきのあまり声が出なかった。

　裾すそにたくさんのレースのあしらわれたスカート。そこから伸びる、細くてまっすぐな足。視線をあげていくと、もの言いたげな眼まな差ざしを落とす、人形のような少女の顔。その青い髪を、見み間ま違ちがうことなどあり得ない。

「ユウマ君……っ」

　オリエはユウマの袖そでをつかみ、必死になって声を上げた。

　そしてユウマは少女に視線をやり、そのまま動けなくなった。リョータとの会話は中ちゆう途とで止まる。

　ユウマはかすれる声で、「蓮れん」、と妹の名前を呼んだ。




　その少女は、ゲームの中に生きる存在である。そのことは、少女自身がユウマに告白した。アドバンスドチルドレン、その単語を聞いた。

　実在した人間の情報をもつ、自律型ＮＰＣ。人に近いが、人ではない。妹の形をしているが、妹ではない。




「……どうしたんだ。もしかして、会いに来てくれたのか？」

　まるで逃にげることを恐れるかのように、ゆっくりとユウマは近づいていく。一歩一歩階段を上っていく。

　イギリスにいたときの夢を見た。ネクタイを結んでくれた、小さな指。一度目が合うとじいっと見つめてくる、記き憶おくの中の蓮の姿そのままに、青い髪の魔ま女じよはたたずんでいた。決して懐なつかない猫のように、距離を詰つめようとすればそのまま離れていく。そのことを恐れながら、ユウマはゆっくり階段を上っていく。

　……どうしてこの少女の目は、いつも罪悪感でいっぱいなのだろう。

「あなたに、会いに来ました」

「そうか……嬉うれしいけど、いいのか？　お前の保護者、そういうのにはうるさそうだけど」

　保護者呼ばわりされた魔女は、くしゃみをしたかもしれない。

「…………ごめんなさい」

「謝るなって、前も言ったろ？」

　階段を上っていく。少女を見下ろす距離に至るまで、あと五歩程度だ。

「でも、謝らなければ……本当は、会いにこない方がいいのに。どうしても、あなたの声が聞きたくて、来てしまいました」

　それは蓮と同じ声、同じ仕草だ。

　蓮はこんな丁てい寧ねいな口調でユウマに謝ったりなどしない。だが言いづらいことを口にするときの、足をもぞもぞさせる仕草は、蓮によく見かけられたものだった。

「……俺おれも、会いたかったよ」

　その言葉を聞いたとき、青い髪の魔女はユウマを見つめ、言葉が身体にゆっくりと浸しん透とうしていくように、花がほころぶように微笑んだ。その可か憐れんさに、なにやら文句を言おうと階段を駆け上がろうとしていたリョータ、そしてそれを引き留めていたオリエが見とれて絶句する。

　だが、交かわすことができた言葉は、それだけだった。




　それは唐とう突とつに現れた。

　事態を把は握あくしたユウマが腕を伸ばそうとする。青い髪の魔女は背後の闇やみに気づいてさえいなかった。一瞬にして囚とらわれる。壊こわれやすい石をぐしゃりと掴つかむような無神経さで少女をとらえたのは、蠢うごめく闇。

　黒いものが見えた次の瞬しゆん間かん、青い髪の魔女は闇に包まれた。

　まるでたちの悪い手品のようだった。青い髪の魔女の姿は一瞬でかき消えてしまった。最後に、なんの言葉も残すことなく。

　代わりに残されたのは、一匹ぴきのコウモリだった。ただし、非常に大きい。羽の生えたネズミのようなその醜みにくい生き物は、まるでユウマたちを嘲ちよう笑しようするような金属的な笑い声を放ち、次の瞬間コウモリは一人の男の姿に変化した。

　二メートルは超こえる長身。筋骨隆りゆう々りゆうと言うに相応ふさわしいその身体は、黒いモーニングに包まれている。胸むな元もとには黒い宝石をブローチとして身につけている。闇よりも黒いその宝石は、まるで彼の身体に空いた穴のようにも見える。

　正装のはずなのに、上品さにはほど遠い野や蛮ばんな空気をまとっているのは、その侮ぶ蔑べつに満ちた表情が似合う、醜い顔立ちのせいだろう。

　白目の部分が真っ赤に染まった目は、ユウマをまっすぐに射貫いている。黒い唇くちびるの端はしから、犬歯がぞっとするほど長く伸びている。

「君が、ユウマかね？」

「てめぇ……あいつをどうした！」

　そうだ、と答える代わりにユウマは抜ばつ刀とうした。これは間違いなく敵だった。

　相手は余よ裕ゆうたっぷりの態度で、ユウマの装備する武器を見つめた。

「おやおや。その武器は、間違いない……ということは、我わが主が招待せよとおっしゃられたのは間違いなく君のようだ。我が輩はいが戦うのはきっと筋骨逞たくましき戦士であろうと考えていたのに……残念ですよ。血祭りに上げるには、あまりに歯ごたえがなさそうで」

　手の中に現れた漆黒の大たい剣けんが、脈動している。強力なモンスターを前にして、それを喰くらう予兆に震ふるえているのだ。

　剣の名は、ノーザンライツ。北の曙しよ光こうを意味するその剣は、一いつ切さいの慈じ悲ひなくモンスターを喰らう冷たい獣けものだ。




「目覚めよArise!、我は根extract 源に干from the渉す source……」




　ユウマは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　ここで自分の持つ最強の技を放ち、それによって周囲のプレイヤーたちがユウマの持っている武器について知ることになってもいいと、考えた。

　青い髪の魔女を消失させた相手を前にして、ユウマが平静でいられるわけがなかった。ユウマ君、気をつけて！　と背後から届いた声は、耳に聞こえてはいても、頭には全く届いていなかった。




「隔絶The isするolated大地 earth！」




　放たれる技の代だい償しようとして、ユウマのＨＰが減少する。

　最大値の九から、四へ。ノーザンライツはモンスターを屠ほふると同時に、持ち主からも容よう赦しやなく力を奪うばっていく武器だ。

　階段の続く道の横よこ幅はばは狭せまく、この大男が立っているだけの幅はばがあっただけ、感謝しなければならなかったほどだ。もちろんノーザンライツを振り回まわすことができるスペースなどない。仮想空間だからそのあたりは曖あい昧まい……などということは、このゲームの場合は一切ありえないのだ。

　もちろんユウマはそれを考えて行動していた。

　逆手に持ったノーザンライツを、楔くさびのように地面に打ち込む。

　切っ先が町の敷しき石いしを叩たたき割わり、埋うめ込まれていく。電でん撃げきに似た光が走る。ユウマは敵を睨にらみ付つけた。余裕ぶったその顔に、一いち撃げき加えなければ気が済まない……！

「うぁぁぁああああああっ」

　ユウマは吠ほえた。吠えながら、駆け上がった。

　男の足あし下もとの地面が割れ、崩ほう壊かいに巻き込まれる。その距離を一瞬でつめ、ユウマはノーザンライツを引き上げる。

　この道に、大剣を振り回すだけの広さはない。だからユウマは、邪じや魔まな建物を同時に破は壊かいしながら、大男への攻こう撃げきを繰くり出していた。

　無む茶ちや苦く茶ちやと言えば、あまりに無茶苦茶な攻撃だった。黒い刃やいばは家屋を斬きりながら、まっすぐに大男のにやけた顔を真っ二つにしようとする。その剣筋はあまりに強きよう靱じんで、あまりに鋭するどく、回かい避ひの余地などあるはずはなかった。




「な、なんだよなんだよアイツ、青白くて気持ち悪いよ……！」

　リョータは敵の顔が怖こわいのか、ぬいぐるみ代わりに剣を抱だきしめている。

「サーチ」

　オリエが口の中で呟つぶやいたのが聞こえたかのように、大男がオリエを見た。その赤い目に映されただけで背筋に寒気が走る。

　現実世界にはこのような生物は存在しない。人間を敵と見なし襲おそいかかってくる、ヒトではないヒトのカタチをしたものは。




［不死者Immortaの王l king-　グリザリー・Gurizariエンドバウム Endbaum］

　ゲージはオールグリーン。レベルは、四十五。




　その数字を見た途端、ふと肩の力が抜けた。見みかけ倒だおしだ。大して強い敵ではない。

　ユウマなら倒たおすことができる。

　ユウマなら、大だい丈じよう夫ぶ。

　だがオリエは無意識のうちに、槍やりを手にしていた。指が震えた。




「なかなか、それを使いこなしているようだ……」

　余裕しゃくしゃくの笑えみを口元にたたえ、大男はユウマを歓かん迎げいするように両手を広げた。

「だが、我が輩には通用しない」

　強きよう烈れつな打だ撃げき、飛び散る光の効果エフエクト。それを予想していたユウマは、完全に虚きよを衝かれて戸惑った。

　ノーザンライツは間違いなく敵にヒットした。その竜りゆうの鱗うろこすら両断する刃は、敵の顔にぶち当たったのだ。

　だが、敵のＨＰゲージは一ピクセルたりとも動かなかった。

　目の前に現れたのは、［武器The atta攻撃ck with 無arms is 効invalid.］という無情なウィンドウ表示だった。剣を振り抜いた姿勢のまま、ユウマは固まった。

　武器攻撃無効。……ということは、この男にはノーザンライツの攻撃は、通用しない。そしてユウマには、武器以外の攻撃方法がない。この男に通用する攻撃方法を、ユウマはもっていないのだ。

「ふふふ、分かりましたか？　いくらしゃかりきになろうと、君には我が輩を倒すすべがない……」

　大男は、マントをばさりと払った。胸むな板いたの分厚い、強靱そうな肉体を衆目にさらし、気味の悪い黒い唇を紫むらさき色いろの舌がなぞった。

　右手の指は、胸元の黒い宝石を弄いじっている。

「遅おくれましたが、名乗りを上げておきましょう。ユウマ殿どの、初めまして！　我が輩は、我が尊き主の命に従い、君を倒すもの！　我が名は高貴なるエンドバウム。グリザリー・エンドバウム！」

　まるでオペラ歌手のような豊かな声量の、朗々たる名乗りだった。

　彼かれの攻撃手段は、その爪つめだった。漆黒に染まった爪が、ユウマの首元を狙ねらう。もちろん、ユウマが無む抵てい抗こうにその攻撃を受けるはずはない。後ろに跳とんで避さけようとする。

「無む駄だですねぇ……［我が目Eyes oは魅了f enchするanting］」

　エンドバウムの目が怪あやしい光を放つ。しみ出した血のように赤い光だった。

　それを見た途端、ユウマの身体は石のように固まった。狭い道、しかも階段だ。後ろに跳ぼうとしたユウマの身体は、落ちていくはすだった。

　だがユウマの身体は不自然な格好で固まり、その場にとどまった。




「我が力をその身に刻みなさい。これは、我らの戦いを盛り上げるための贈おくり物です……深紅のThe cardi刻印nal mark」




　エンドバウムは、右手をかざした。赤い光の帯が人差し指と中指の軌き跡せきとともに現れ、空中に魔ま法ほう陣じんが描えがかれた。完成したそれは、燃える炎ほのおと化してユウマの身体に襲いかかる。

「うぁ……っ」

　衝しよう撃げきに声が出た。身体が灼やけるような、衝撃が走った。

「そうそう。君の特とく殊しゆな事情は聞いていますよ。ＨＰを一ずつしか削けずることができない。魔ま物ものの身からしてみれば、倒すのが非常に面倒……」

「…………………」




「漆黒Impact の衝of the撃 black！」




　声すら出せないユウマの身体に襲いかかったのは、五本の指がぴったりとくっついて、伸ばされた爪がまるで研とぎすさまれた刃のように見えるエンドバウムの右手だ。

　ユウマは蜘く蛛もの巣にかかったも同然だった。まごうことなきピンチだったが、ユウマ自身、敗北するとは考えていなかった。それはこの世界で彼だけが持っている、マイナスでありプラスである特質。

　ＨＰの上限が九である代わりに、どんな攻撃によっても一しか減らない。

　残りＨＰは四。動けないまま敵の攻撃を食くらったところで、残りは三だ。

　動けるようになってから、敵の攻撃を全すべてかわせばいい。それから敵にダメージを与あたえる方法を考えればいい。ユウマはそう考えていた。




「……耐たえられると思っているならば、それは間違いですよ」

　近きん距きよ離りに見た、化け物の顔は、愉ゆ悦えつに歪ゆがんでいる。それは、かつてユウマに黄金竜を差し向けた金きん髪ぱつの魔女と限りなく同質の笑みだ。

　異常に気がついたときにはもう終わっていた。




「な……っ」

　腹に強烈な一撃が打ち込まれたとき、硬こう直ちよくが解けた。もはや後ろに跳んだというより、攻撃によって吹ふき飛とばされたといった方が良かった。

　ダメージ四。ゲージが一気に赤く染まっていく。残り全てのＨＰが持って行かれてしまった。

「てめぇ、多段か……！」

　戦せん闘とうに敗北した、とシステムが告げる。その場にとどまることができるわずかな時間の間、ユウマはエンドバウムの楽しげな顔を見上げていなければならなかった。青い髪かみの魔女を目の前で連れ去られたあげくに、戦闘においては完全に敗北した。

「相あい性しようがいいんですねぇ。さぁ、続きは我が居城にて……女め神がみの舞まいおりし北の聖堂で待っていますよ、ユウマ君。囚われの小鳥も首を長くして君を待っていますからね」

　強制退出までの三秒、ユウマは見ていた。自分の脇わきをすり抜ぬけて、敵に突とつ進しんしていく槍。空気を切きり裂さき、音も光も巻き込みながら一直線に敵の心臓を狙う鋭えい角かくを。オリエは、遅おそすぎた。それはもちろん、ユウマがこの程度の攻撃で死ぬわけがないという信しん頼らいのためだった。

　強制退出まであと二秒。

「割り込みは無ぶ粋すいですよ、お嬢じようさん」

　オリエの攻撃は、通った。エンドバウムはその身に槍の一撃を受ける。

　もちろんそのＨＰゲージはいささかも減りはしなかった。ユウマの時と同様、［武器The att攻ack wit撃h arms］という表示が現れる。

「オリエ！」

　オリエがエンドバウムの攻撃を受けて、後ろに吹っ飛ばされる。

「ははは……ははははははは！」

　最後に聞いたのは、笑い声。それは再びコウモリと化したエンドバウムのものか。それとも、金髪の魔女のものか。




　強制的に拠きよ点てんまで移動させられる。覚えのある室内の光景を見たとき、ユウマは舌打ちした。

　ゲームを開始したばかりのときは何度かモンスターとの戦闘で死亡したが、このところずっと死ぬまでの目には遭あっていなかった。

「……畜ちく生しよう」

　小さく呟いた声は、誰だれにも届かずに消えた。







reverieSIDE

３章　一回蹴らせてくれたらやめるわ







　ゴゥン……ゴゥン……と鳴り続けている鐘かねの音は、いつから始まったのか定かではない。

　目を閉じれば、茫ぼう漠ばくとした闇が、自分が今閉じ込められていることを忘れさせてくれる。静かに静かに響ひびいている音は、内側で鳴っているのではないかと、ふと疑念を抱く。

　そして目を開けば、そこには少女を閉じ込める檻おりがあった。

　青い髪の魔女は、捕つかまった小鳥のように無造作に、大きな鳥とり籠かごに閉じ込められていた。直径二メートルほどの丸底に、華きや奢しやな作りの椅い子すが一つだけ置かれている。数センチおきに伸びる黒い金属棒が天てん井じよう部分でひとつに結ばれている。隙すき間まから出るのは不可能であり、壊すのもまた青い髪の魔女の力では不可能だった。この金属には、魔ま法ほうが通じない。

「北の聖堂」と呼ばれるその場所は、四本の腕うでを持つ白い女め神がみ像ぞうがおかれている。鳥籠は、鎮ちん座ざする女神像の真下に配置されている。まるで捧ささげられる供く物もつのようだった。女神像の背後にはステンドグラスのような虹にじ色いろのガラスがはめこまれ、陽光を受けると白い女神像が目ま映ばゆい色しき彩さいに包まれる。

　この祈いのりの間に並べられた椅子に座すわり、人々は祈りを捧げたのだろう。

　だが今では聖堂は、祈りの場所ではなくなっていた。

　空から舞い降おりた闖ちん入にゆう者しやは、力を振ふるうことに一切の容赦なく、この聖堂のある村をあっという間に制圧した。

　村にいたのは数十から百人程度のＮＰＣだった。老ろう若にやく男なん女によ、いずれも戦せん闘とう力りよくはほとんどなく、平和だった村はたったひとりの魔物によって終わりを告げた。金髪の魔女にクエストのボスとなることを許されたエンドバウムはこの村を自らの居城と定めたのだ。不死者の王のいる場所に、生きた者など必要なかった。

　所しよ詮せん彼かれらはＮＰＣであり、魂たましいなど無い。プログラム通りに動いているだけの存在だ。青い髪の魔女はそれをよく理解している。だが、殺されてしまった彼らが、不死者の王エンドバウムの力を受けてゾンビと化していると教えられ、唇を噛かんだ。

　自分は、ユウマに会うだけで良かった。それすら金髪の魔女に見み抜ぬかれ、目の前でさらわれてしまった。ユウマは必ずここに来るだろう。そして、エンドバウムと対決する……用意されているのは、非常に分の悪い勝負だ。前回の、黄金竜ガウェインとの戦いと大差ない。いや、それよりはるかに悪い。




「おはようございます、レン殿」

　ぎぃぃと音を立てて扉とびらが開いた。

　エンドバウムの大きな身体が、近づいてくるのが見えた。人々の消えた村を心ここ地ちよく散歩してきたらしい。

　青い髪の魔女は、沈ちん黙もくでもって彼を迎むかえた。その目に、まるでお気に入りのクッションの裏にくっついていた毛虫を見るような、侮蔑の光をたたえている。

「おやおや、我が輩のことがお気きに召めさないようですな、レン殿」

「私をその名前で呼ばないで」

「ふふふ。だんまりを決め込むかと思ったら、結構流りゆう暢ちように話せるではないですか。ずっと一人でいるのは寂さびしいでしょう？　我が輩は話し相手として、十分な……」

「お断り」

　即そく座ざに断りを入れられても、エンドバウムは鼻白みもせず、肩を丸めてクスクスと笑い出した。

「金髪の御お方かたの前にいるときのように、従順な子こ猫ねこでいてもらいたいものですな。我が輩はできうる限り女性を大切に扱あつかいたいと思います。ですが、生意気な糞くそ餓が鬼きはその限りではないのですぞ……？」




「いにしえAncienの暗黒よt dark」




　それは少女のために用意された、固有呪じゆ文もんだった。唱えればたちどころに数十の漆しつ黒こくの剣が空中に現れ、敵を串くし刺ざしにする。

　だが魔法は発動しなかった。

「無駄ですよ。その檻は、金髪の御方から我が輩に特別に貸かし与えられたもの。中にいる者は無力化される。囚われの姫ひめ君ぎみが自力で脱出するような埒らち外がいの出来事をあの方は好まれない」

　青い髪の魔女は反はん抗こう的てきな目で睨み返かえし、スカートを思い切り翻ひるがえらせ、右足で檻の金属を蹴りつけた。その容よう貌ぼうから少女のことをおとなしいと思っていたらしく、エンドバウムはあごを落としかけたが、かろうじて耐えた。

　ガン！　ガン！　と音を立てはするものの、続けざまに蹴られた程度では、鳥籠は壊れなかった。

「おやめなさい、下品な」
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「だったらここに顔を出して。一回蹴らせてくれたらやめるわ」

「いい加減に……やめろと言っているんだ！　分からないのかこの糞くそ小こ娘むすめがッ！」

　エンドバウムは肩で息をするほどの大声で叫さけんだ。相手が幼児であれば、迫はく力りよくのあまり座り込んで泣き出したかもしれない。

　押し黙だまったまま、青い髪の魔女は蹴るのをやめると、椅子に近づいた。そして何事もなかったかのように、それに腰こし掛かけた。

「ふん……見かけはともかく、下品な育ちのようですな。お里が知れる、と申しましょうか」

「…………………」

「金髪の御方は、知っておられるのか。知らないのだとしたら、教えてさしあげねばなるまい」

「…………………」

「……あなたも我が輩と同じく、人の魂を持っているのでしょう？」

「…………………」

「ならば我々は、もっと腹を割って話すことができるはずだ。あなたは、覚えているのですか？　自分がどうしてここにいるのか……」

「…………………」

　明確な意志のある沈黙に気づき、エンドバウムは舌打ちをした。従順な小こ娘むすめかと思ったら、中身はとんでもない強情さだ。




「あのぉ……、すみません、誰かいますか」

　扉を叩く音が、鐘の音よりも明確に耳に届いた。

　この村は全ぜん滅めつしている。正確に言うと、エンドバウムの支配下に置かれている。今、この場所を自由に動き回ることができるものがいれば、それはプレイヤーに違ちがいない。

　そのことに気がついた青い髪の魔女は、立ち上がった。

　開いた扉からするりと入り込んできたのは、髪の長い少女だった。前まえ髪がみを切りそろえ、左右の耳の上の部分だけ三つ編みにして、頭頂部に近いところで白いリボンでひとつに結んでいる。

　アカデミアの制服に身を包つつみ、その手には杖つえを持っている。怖こわ々ごわと周囲を探さぐっていたが、人ひと影かげに気がついて駆かけ足あしで近づいてきた。

「……来てはダメ！」

　鋭く飛んだ青い髪の魔女の声に、彼かの女じよは驚き顔のまま足を止めた。

　エンドバウムは身を包んでいたマントを外し、鳥籠の上から被かぶせた。それは青い髪の魔女の声が外に届かなくなる効果があるようだった。つまり、黙っていろと言うことだった。外の声は聞こえる。青い髪の魔女は唇をかんだ。




「あのぉ……私、この村を拠点にしてた者なんですけど」

「おやおや、そうですか」

「さっきダンジョンから帰ってきたら、なんか大変なことが起きたっぽくて……で、村の中歩き回ってたんですけど、誰もいなくて」

「そうでしょうね。私も捜しましたが、今動き回っている村人はいないようです」

「で、ようやく生きてる人を見つけたかなって……」

「ええ。もちろん、私は生きていますよ。会うことができて、良かった」

「えっと……その、でも、あなたの顔見てるとどうも正義の味方っぽくないなって……」

「いやいや、人を見かけで判断するのは良くないことですよ」

「顔色紫むらさきだし……爪とか黒いし……口から、牙きばが漏もれてるんですけど……それって、やっぱ生まれつきなんですか？」

「そうですねぇ。もう少し、造形には気を遣つかって欲ほしかったと思わなくもない……なんてことは断じて無いッ！　我が忠誠は不変、不ふ滅めつ、揺ゆらぐことはあり得ないッ！　小娘、人の顔にケチをつけるのは百万年早ぁぁぁぁぁぁぁいっっ」

「いやあああ、お母さん、ヘンタイが襲ってくるよぉぉぉっ！」

　マントの向こうで、ばたばたばたばたと走り回る物音がした。青い髪の魔女が沈黙していたのは、もしかしたら毒気が抜かれたからかもしれない。

「えええいっ、火事場の馬ば鹿か力ぢからファイトーッ！」

「ひらりっ！　それは杖を振り回しているだけではないですか、お嬢さん！」

「だってだって、私回復専門だし……っ、ＳＴＲだけはなんかしこたま上がってるから、当たれば結構効くかもしれないし、おじさんちょっとそこに正座してて」

「こうですか」

「えええい、痴ち漢かん撲ぼく滅めつキャンペーンッ！」

「失礼ながら、我が輩には、物理攻撃は効かぁぁぁぁぬッ！」

「きゃああああっ、ちょっと、来ないでよ、あんた目が赤くてすごい怖い、いや、ちょっと、もしかしてこの村滅ほろぼしたのあんたでしょ、絶対そうでしょーっ！」

「今いま頃ごろ分かったのかぁぁぁっ！」

　レンの耳に数々の効果音が聞こえた。それはたぶん、少女が善戦した証あかしだっただろう。しかし、回復役と名乗る彼女が一人でエンドバウムを倒すのは、そもそも不可能だっただろう。

「……………」

　衣きぬ擦ずれの音ともに、マントが取とり払はらわれた。マントを装着するエンドバウムのそばに、先ほどの少女が倒れていた。ＨＰゲージが真っ赤になっている。

「おぼえてろぉぉっ」

　そんな叫びを残しながら、少女は消えていった……。




　青い髪の魔女の視線に気がつき、エンドバウムは苦み走った渋しぶい笑みをたたえてみせた。無視されることは、もはや彼にはたいしたダメージにはならないようだ。綺き麗れいにマントが整えられ、身み支じ度たくが完かん了りようする。

「心配しなくとも、ユウマ殿は来ますよ、すぐに。その為ために贈おくり物をしたのですからね。もしかしたら、先ほどの少女が連れてくることになるかもしれないですねぇ……」

　再び鐘の音が聞こえだした。

「ですが、この村の住人たちが歓迎するでしょう。我が輩が手にかけたＮＰＣは、夜の住人と化す。彼らを防ぐことができたとしても、ユウマ殿に我が輩を倒す手段は無い。ねぇ、この世は絶望するに足るでしょう？　青い髪の魔女よ。諦あきらめがついたなら、長い夜の少しの時間くらい、我が輩と語り合っても良いはずだ」

「…………いや」

　きっちりと断っておかなければ気が済まなかった。エンドバウムは芝しば居いっけたっぷりに肩かたをすくめ、どこからか現れた長なが椅い子すに長身を横たえた。先ほどの少女がきちんと閉めなかったのか、扉がゆらゆらと開いたり閉じたりしている。その向こうには、青い闇やみが広がりだしている。

「あなたの抵てい抗こうは、まるで子猫に引っかかれているように思えますよ、魔ま女じよ殿どの。ふふふ、ふふふふ」

「この、くそったれBastard」

　青い髪の魔女の口からこぼれ出たのは、その人形のような顔にはまるで似つかわしくない罵ののしり言葉だった。エンドバウムは意味が分からなかったらしく、ぽかんとしている。

　飛び出た言葉に青い髪の魔女もびっくりし、口を手で押さえた。怒おこられてしまう、と感じた。

「………………」

　だが、誰に怒られるのかは、分からない。不思議と胸がざわめいて、青い髪の魔女は目を閉じた。エンドバウムに今の自分の顔を見られたくない。

　二つの月が見下ろすこの村には、今頃はゾンビたちが目覚めだしているだろう。訪たずねてきた冒ぼう険けん者しやたちを、歓迎するために。







「なんだったんだ、アレは」

　久々に完かん膚ぷ無なきまでの敗北を喫きつしたあと、ユウマは再びオリエとリョータのところに戻もどってきていた。拠点にしているのがこの町だったため、戻ってくるのに時間はかからなかったのだ。

　今日ゲームできる残り時間は一時間足らずと言ったところだった。オリエは、こんなに機き嫌げんが悪いユウマを見るのは初めてだった。

　うわぁぁん戻ってきたんだねーっ！　とユウマに飛びつこうとしたリョータすら空気を読み、寸前で足を止めた。

　ユウマから怒いかりのオーラが噴出しているのが見えるようだった。

「気味悪いヴァンパイア野や郎ろうだったねえ」

「ヴァンパイア……だよな、あれは」

「サーチしたけど、名前は［不死者の王　グリザリー・エンドバウム］だったわ」

　そう聞いて、自分がサーチすることすら失念していたことに気づき、ユウマの眉み間けんのしわがより深くなった。

　三人は酒場に集まっていた。小さな酒場であるためか、他ほかのプレイヤーはいない。どのプレイヤーも今は口を開けば剣けん帝てい剣けん帝ていと言っているが、ユウマにとってはそれどころではなかった。

　目の前で青い髪の魔ま女じよが連れ去られ、戦闘で完全に敗北したのだ。

　そしてユウマにはもう一つ、異常事態が起こっていた。おそらくは、エンドバウムが［深紅のThe cardi刻印nal mark］と告げた技わざによるものだろう。存在値が普ふ段だんと違うフォントで、しかも赤く表示されているのだ。

　よく見てみると、数値もおかしかった。残り数値が記き憶おくと異なっている。

　今は、残り七千五百。数秒に一ずつ減っている。計算したところ、多く見て二秒に一減るとして、四時間程度だった。

「……まさか、それって」

「ゼロになったら、終わりってことだ」

　ユウマは存在値を失ったプレイヤーを見たことがある。普ふ通つうの、戦闘の敗北による退出とは明らかに違っていた。消えてしまえば、二度とここに来ることはできない。

「そ、それってログアウトしてもカウントされ続けるの？」

　オリエが目を見開いて問うた。それには思い至ってなかったユウマは青ざめ、存在値が減少することを覚かく悟ごで退出し、戻ってきた。そうしてみたところ、カウントダウンはあくまでもゲーム内にいる間だけ、ということが分かった。

　それについては安心したが、問題はなにも解決していなかった。

「……こいつがゼロになる前に、あいつを倒さないといけないってことだ」

「ズルくない？　それって。なによあれ、いきなり現れたかと思ったら、いろいろ技とか決めてきてさ……！　それに、それにあいつ」

「ああ……」

　ユウマはオリエの目をじっと見つめ返し、頷うなずいた。

　あの敵には、物理攻撃が通じなかった。

　そしてそれよりも大事なことは、

「あのときなんでユウマ君一発でやられたの？」

　リョータが首をかしげる。リョータはユウマがノーザンライツのせいで負うことになった呪のろいについて、詳くわしい説明は受けていない。ユウマのＨＰの上限は九であり、敵からの攻撃は、レベル九十の竜からでもレベル一の子リスからでも、一しか減らない。つまり残りＨＰの分だけの回数の攻こう撃げきを受けなければ、敗北することはないのだ。

「そんな強い敵だったのかな？　でも、この前の黄金の竜よりアイツの方が強いなんてこと、ないよね。なのになんで……」

「たぶん、多段攻撃なんだと思う」

　ああ、多段かあ、とリョータは頷いた。オリエはそのことにショックを受けた。多段とはなんなのか、分からない。だが、リョータの前で質問するのがいやだった。

　三人でテーブルに向き合いながら、しんとした。

　この瞬しゆん間かんもユウマの存在値は減り続けている。優ゆう雅がに議論している時間など、本当はないのだ。だがそれを分かっていてなお、ユウマは動けなかった。

　あのとき、ユウマはノーザンライツのレベル五の技を解放した。つまりあの［隔絶The isするolated］を使うことによって、ユウマのＨＰは五消費され、残り四だった。

　エンドバウムは一回の攻撃によって、残り四のＨＰを全て削ったのだ。

「あいつのレベル……四十五だったんだよ」

　ぽつりと呟きを漏らしたのはオリエだった。ハァ？　とユウマが目をむいた。

「見み間ま違ちがいだろ？」

「ううん。私、視力はいいし。それにサーチして出てきた情報って、別に敵が遠くにいたからって文字まで小さくなるわけじゃないじゃない。間ま違ちがいなく、四十五だった」

「んじゃなにか、あいつはレベルが低いのに、不思議な攻撃方法を持ってて、ついでにこっちの攻撃は通じない！　制限時間の間になんとかしてあいつを倒たおす方法を見つけて、倒せっていうのかよ！　こんなところで存在値なくしてる場合じゃねぇのに！」

「怒ど鳴ならないでよ。……ねぇ、ユウマ君。君は一度、退出した方が良いと思う」

　苛いら立だちをそのままぶつけるような視線を向けられ、オリエは一いつ瞬しゆんたじろいだが、ぐっと目に力を込めて見つめ返した。

「このままここにいても、何も解決しない。時間が無む為いに過ぎるだけだよ。ねぇ、あいつのこと、私たちが調べる」

　私たち、というのはオリエとリョータのことだった。オリエは仲の悪いリョータを無意識に数に加えていた。それほどまでに、事態は逼ひつ迫ぱくしていた。

「そ、そうだよ！　ユウマ君、これは非常事態だよね。俺おれ、頑がん張ばって情報を集めるからさ。だから、残り時間を大事にした方が良いよ！」

「……でも」

「ねえ、お願い」

　オリエはユウマの手を取った。ユウマはどきりとして身を引こうとしたが、オリエはその手を離はなさなかった。

「頑張るから。どうか信じて、待ってて」

　ユウマは迷うように視線をさまよわせたが、とうとう最後には頷かざるを得なかった。
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４章　ソフトクリームなんかお前には贅沢品なんだよ！







「なぁんか、機嫌悪いんだねぇ……？」

　優ゆう馬まは先ほど作ってもらったチャーハンの皿を抱かかえながら、向こう側に座っている由ゆ希き菜なの顔を見上げた。その視線に由希菜は気分を害したらしく、なんで睨むのようと文句を言ったが、優馬は黙って皿に向かった。

　由希菜の作るチャーハンは半はん端ぱなく美お味いしい。今日は上に海え老びが五匹ひきも並んでいる。冷蔵庫の中にそんなものはなかったはずなので、由希菜が家から持ってきたのだろう。他に、お菓か子しの箱もある。中身は由希菜のことだから当然、ドーナツだろう。

「別に。いつもの通り、至って上じよう機き嫌げんですよ」

「嘘うそばっかり。なんかイライラしてるよね？　相談事があるなら私、聞いちゃうよ。うん……その、この前みたいに株で三百万の損失を出したとか言われたら、困っちゃうけど……」

　そう言われて優馬はこの前吹いたホラのことを思い出した。深刻な顔で、三百万と告げたときの、由希菜の泣きそうな顔と来たらなかった。「嘘だよね」と言われることを期待していた。すかさず「うん、嘘だ」と答えておしまいにするつもりだったのだが、由希菜は信じ込んでしまい、号ごう泣きゆうしながら家から自分の預金通帳を持ってきた。誤解を解くのは、かなり大変だった。

　そしてその由希菜の涙なみだを見た叔お母ばの香か奈な恵えまでが、その嘘を信じてしまった。慌あわてて嘘だと告げたものの、

「身みの丈たけに合わないことをするんじゃないこの大馬ば鹿か者ーっ！」

とカミナリ親父おやじばりの怒鳴り声ごえを聞いた。あれは、ボスクラスモンスター並みの怒鳴り声だった。そして嘘だと判明したとき、怒鳴り声は二倍の声量、五倍の迫力でもって優馬の頭上に叩たたきつけられたのだった。

「この前、医い療りようの発展に協力してくださいって道で頼たのまれたから、ＯＫしたんだよ。そしたら開発中の薬が送られてきたんだ。頭痛によく効くっていうから、試ためしに飲んでみたんだけど、そのときからどうも、気分が悪くてさ……」

「ええええええええ！　はっ、吐はかなきゃあ！」

　由希菜が慌てて立ち上がったところで、優馬はニヤリとして続けた。

「最近の悩なやみは、幼なじみがどうやったら疑うことを覚えてくれるのかってことで……」

「………………」

　由希菜は無言になったかと思うと、テーブルの上に顔を倒した。またもやあっさり騙だまされてしまい、悔くやしくてならないらしい。肩が震ふるえている。

　静かになった間に、優馬はチャーハンを完食した。海老はプリプリでご飯はパラパラ、口の中が天国になる。商売ものとしてもいけるのではないかと思うほどのできだった。

「うまかった、ごちそうさん」

「ううう……」

「そっちの箱はなんだ？　食って良いならありがたくいただくけど……」

「あ、あのね！　生ドーナツっていうのがこの世にあるって知ってね、どーしても食べたくて、食べたいんだけどどこにも売ってなくて」

　いそいそと箱から取り出したのは、どういう名前がついているにせよ、確実にドーナツであることは間違いないものだった。創作意欲にかられて手作りしてみたの！　と言われ、特とく殊しゆなものを食べさせられた経験のある優馬は身構えてしまったが、普通に売られているもののようだった。由希菜は基本的には料理が上手だが、時折おかしなものを作るのだった。

「……で、アナザーのショッピングモールに特別出店してるって聞いてね。昨日、頑張ってダイブしたんだよ」

「え。お前んちのμ、まだあったのか……使ってないからもう腐くさってるかと」

「そんなことないよ！　全然使ってないから新品同様だよ！」

　何を言われてもしゃかりきになって返す由希菜だった。

　アナザーには「世界最大」とされるショッピングモールがある。ディスプレイを使ってのネットショッピングよりも、よりリアルに品物を手にとる感覚で買い物ができるというので、当初は話題になった。今では何十万店も出店してるだけあって、なかなか店に客が行いき渡わたらないという問題が起こっているらしいが、リアルよりも手軽に店を構えることができるとあって、特に若い層にオーナーが多い。

　アナザーで買ったものは、後日自宅に配達されてくる。由希菜は届いたドーナツをそのまま優馬の家に持ってきたらしい。箱を開けると、赤だのピンクだのと派手な色彩が目についた。

　生ドーナツは鮮やかすぎる色彩のわりに、かなり美お味いしかった。優馬は入れてもらった紅茶の恩おん恵けいにあずかりつつ、舌した鼓つづみを打った。

「美う味まいなこれ。色は……派手だけど。ていうかこれ、生なのか？」

「んで、私がこの前遭った、ひどい目の話だけどね」

　唐とう突とつに由希菜は話題を換えた。

　チャーハンを食べているときから、由希菜が何かを言いたくてモゾモゾしていることには気がついていたが、本人が言い出すのを待っていた。何かを言いたいときに手や足をちょこちょこ動かすのは、蓮れんと由希菜に共通する癖くせだった。

「今度水泳大会があるんだ。クラス対たい抗こうで、リレーとかやるんだけど……私、くじ引きでバタフライに当たっちゃったの」

「へぇ？」

「私、バタ足しかできないのに！」

　生ドーナツが口から飛び出そうになった。

　確か、由希菜は水泳部に所属していたはずだ。運動神経がイマイチなのは知っていたので、どうせたいした活動はしていないだろうと推察していたが、まさかバタ足しかできないとは予想を超こえていた。

「クロールの子に代わってもらえ」

「ダメなんだ……みんな、バタフライはいやなんだって。そもそも私、クロールは息いき継つぎができないよ」

「……じゃあ平泳ぎ」

「平泳ぎじゃ、浮いていられないんだよぉ！」

「キレるなよ！　だったら逆に、何ができるんだ……？」

　由希菜はうるうると涙を浮うかべながら優馬を見上げた。

「だから言ってるじゃない。バタ足」

「お前が泳げないのは把は握あくした。で……何が言いたいんだ」

　いやな予感というのは、背中を伝って床ゆかに下りていくものだ。優馬はこのまま部屋に戻って数日前から取り組んでいる課題に戻りたくなった。教授はゲーム時間がたたって遅ち刻こくしてきた優馬を叱しかり、相当の完成度で仕上げなければ落第もあり得ると宣告してきた。

「バタフライ……教えて」

「さぁ、宿題するか！」

　即座に立ち上がり、部屋に戻ろうとした優馬の腕に、由希菜は全力でしがみついた。振り払うには、テーブルの上の空き皿と空き箱が若じやつ干かんの罪悪感を生んだのでそこまではしなかったが。

「友達にプールのタダ券もらったから、一回だけで良いからお願いぃ！」

「今まで幼よう稚ち園えんでも小学校でも中学校でもできなかったことが、なんで一回練習しただけでできるようになるとか思えるんだ？　諦めて大会で恥はじをかいて、後は気持ちよく忘れたらいいじゃねぇか！」

「だって、だって、夏なつ希きちゃんがすごい燃えてるんだもん、負けたら私どんな目に遭あわされるか分からないよ。織おり絵えちゃんにも断られちゃったし、私もうどうしていいか悩んで悩んで悩み抜ぬいて、あ、優馬がいたって気づいたんだよ！」

「最後にようやく思い出す程度だろ！」

「だって一いつ緒しよに泳いだことなかったじゃないーっ、昨日ずっと悩んでたんだけど、そういえば蓮ちゃんが優馬は何キロも泳げるくらい水泳が得意なんだって自じ慢まんしてたんだよ。生ドーナツ気に入ったなら全部あげるから！　それに、しばらくご飯作りに来るよ！　材料費は私のお小こ遣づかいでいいし！　なんなら洗せん濯たくもするよ！　掃そう除じもできるよ！」

「………………メシだけでいい」

　断るのは非常に困難だ、と優馬は判断した。相手は溺おぼれる者の力で一いつ生しよう懸けん命めいしがみついてきている。了りよう承しようした瞬間、由希菜は両手を挙げて喜んだ。

「実はさぁ、昨日アナザーの中にあるプールに入ってみたんだけど。なんかこう……あっちで練習しても、実際うまくなれるかどうか疑問だよね」

「お前に疑問を抱だいたよ、今。アナザーで反射神経の訓練とかしてるのは聞いたことあるけど、水泳はねぇよ」

「だって水が嫌きらいなんだもん……」

「洗面器に顔つける練習から始めろ」

「この前、家でそれやってたら、お母さんに止められて、『悩みがあるなら相談して』って言われたんだよ……」

「というか泳ぐ泳げないじゃなくて、水嫌いなのが原因じゃないのか」

「でもお風ふ呂ろは好きだよ」

　口にするべき言葉を選びきれなくなった優馬は、頭を抱えたのだった。







　由希菜の持っていたタダ券は、二駅先の「全長百五十メートルの豪ごう快かいウォータースライダー！」が売りのウォーターパークではなく、駅から一キロ離れたところにある古い市民プールだった。土曜のため、人の入りはまあまああるようだ。

　そろそろ暑さも本番が近づいている。由希菜はノースリーブのワンピースの上に白いカーディガンを羽織り、サンダルを履はいている。ヒールが数センチあるので優馬と身長が並んでいる。

「Walpurgis Nights」のことを思うと焦しよう燥そう感に駆られるが、しかし今の優馬には何もできない。確たる目的もなくダイブすれば、制限された残り時間がどんどん減っていってしまう。

　オリエとリョータがアレを倒すための方法を調べてくれている。今は、それを信じて待つしかない。待っているだけの状態は非常にストレスがたまる。そんな優馬に、由希菜の提案はちょうど良かった。

　久しぶりに身体を動かせば、気分転てん換かんにもなるだろう。




「うちの学校の生徒、いないかな」

と由希菜がきょろきょろしているのはかなり挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　練習に来た、と人に思われたくない、と由希菜は主張する。むしろ頑張ったところを見てもらった方が良いんじゃないか……と言ってみたが、由希菜はぷるぷる首を振った。

「んじゃあプールでね！　逃にげちゃダメだよ！」

と念を押おされつつ、更こう衣い室しつに向かった。普段あまり家から出ないせいで、全然日焼けしていない。

　着き替がえている最中、携けい帯たいが鳴り出した。

「……はい」

「あ、優馬君！　私よ、あなたの篠しの田だ遙はる香かです」

　反射的に通話を切った。すぐにまたかかってくる。

「……はい」

「あ！　なんか今、電話切れたように思ったけど気のせいだったのかな？　元気ですかー。もうすっかり夏だよね、プールって感じ。ウォータースライダーで遊びたい気分だけど、君は今どこにいるの？」

　篠田遙香は優馬があのゲーム世界に入るきっかけとなった女性だ。アナザー事業では世界有数のリムローグ＝リンデル社の社員だ。もしや騙だまされているのではないかと思い、一度会社の代表番号にかけて篠田遙香につなげてもらったことがあるが、本当につながった。彼女が社員であることは間違いないらしい。

　篠田遙香は未いまだ、倦うまずたゆまず毎日全力で三み輪わ薫かおるを捜している。リムローグ＝リンデル社の社員としての業務を超えて、本人の恋れん愛あい感情に似た情熱ではないかと優馬には思えるが、それはその業務にとってはマイナスではないだろう。

　先日優馬が、限りなく三輪薫である可能性の高い「金髪の魔女」と接せつ触しよくをもったという話をしたときは、遙香にはほとんど破は裂れつしかねない勢いで問いただされたものだ。会話の内容、魔女のたたずまいまで細かく細かく再現させられた。最後には、

「三輪様とお話しできるなんて、できるなんて、ミラクル絶頂幸運すぎるわ……ぽっと出の癖くせに、うらやま憎い」

などと本気で恨うらみがましい声を聞かされるたびに、何度も、通話をたたっ切ったものだ。

　個人的に三輪薫のことを調べてみたが、はかばかしい収しゆう穫かくはなかった。ネット上の情報はなぜかほとんど中ちゆう途と半はん端ぱなものばかりで、時に性別すら不ふ詳しようと書かれている。魔女なのだから女だろうと考えていたのだが、実は本体は男性である可能性を想像したら、少し気持ちが悪くなってしまった。

　青い髪の魔女が妹に似ているということを話すべきかどうか優馬は迷ったが、結局はまだ話していない。優馬から見て、篠田遙香はマイペースで情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていなところがあり、どこまで信頼していいか窺うかがい知れないところがある。

「用件はなんですか」

　遙香は雑談くらいつきあってくれても……とぼやいたが、優馬は無視した。この女性のむやみにハイテンションなところは、こちらが逆立ちしてスパゲティを食べたくなるくらい上機き嫌げんなときぐらいしかつきあいたくない。

「えーっと、リョータ君から話はきいたわ。かなり厄やつ介かいなことに巻き込まれたようね。彼、今頑がん張ばってるみたい。私も今分かってることを伝えようと思って電話したの」

　優馬は不意を突かれた。リョータがそこまで頑張ってくれているとは意外だった。後で礼を言わねばならないだろう。

「でも、不死者の王と言ってもまだそういうクエスト情報は出てないみたい……。宗教法国ランバーで、［不死者Immortalの女王 Queen-、吸血のBloodsuckマリアer Maria］っていうモンスターがいるみたいだけど、それはまた関係なさそうだし……あ、最近ランバーで［聖なHoly る子child］が目覚めたって話でね、これがまたものすごく可愛かわいらしくて清らかなＮＰＣなんですって。会った子の話では、ＮＰＣっていっても全然ＮＰＣっぽくなくて、人間みたいに会話ができるらしいのね。ちなみにボクっ子らしいわ。私、あんまりボクっ子には興味ないから、どうしようかなあって」

「頭洗ってから電話かけ直してもらえますか」

「待っって！　そのＮＰＣがワールドエンドライツの話をしてたらしくって、これは優馬君に伝えなきゃあって思ってたんだけど」

「すみません、今はそういう話を聞いてる余よ裕ゆうはないんですよ」

　遙香は「ごめんなさい」と謝りつつ話を続けた。

「不死者の王のことはあまり情報がなかったんだけど……今、オルヴァントにいる子はみんな剣けん帝てい復活イベントに集中してるみたいでね……、でもリョータ君だけはユウマ君のために頑張るって、情報収集してるの。彼かれはあんまりレベルが上がらないんだけどね、アイテム集めたりクエスト起こしたりするのはほんとに得意だし。で、北の方に聖堂がある村があるって情報を手に入れたらしいの」

　エンドバウムは「女神の舞まいおりし北の聖堂」という言葉を残した。それは重要な手がかりだ。

「優馬君、カザス村って知ってる？」

「……聞いたことのない地名です」

「小さな村なんだけど、そこに、聖堂があるらしいの。そして住人は四本腕うでの女め神がみ像ぞうを崇あがめてるんですって。いわば、邪じや教徒たちの隠かくれ里ざとみたいな場所だったようだけど……リョータ君が君から聞いたキーワードから、その村の情報を手に入れたの。君が今拠きよ点てんにしてるカルディスから一日くらい東北に歩いて行けば、たどり着くわ」

「一日かけたらそこでもう俺の存在値が尽つきますね……」

「いえ、一日って言ってもゲーム内時間だから……そうね、一時間はロスすることになるわ。だからね、リョータ君がとりあえず一人で調べに行ってくれるんですって」

「………………」

「でも君、仲間がいるんでしょう？　仲間に先にその村に行ってもらって、それからカルディスで合流して［帰き還かんの門］ってアイテムを使うと、君も一緒にワープできるわ」

「そのアイテム持ってないんですけど……それに、行ったとしてもあの敵を倒すことができるかどうか」

「そうね……今回は、君一人の力じゃ、無理かもしれないわね」

　もう少し詳しいことが分かったら、連れん絡らくする。そう言って通話は切れた。

　ため息をついて携けい帯たい端たん末まつをロッカーの中に置き、鍵かぎを閉めた。







　よく晴れているためか、屋外プールはなかなか盛せい況きようだった。親子連れだけではなく、近所の学生グループも来ているようだ。プールサイドで水面に足をつけていた由希菜は、

「遅おそいよ、帰っちゃったかと思ったよ！」

と文句を言いつつ、ほっとしたらしくニコニコしている。

　由希菜は白い縁ふち取どりの付いたピンクのドット柄がらのビキニを着ていた。肩かた紐ひもは首の後ろのところでリボンのように結ばれている。とてもよく似合っていた。

「……お前の学校、水着自由だっけ？」

「そうだよ。なんで？」

「イヤ、別に……で、気になるところがあるんだが」

「あのね、最近太ったからあんまりお腹なかは見ないで欲しいんだ……」

「ああ。俺が見てるのはお前の腹じゃなくて、この浮き輪わだバカヤロー！」

　浮き輪を取り上げられて水の中に落とされた由希菜は、じゃぶじゃぶ水をかきながら「ひどいぃぃ」と泣き声を上げた。

　水着と揃そろえたのだろう、ピンクのドット柄の可愛らしい浮き輪だった。優馬はプールサイドで容よう赦しやなく空気を抜いた。

「泳げ！　俺にお前の実力を見せろ！」

「うひゃあああ」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　水に顔をつけろ！」

　竹刀しないがあったらきっととても似合っただろう。優馬は鬼おにコーチとしてプールサイドから指示を出し続けた。由希菜は見事なバタ足でもってそれにこたえた。そもそもバタフライとかいうレベルの問題ではなかった……。




「そ、そろそろ一休みさせてください、コーチ……」

　由希菜が音を上げるのに一時間くらいだった。かなり頑張った方だろう、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。優馬の方も怒鳴りすぎて喉のどが痛くなっていたので、休きゆう憩けいを取るのには賛成した。由希菜はプールサイドにへたり込み、

「こ、これで三キロくらい痩やせたかなあ」

などと言って優馬を脱だつ力りよくさせる。由希菜は基本的に水嫌いであるらしく、まともに泳げるようになるのに非常なハンデを背せ負おっていると言わざるを得なかった。これでバタフライの選手に選ばれたというのだから、クラスのメンバーたちもかなり向こう見ずというか、おそらくあまり勝つ気がないのだろう。

「ゆきなー、ゆきなじゃないー？」

　遠くから聞こえてきた声に、由希菜は半分目を閉じつつ「ふぇ？」と反応した。優馬もそちらを見た。

「………………」

　二人連れの少女たちだった。

　一人は腰こしほどまで伸のばした長い髪が印象的な、切れ長の目の少女だった。おそらく由希菜のクラスメイトだろう。水着の上に白いワンピースを着ている。疲ひ労ろうのあまりぼんやりしている由希菜につかつかと近づいてきて、

「練習しに来たの？　偉えらいじゃない！　って、由希菜が来るとしたら今日かなーと思って織絵と一緒に来て待ってたんだけどさ。ねー、織絵。……どうしたの、織絵」

　織絵は何な故ぜか真っ赤になっていた。身体を隠すように両りよう腕うでを前にしてもじもじしている。着ているのは、ラインストーンの付いた紺こんの水着だった。非常にスタイルの良い彼女にとても似合っているが、そんなことを言おうものなら織絵は走って逃げていきそうな雰ふん囲い気きだった。優馬を見て動どう揺ようしているようだ。赤くなって「あ」とか「う」とかうめいている。

「……えっと、その、無む理り矢や理り誘さそわれて三時間だけ来たのであって、ほんとはあのエンドバウムについて調べたりレベル上げたりしてたのよ、本当」

「なんでモゴモゴしてんの、織絵。ていうか、その人誰だれ？　織絵も知ってる人？　え、なんで私は知らないの？」

　由希菜が優馬を紹しよう介かいした。優馬が由希菜の幼なじみだと聞いたときには「ホントに？　そんなこと言って実は彼かれ氏しなんじゃないの～？」などと絡からんだが、優馬が「幼なじみです」と断言すると、由希菜はプールを遠い目で見つめ、しばし黄昏たそがれていた。

　髪の長い少女は、由希菜と織絵のクラスメイトで、宮みや沢ざわ夏希というらしかった。

「よろしく、優馬君。私のことは遠えん慮りよ無くナッキーと呼んでね」

「誰もそんな呼び方してないよ！」

　夏希は見かけは大人っぽく物静かに見えるのだが、口を開くととても明るい。

　そもそも由希菜にプールのタダ券を渡したのは夏希だったらしい。由希菜が練習に来るのは今日しかないとアタリをつけ、やって来たという。謎なぞの行動力だった。
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「せっかく秘密特訓するつもりだったのに……なんでプールで待まち伏ぶせしてるのよぉ、夏希ちゃんのバカ」

「あははは。一生懸命な由希菜の姿を眺ながめたかったのよ。それがダメでも織絵のビキニ姿が拝めるならそれでいっかなーって」

　まるで女しかいないようなノリで、夏希は明るく笑っている。

　ぷんぷん怒っていた由希菜だが

「まあまあ、怒りなさんな。ソフトクリーム奢おごってあげるから」

「えっ、じゃあ許す」

とソフトクリームにつられてあっさり陥かん落らくした。

　好きなものを選んで良いと言われ、由希菜は嬉うれしそうに夏希と腕を組み、連れだって購こう買ばい所に行ってしまった。

　残された織絵と優馬は、しばらくの間しーんとしていた。

　白い丸テーブルの周りに、軽い素材でできた椅い子すが四つ並んでいる。荷物を置いたままにしないでくださいという注意書きが壁かべに貼はってある。テーブルは他に三つ並んでいるが、優馬と織絵の他に腰こし掛かけている者はいない。テーブルが影かげになるようにパラソルが置いてあり、座すわると少し涼すずしかった。

「……いい天気ね」

「ちょっと、曇くもってきたけど」

「……そ、そうかな？　……そうね」

　先ほどまで青空が広がっていたのに、西の方から雲が流れてきていた。この分だと、天気は崩くずれてくるかもしれない。

「由希菜ちゃん、その、水着似合ってるわね……」

　なんでいきなり由希菜の名前が出てくるか分からず、優馬は戸と惑まどった。

「ああ。えーと……織絵もそれ、よく似合ってると思うけど」

　由希菜は女の子らしいもの、織絵はスポーティなものを選んでいる。それぞれ自分に似合うものがよく分かっているチョイスだった。

「そ、そうかな？」

　居い心ごこ地ち悪そうにもぞもぞしていた織絵の謎の動きが、ようやく止まった。

「……ごめん。あの、なんかゲーム攻こう略りやくサボってるみたいに思うよね……今日はほんと、来るつもりなかったんだけど、夏希ちゃんがうちに乗り込んできて……ほとんど強制的に連れてこられて……っていうと人のせいにしてるみたいなんだけど、その」

「いいよ、気にしなくて。俺もこの場所に来てる点では同じだし……それに、無む理り矢や理り俺おれの事情に巻き込んでるわけだから」

「そんなことないよ！」

　優馬は織絵の声の大きさに驚おどろいて、話すのをぴったり止めた。

「巻き込んでるとか、そんなことないよ。私は、好きでやってるんだし……」

「……ありがとう」

　気き詰づまりな沈ちん黙もくが続いた。

「あ、あー、あの。さっき、この前話したＲ＝Ｒ社の人から電話があったんだけどさ。あれからリョータが新しい情報をつかんだみたいで」

　話題はやはり、「Walpurgis Nights」のことしかない二人だった。

「どんな？」

「あの男が言ってた『女神の舞いおりし北の聖堂』って言葉から、北にある村にたどり着いたらしい。カザス村って名前らしいけど、聞いたことある？」

　織絵はゆっくりと頷いた。

「聞いたことなかった……けど、リョータ君からその話は聞いたから、知ってる」

　かなりマイナーな地名なのだろう。この短期間でその地名にたどり着いたリョータはすごいのかもしれない。

「カルディスから移動するのにリアルで一時間くらいかかるみたいだから……」

「確か、リョータ君が［帰還の門］ってアイテム持ってたはず。あれって、［深しん紅くの館やかた］っていうダンジョンに取りに行かないといけないんですって。そこに行くのにカルディスから五時間くらいかかるらしいから、今回はリョータ君のアイテムをもらわないとね……」

　段取りはバッチリ決まっていたらしい。

　優馬は知らず知らずのうちに頭が下がっていた。

「今回のことは、運が悪かったって言うか……。優馬君からしたら歯がゆいかもしれないけど、でも」

　織絵の、まっすぐに見つめてくる目に、知らず知らずのうちに優馬は見とれていた。

「私、頑張るから……。だから、信じて、できれば少しは頼たよって欲ほしいの。優馬君は強いけど、でもやっぱり一人でできることには限界があると思うし」

　見つめていると、織絵の目が不思議な色をしていることに気がついた。少し褐かつ色しよくがかっている。感情に揺ゆれるごとに、ふと泣いているように見えるような。「Walpurgis Nights」の中でもこんな風に近くで織絵の顔を見ることがあった。

　頭がくらくらするような感覚がした。




「おっと、何見つめ合ってるの君ら」

　戻ってきた夏希が差し出したソフトクリームに、我に返らされた。

「どうぞ？」

　優馬の分は由希菜が払はらってくれたらしかった。コーチ料らしい。夏希と由希菜はバニラとチョコが半分ずつ載のったもの、織絵はチョコのみ、優馬はバニラのみだった。

「んで由希菜はバタフライできるようになったわけ？」

　夏希は近くにある椅子に座ると、高らかに足を組んだ。

「…………ソフトクリームって美味しいよね。市民プールで売ってるアイスは特に美お味いしく感じるよね」

「ちゃんと試合に出れるのかな？　それだと友達として嬉しいけどなぁ」

　夏希がにやにや顔で由希菜をからかうのは、まさに猫ねこがネズミをなぶる風ふ情ぜいだった。

「うううう、分かってるくせに！　なんかもう混乱してクロールも平泳ぎもダメになっちゃったんだよ！　バタフライなんて絶対絶対無」

　無理、と言葉が完成する前に由希菜はびくっと身体を硬こう直ちよくさせた。

　由希菜は完全に優馬に背を向けていた。だが、それでも優馬からの怒いかりのオーラを感じ取ることができたのだった。

「へぇ……、絶対無理とか言ってる奴やつのために、俺は今日の時間を無む駄だにしたわけか？」

「あっ、やっ、そんなことはないんだけど、でもほら、なんだか弱気になっちゃうことってあるじゃない？」

「確かにお前はカナヅチだ。だけどなぁ、最初から諦あきらめてどうする。最終的に友達に迷めい惑わくかけるにせよ、全力でやることやったなら言い訳に説得力も出てくるだろうが！」

「えぇっ、なんかそれ、微び妙みように後ろ向きなような……」

「うるさい、さっさとプールに行け！　俺が泳げるようにしてやる！」

「待ってよ待ってよ、ソフトクリームがまだ途と中ちゆう……」

「ソフトクリームなんかお前には贅ぜい沢たく品ひんなんだよ！」

「な、なんで覚かく醒せいしてるの優馬、ひどいよーっ」

　由希菜はそれからプールに放ほうり込まれ、さっきまでの特訓が生ぬるく紳しん士し的てきだったと思えるほどの、鬼訓練を受けることになったのだった。プールサイドでは夏希が拳こぶしを振ふって泣きながら応おう援えんしていた。もちろん、笑いの涙である。

「由希菜、行け、イルカになれ！　火事場の馬ば鹿か力ぢからだよ、ファイトー！」

「助けて夏希ちゃん！　織絵ちゃん……ごぼがぼぶぶぶ」

　優馬の視線を感じた織絵は、夏希と同様応援に徹てつすることにしたらしい。

　特訓の途中、織絵は一人で泳ぎに行ったが、綺き麗れいなフォームのクロールだった。何人かで来ていた中学生が、織絵に見とれていた。




　日が陰かげる頃ころには由希菜はすっかりぼろ切れと大差ない有様になっていた。

「あうぅ……夏希ちゃん……泳がなかったね……全然水に入らなかったね……今日、何しに来たの……」

「由希菜のこと眺めに来たんだよ。こんな素す敵てきな鬼コーチがいるとは思わなかったけど……いやー、ほんと、鬼だったわ。褒ほめてるんだよ？」

　夏希は優馬を見てにこにこしていた。

「ひどいよー。ワンピース着たままだったし。夏希ちゃんの水着、どんなのだったのー」

「フリルがフリフリで可愛いやつだよ。私がアレを脱ぬいでいたら、プールサイドの視線が釘くぎ付づけになっちゃうから、遠慮したんだよ。由希菜がオレンジだとしたら、私はスイカだからねー。ちなみに織絵は……どら焼きかな」

　一瞬意味が分からなかった優馬と由希菜と織絵だが、すぐに身体の一部分のサイズのたとえだと理解した。

「ちょ、ちょっと夏希！　何言ってるのよ優馬君の前で！」

「そうだよ聞き捨てならないよ！　夏希ちゃんのどこがスイカなの。いいとこ、メロンだよ。小さめの」

「そういう問題じゃないからっ！　もう、いい加減にしてーっ、ばかばか、ばかばかばか、ばかーっ！」

　学校でのノリをそのまま持ち込んだ三人は、わあわあ駅前で騒さわぎ出した。買い物帰りの婦人たちが眉まゆをひそめてちらちら視線を送ってくる。

　かなりうるさかったのだが、ネタがネタだけにどう絡めばいいか分からず、優馬は放置を決め込むことにした。どちらかといえば他人、という空気をまとうことにする。

「じゃ、じゃあ二人とも！　私と夏希ちゃんはＪＲ乗って帰るから！　じゃあね！」

「あははは、ゴメンね優馬君。いるの忘れてたよ。じゃあねぇ」

　織絵はさっさと退散することにしたらしい。全力で夏希の腕を取り、無む理り矢や理り引っ張っていく。後ろ向きに引かれながら、夏希は笑顔で手を振っていた。

「……見かけはおとなしそうなのに、口開いたら全然違ちがうな」

「あ、それ夏希ちゃんよく言われてる。話し出したらガッカリな人とか。私は楽しいと思うんだけど」

　まぁ、確かに楽しいとは思うけど。と言いつつ、最後にちらりと振り返かえった織絵に向かって小さく手を振っておいた。







「あのさ、私と夏希ちゃんがソフトクリーム買いに行ったとき……」

　いつもにも増して、由希菜はゆっくり歩いた。駅からマンションまでの坂道は、夕暮れ色に染まっている。

「織絵ちゃんと何の話してたの？」

「え？」

　その質問に、少しどきりとさせられた。

　由希菜の前で織絵と話したことはあるが……ゲームの中でずっと一緒にいる、などとは話したことがないのだ。

「織絵ちゃんて、いつもはあんまり自分から話しかけたりしない子だから、珍めずらしいなって思って……夏希ちゃんと二人でソフトクリーム買いに行ったとき、優馬と二人にしちゃったから、できるだけに早めに帰ってきたんだけど、仲良く話してたから」

　由希菜は水着の入った籠かごバッグを揺らした。

　別に、他た愛あいない話だよと答えるのは簡単なことだった。

「お前にも話しとこうと思ってたんだけど……」

　優馬は後ろ頭をかいた。微妙に由希菜から視線をそらし、考え込む。

　由希菜は足を止め、優馬の言葉を待っていた。もう籠バッグは揺れていない。

「この前、ゲームしてるって言ったよな。それ……オリエと一緒なんだ」

　優馬は当たり前のように織絵、と呼んだ。それはゲームの中で彼かの女じよを「オリエ」と呼ぶのと同じことだったが、由希菜にとってそれは全く違う意味を持っている、とは考えが及およばなかった。

　由希菜は逆光を浴びているせいで、表情がよく見えなかった。そのためだろうか、優馬は落ち着かなかった。

　言葉を続ける。

「そのゲームは『Walpurgis Nights』っていって、アカデミアの生徒だけがダイブできる。外の人間は入ることができないんだ。……実は、さ。そのゲームの中で、蓮にそっくりな顔をした女の子を見かけたんだ」

「え？」

　話の方向が想像外の方向に飛んだせいだろう。由希菜は戸惑ったように問い返した。

「蓮ちゃんに……それって、どういうこと？」

　由希菜に説明するときは、できるだけ簡単に、問とい詰つめられないようにしようと考えていた自分がいた。

　だが、そんなことは不可能に決まっていた。優馬が一人で日本に帰ってきたとき、空港まで迎むかえに来てくれた由希菜は、優馬に抱きつきながら蓮の不在を泣いてくれたのだ。血けつ縁えん以外で蓮のことを思ってくれているのは、由希菜が一番だろう。人見知りする蓮と、人なつっこい由希菜は、とても仲が良かった。まるで姉妹のようだった。

　優馬の説明を、由希菜はほとんど口を挟はさまずに聞いていた。




「Walpurgis Nights」がどんなものか。優馬がどういうふうに関かかわったか。

　天才が作り上げた、そのゲームの質。

　蓮の顔をした魔ま女じよ。

　金色の髪をした魔女。

　幻げん想そう世界の夢物語というには、何故か聞き捨てることができない。ひどくつかみ所がないのに、胸にひとつのピンを刺さされるような、その痛みだけは妙みように確かで。




　太陽が沈しずんでいき、空はどんどん暗くなっていく。

「結局は、そいつは蓮じゃなかった。でも、たぶんそいつは蓮のデータを利用してそのキャラクターを作ったんだ。だから、俺おれは……」

「…………」

　笑いながら話せることではない。由希菜は真ま面じ目めな性格だ。真っ正面からその話を聞いた。すぐそばの公園のベンチに行こう、と促うながすことなく。

　きっとこの話をすれば、

「なんでもっと早く話してくれなかったの？」

と由希菜は言うだろうと思っていた。

　だが、優馬の予測は外れてしまった。

「……分からないよ」

　由希菜はぽつりとこぼした。

「分からないよ、優馬。なんでそんな……ゲームの中なんかに蓮ちゃんがいる、なんて言うの？」

「だから」

「いいよ、説明なんか。優馬だって、分かってないんでしょ？」

　その声の響ひびきはきつく感じられた。由希菜は、怒おこっている。

　アナザーにダイブすることを好まない叔母ほどではないにせよ、由希菜もあまりアナザーのことが好きではない。ダイブ酔よいするということもあるのだが、この世でないものに夢中になる姿があまり健全でないように映っているのだろう。

　分かっていないと言われ、言い返そうとした。だが由希菜は、また違う方面から切り込んできた。

「ねえ、優馬。その話、香奈恵さんにした？」

「……してない」

「おじさんには？」

「……………」

　優馬は答えなかったが、由希菜は正しく把は握あくした。

「ねぇ、優馬。蓮ちゃんだよ。蓮ちゃんのことなんだよ。ゲームとか、データとか、自分でもよく分かってないのに……なんで誰にも相談してないの？」

「それは……」

　それは、あまりにも不確定な話だし、ゲームの中に蓮がいるということを自分でも信じ切れなかったし、大人に話しても受け入れられるかどうか分からない。自分でも調べて、話してもいい、話すべきだと何らかの確信が持ててからにするつもりだった。

　言い訳はたくさん思いつく。由希菜が納なつ得とくするように話すことは十分できただろう。だが、由希菜がまっすぐに貫つらぬいた「未だ何も相談していない」という事実に関しては、なんのフォローもすることができない。その事実はどう誤ご魔ま化かしようもない。

　だから優馬は黙だまっているしかなかった。

「優馬は賢かしこいよ！　高校の授業なんてもういらなくて、大学の勉強してるくらい、賢いよ。でも……それは自分だけで判断しちゃ、いけないことじゃない？　私は、そう思う……ごめん、うまく言えないけど……ごめん」

　はなをすする音がした。由希菜の手は、まなじりのあたりをこすっていた。

　そしてまた小さく謝あやまると、由希菜はスカートを翻ひるがえらせて、坂道を上っていった。




　追いかけることはできず、優馬は遠ざかっていく背中を見送っていた。
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５章　ありがとう







　課題を提出すると、教授はニヤリとして「お疲つかれ様さま」と言った。

「じゃあこれ、次の課題」

と転送されてきたデータを見て、ユウマは目をむいた。教授職にある者はアカデミア内に、好きにカスタマイズできる部屋を持つことができる。彼が好んだのはマホガニー製の深い飴あめ色いろをしたデスクや本ほん棚だなの並ぶ、重じゆう厚こうな書しよ斎さいだった。

　教授に許されて上級コースに進むことができれば、生徒も自分の研究室を持つことができる。だがユウマはまだそこまでには至っていない。あと何なんヶか月げつ課題地じ獄ごくに苦しめばいいのかと思うとげんなりするが、しかし打ち込めることがあるというのは、ゲームに入れない今、逆に幸運なことのようにも思える。余計なことを考えなくてもすむ。

「なんだ、まだ余裕がありそうだな？」

「いや、課題をもらえるって良いなと思いまして」

　教授はユウマの言葉をどう取ったのか、口くちの端はしを上げるとユウマの頭をぐしゃりと撫なでた。

　アカデミアの中を移動するのには、どんな遠くまででもちゃんと歩かなければならない。ワープなどの行こう為いは、一部の場所を除いてできない仕様になっている。教授に言われてとることにしたフランス語の授業を受けるための教室までは、十分くらいかかる。昨日からあまり寝ねられなかったこともあって、かなり疲労感に包まれていた。

　ダイブ中に睡すい眠みんを取ると、μが自動的に退出処理を取る。授業中だろうと容赦ないので、「怪かい奇き、生徒が続々消える授業」「消失ショー」などと言われるような授業もある。もちろん消えた者は欠席扱あつかいになってしまうので、生徒は必死に授業に食くらいついていく。

　生徒側からは「せめて退出処理を取るまでに十分くらいの猶ゆう予よがあってもいいのに」と苦情が出ているが、アカデミア側では今のところ対処するつもりはないようだ。

　だが、「Walpurgis Nights」の中では、睡眠を取ることができる。一度拠点の自分のスペースでごろりと横になり、意識を失っていた。自分が寝ていたことに気がついたときは、かなり驚いた。μに設定されている、アナザーへダイブする限定時間の設定を解除することができれば、ずっとあの世界にいることも可能かもしれない。

　疲れた身体をおしてたどり着いた教室には、「本日休講」という案内が出ていた。

　端たん末まつを確かく認にんすると、確かにメールで「フランス語の授業は本日休講になります」という連絡が来ていた。メールチェックを怠おこたったせいで、無む駄だ足あしを踏ふんでしまった。疲労感がより強くなる。

　退出しようかどうか迷ったが、ユウマは、学園の東棟とうのそばにある小さな公園に向かうことにした。そこには座り心ごこ地ちのいいベンチが置かれ、花か壇だんに薔ば薇らが植えられている。もちろんデータの薔薇だが、つぼみから枯かれるところまできちんと再現されている。枯れた後には再びつぼみに戻もどるのだが……。




　授業時間ということもあって、十メートル四方の公園には人っ子一人いなかった。ベンチに座り、丸いカーブを描えがく背もたれに体重を預けた。由ゆ希き菜なはダイブ酔いすると言うが、それはここまでリアルな世界を体験したことがないからだろう。このアカデミアにおいては、ダイブ酔いなどあまり聞いたことがない。

　臭においの再現、味の再現においては現実に劣おとっているものの、視覚はほとんどこの世界をリアルなものと感じている。

　寝ね不ぶ足そくなのは、昨日由希菜に言われたことを引きずっているからだ。由希菜に言われたことを否定する言葉はたくさん思いつく。だが、それはできない。蓮れんのことを思ってくれている由希菜のことは否定してはいけない。

　頭が痛かった。目を閉じてはいけない、と思う。強制退出させられてしまう。




　笑い声が聞こえる気がする。とても不快な、いやな声だ。

　耳の穴で虫がぶんぶんと飛んでいるような心地だ。

「ねぇ……ユ……マく……あなたの……を…………い？」

　笑えみ混じりの言葉は、何を言っているのか分からない。

　とても不ふ愉ゆ快かいだった。







　そのときぽん、と肩かたに乗った重みに、ユウマは過か剰じよう反応した。

「うわあっ」

と飛び上がりそうになり、そのままバランスを崩してベンチから転げ落ちそうになったのだ。平常ではあり得ないことだった。

「ちょ、ユウマ君……！」

　慌あわてる相手の声を聞きながら、ユウマは地面に手をついた。そのまま座り込んで顔を上げると、心配顔のオリエがそこにいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　もちろん、衝しよう撃げきに吃驚びつくりすることはあれど、痛みを感じることはない。現実世界ではユウマの身体は自分の部屋でμを装着して横になっている。

　気を取り直してベンチに座り直す。するとオリエは、横に座っても良いかと訊きいてきた。右手で促すと、オリエはユウマと十センチくらいの距きよ離りをあけて隣となりに座った。

「さっき、ユウマ君図書館にいた？」

「いや……今日はあっちには近づいてないけど」

「そっか。名前呼んでも反応がなかったから、違う人だったかな……大声で呼んじゃった、恥はずかしいな」

「何か俺に、用があった？」と訊くと、オリエは小さく頷うなずいた。そしてしばらく言葉を選ぶように迷っていた。




「昨日の夜ね、ユキナちゃんから電話があったの」

　オリエの視線の先には、蕾つぼみのままの薔薇の花がある。

「ゲームのこと、訊かれたの。どんなゲームなのかって……私に答えられることは答えた。……良かったかな？」

「うん」

　ユウマは頷いた。

　おそらくユキナは、「Walpurgis Nights」がどんなゲームなのかを確認したかったのだろう。

「ユウマ君。もしかして、ゲーム……やめたりする？」

「やめないよ」

　答えは、考える前にするりと口から滑すべり出でた。

　やめるも何も、今のままでは何も分からないままだ。金髪の魔女にいいように扱われ、「青い髪の魔女は、蓮ではありません」と言われただけだ。

　ここで諦めるわけにはいかない。それでは、なにもなかったのと同じだ。これからずっと、「あれは一体何だったんだろう……」と悩なやみながら生きていくことになる。

　それは、嫌いやだった。それに、金髪の魔女は絶対になにかを知っている。

　もっともっと強くなり、金髪の魔女を追おい詰める。戦わねばならないのであれば、戦う。そして勝つ。そうすれば、青い髪の魔女を形成した、元となったデータのことを、知ることができるだろう。

　これはレンにつながる糸なのだ。いかに細かろうと、現実の蓮そのものの青い髪の魔女の姿が、疑うことを許さない。

「やめない、けど。……ユキナは、このことを父親とかに相談するべきだって言った。確かに俺は誰にも話してなかったから……何も言えなかった。痛いところをつかれたよ」

「そうだね。ユキナちゃんは、のんびりしてるようで、いつも正しいことを言ってくれるの」

「…………」

　沈黙を、オリエは深読みしたようだった。

「ごめん、幼なじみだもんね。当然、私よりもよく知ってるよね」

「でも、俺は今あいつになんて答えたらいいか、分からないんだ」

　オリエはもしかしたら、この時間授業があったのかもしれない。だがユウマのそばから動く気配はなかった。

「私、ユウマ君が何に悩んでるか、分かる気がする。ユウマ君の立場だったら、私だって迷うよ。これはあの世界を見たことがないユキナちゃんには分からない。……だって、あのゲームは特別だから」

　ユキナの言葉と同様、オリエの言葉もまた正せい鵠こくを射ていた。
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　あの世界は特別だ。おそらく、自分は少し取とり憑つかれているのだ。あの世界にハマり、ずっといたいと思い、その世界を壊こわしてしまうかもしれない外部の人間に話すことを恐おそれている。




「あのね。実はね、私には姉がいるの。……私が『Walpurgis Nights』をやっているのは、死んだ姉を見つけたいからなの」

　オリエの言葉は謎めいていた。死んだ、と断言しているのに、見つけたいというのはどういう意味なのか。だがオリエは自分の言葉が不思議なものであるとは全く感じていないようだ。

「お姉ちゃんはとても優ゆう秀しゆうだった。アカデミアに特待生として招かれるくらい。真面目で努力家で、綺麗な人だった。この前ユウマ君にじゃんけんで勝ったでしょ？　あれ、お姉ちゃんから聞いた必勝法を使ったの」

「……それ、なに？」

「他ほかの人には話しちゃダメだって、お姉ちゃんに言われたの」

　オリエはいたずらっぽく舌を出した。それは妹としてのオリエの顔だった。

「でも私、本当はあんまりお姉ちゃんと仲良くできてなかったかも知れない……天才とか呼ばれてたお姉ちゃんと、ちょっと距離を感じてたから。たぶん、お姉ちゃんは孤こ独どくだった。私はそれを知ってた。本当は、もっと仲良くなれたと思う。でも……もう、いない。なぜお姉ちゃんが死ぬことを選んだのか、分からない。家族は誰も、分からなかったの」

　重い話だった。ユウマは、自分がこの話を聞いていて良いのかと思ったが、オリエは淡たん々たんと話を続ける。

「普ふ段だん使っていないサーバに、テキストファイルを見つけたのは、お姉ちゃんがいなくなってから一週間くらいたった頃だったかな。テキストファイルは、お姉ちゃんが書いたものだったわ」

「なんて……書いてあったんだ？」




「『Walpurgis Nightsには、魔女がいる。

　魔女は、願いを叶かなえてくれる。

　私は今も、そこにいる』」




　オリエはゆっくりとそらんじた。

　それは、遺書と言うにはあまりに謎めいた文章だった。読んだときのオリエの当とう惑わくは、いかばかりだったろうか。

「『Walpurgis Nights』って、なに？　そこからして分からなかった。お姉ちゃんはほとんどアカデミアで過ごしていたから、誰か知ってるかもしれないって一いつ生しよう懸けん命めい調べたけど、誰も教えてくれなかった。アカデミアの中でもゲームに参加してる人は一ひと握にぎりだし、彼らは訊いたからって教えてくれるほど親切じゃない。変な行動をすれば、二度とゲームにダイブできなくなるかもしれないって、恐れてるもの。……そしたらね、それから、メールが届いたの。それは『Walpurgis Nights』への招待状だった」

「それは、誰から届いたんだ？　まさか、姉からとか言うんじゃないよな？」

「ちゃんと調べたよ。でもメールの発信元は、アカデミアだった。お姉ちゃんに与あたえられてた研究室の端末から送られてたの。持ち主はいなくても、アカデミアに出入りできる人なら端末を触さわることは可能だったから、結局誰が送ったのかは特定できなかった」

　そしてオリエは、「Walpurgis Nights」の世界に、単身飛び込んだ……。




　ユウマは無言になった。

　オリエの姉の死後にメールが届いた……。今思えば、オリエは「魔女は願いを叶えてくれるの？」ということを熱心に確認していたように思う。それは、こういう事情があってのことだった。

　ユウマと同様に、オリエもまたこのゲームに「必然」のような巻き込まれ方をしていた。

「ごめん。オリエは姉さんのこと調べたかっただろうに、俺の事情に巻き込んだりして」

「ううん、謝らないで。私は手伝いたいんだから。ユウマ君の妹さんは、生きてるんだもの。今も、お兄ちゃんに会いたいと思ってるはずだよ。だったら私の事情なんかより、そっちが優先だと思う」

「…………」

　ユウマは立ち上がろうとした。だがそうするとオリエを見下ろすことになると気づき、座ったままオリエをまっすぐ向いた。間近にユウマの顔を見たオリエが、目を大きくする。

「ありがとう、オリエ」

　はっきりと言葉を句切るようにして、言った。

「そ、そんなの……いいよ」

　オリエは手を振った。

「それに、その。ユウマ君って、普ふ通つうじゃないと思う。あ、違うの変な意味じゃなくて。ゲーム開始直後にノーザンライツを手に入れたし。魔女にも三人とも出会ったよね。これから金髪の魔女に会いたかったら、ユウマ君のそばにいればいい……そんな気がするの」

　耳の奥おくで高笑いする魔女の声を聞いた気がして、ユウマは顔をしかめた。だがすぐに考え直した。不愉快な嘲あざけりも、喉のど元もとに手を伸ばすための目標だと思えば、腹の底から闘とう志しがわいてくる。

「そうだよな。ぐだぐだ悩んでる場合じゃない。……だいたいこの前俺はあいつにひどい目に遭わされたんだ。絶対に仕返ししてやる」

　ダンジョンの奥おく底そこで、高笑いする金髪の魔女に置いてけぼりにされた。

　地下八階から地上に戻るための長い旅路。死ねば、元のダンジョンの最さい奥おうに戻される。ユウマには回復薬も装備品も関係はなかったが、一人きりでレベルの高い人妖系モンスターがいるダンジョンをさまようのは、大変な気力が必要だった。

　青い髪かみの魔女が教えてくれた場所に脱だつ出しゆつ用のアイテムを見つけたときは、疲ひ弊へいしきっていた。少し、泣いてしまったかも知れない。

　飼い慣らされた犬ではあるまいし、あの悔くやしさを忘れるわけにはいかない。

「あの大男を差し向けて来たのも、もちろんあいつなんだよな……あの反則っぷり、明らかにそうじゃねぇか」

　負わされた時間制限。

　物理攻こう撃げきが効かない。

　そして、ユウマを一いち撃げきで倒たおす技わざがある。

　いきなり当たって、勝てるわけがない。だがそれもこれも、魔女からの手出しと考えれば納得がいく。あの魔女は、ユウマへの手出しをとても喜んで行うだろう。何が目的なのかは分からないが、単に苦しめるためだ、と言われても納得できる性格の悪さだ。

「そうだよね……！　あの男倒したら、きっとまた妹さんの手がかりにつながるんじゃないかな」

　目を輝かがやかせたオリエだったが、次の瞬しゆん間かん、

「……でも、ユキナちゃんの件はどうするの？」

と訊いた。

　それはもう大だい丈じよう夫ぶだと、ユウマは答えた。







reverieSIDE

６章　……命に代えましても







　ＮＰＣは夢を見ない。

　夢は、寝ている間に脳が記き憶おくを処理するために見るものなのだ、と説明を受けたことがある。

　ＮＰＣが夢を見ないのは、おそらく彼かれらには蓄ちく積せきしている記憶がないから、なのだろう。プログラムの通りに動き、感情を表現する。それは言われたとおりに動いているだけに過ぎない。彼らが悲しげに見えたとしても、本当の意味では何も感じていない。

　彼らにはよりどころとなる魂たましいがないのだから。

「我わが輩はいは、夢を見るのですよ……蓄積する記憶はなく、この魂は、偽いつわりのものだというのに」

　それまでの話で否定していた内容を、ため息をつきながらひっくり返した。

　グリザリー・エンドバウムと名前をつけたのは彼が主と呼ぶ金髪の魔女だ。だが彼の基き盤ばんとなった魂の持ち主が、そんな名前であったかどうかは疑わしい。十中八九、違うだろう。顔かたちも、体つきも、彼が己おのれと認めるほどに適合したのは事実だが、こんな風にドラキュラ然とした人間が現実にそうそういるわけはない。

「不思議ですね、あなたは自分が生きていると思いますか？　それとも、生きていないと思いますか？　我が輩の中には魂が埋うめ込まれている。それが他のＮＰＣと我が輩たちを区別する。でも……よく分かりません。我が輩たちは、なんなのでしょう？」

　彼は生まれたばかりだ。だが、生まれたときからこの形を有していた。成人男子としてのメンタリティも兼かね備そなえていた。

「ただ、ひたすらに……神として、慈じ母ぼとしてあの方を追い求める心があります。青い髪の魔女、あなたにもこの気持ちは存在するのですか」

　鳥とり籠かごの中に閉じ込められた青い髪の魔女は、素知らぬ風だったが、最後の問いには彼女自身思うところがあったらしい。エンドバウムを見やった。

　エンドバウムはテーブルの上にワイングラスを置いている。それを口に傾かたむけるのは、生きている者の真ま似ね事ごとだ。

　彼は楽しげにワインを飲んでいる風を装よそおう。いや、心底楽しいと感じているらしい。




　不意に、青い髪の魔女は立ち上がった。そして四本腕うでの女め神がみ像ぞうを見上げた。

　この聖堂は、エンドバウムがこの村を滅ほろぼしたときに、強い衝撃を受けたらしい。徐じよ々じよに傾いているらしく、女神像は今は明らかに彼女から見て左側に傾けい斜しやしている。だが青い髪の魔女は、腕を祈いのりの形に組み合わせた巨きよ大だいな美神を眺めたのではない。

　その胸むな元もとに現れた、金きん髪ぱつの魔女をいち早く感じ取り、見つめていたのだった。

「なかなか面おも白しろい趣しゆ向こうのようね、エンドバウム」

　背後の巨大なステンドグラスの色しき彩さいを受け、彼女の金髪は不思議な色に染まっていた。ゆっくりと白いスカートを翻らせながら地面に降りる。

　金髪の魔女に気づいた瞬間、エンドバウムは芝しば居いがかった仕草で頭を垂れていた。




「ゾンビどもが闊かつ歩ぽする村。とっても素敵ね。［不死者の王を討とう伐ばつせよ］というクエストの情報も、そろそろ広がりだしているわ。皆みな、剣けん帝ていクエストに夢中でなかなかこちらまで足が伸のびないようだけど……あまりに客足が鈍にぶいようだったら、近きん隣りんの村や町をあなたの支配下におさめていけばいい」

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

　金髪の魔女は、ゆったりとした動きでエンドバウムに勧すすめられた椅子に腰こし掛かけた。

　籠の中にいる青い髪の魔女に気づいて穏おだやかな笑みを口元に浮うかべ、小首をかしげてみせる。そちらに関しては、エンドバウムを問いただしたりはしなかった。

　畏かしこまってお礼を言うエンドバウムの仕草は、全すべてが芝居じみている。そしてそれは金髪の魔女も同様で、二人を眺めているのはどこか映画のスクリーンを通しているような感じがする。どこか、なにかが偽りで、嘘うそくさい。なのに大おお真ま面じ目めだ。

「でも、私としたことがうっかりしていたことがあるの。許して頂ちよう戴だい、エンドバウム」

「おお、我が主を許す、などとそんな大それたことを……どうぞ、我が尊き君よ、ただ我にお命じ下さい。そのおみ足で踏みつけて下さい」

「命じるなんて。あなたは私が作り出した、いわば可愛かわいい子供よ。では、優やさしい親子関係に免めんじて、聞いて頂戴。クエストには報ほう酬しゆうが必要よね？　私ったらそのことをすっかり忘れていたの」

　熱ねつ烈れつな演技口調で金髪の魔女は語る。エンドバウムは過度に驚いた態度で話を聞いている。あるいは名コンビかも知れない。

　青い髪の魔女は、金髪の魔女がここから出してくれることはなさそうだ、と見て取った。

　少女がここにいるのは、金髪の魔女のシナリオ通りのことなのだ。彼女の想定から外れることをしなければ、自分は怪け我が一つせずにここにいることができるだろう。あくまでも自分は、駒こまなのだ。それは、崇すう拝はいの目で金髪の魔女を見つめているエンドバウムと同じように。

「ふむ……報酬というのは我が輩を倒した者に与えられるアイテム、お金ドラムのたぐいですな」

「ええ。たとえば最近プレイヤーたちが集中している剣帝クエストをクリアーしたものには、［解呪のロザリオ］［無想のファルシオン］［解放のラクリマ］などが与えられるわ。難易度の高いクエストだから、レア度の高いアイテムが報酬になっているの。……で、あなたを倒した者には何が相応ふさわしいか、考えていたのだけど」

　金髪の魔女は立ち上がった。そして、両手を空中にさしのべる。まるで祈りを捧ささげるような仕草とともに、空中に風の塊かたまりが現れた。それはこの場とどこかの空間をつなげるものだった。

　小さな竜たつ巻まきはだんだんと大きくなる。エンドバウムの黒いマントが翻り、彼は両手で顔を庇かばいながらそれを注視していた。空間が裂さかれ、どこかから転送されてきたものが現れる。

　バシッと乾かわいた音を立て、風がやんだ。

「おお……」

　エンドバウムが感かん極きわまった声を上げた。その目は、そこに現れたものに釘くぎ付づけだった。

　緋ひ色いろの槍やり、だった。柄の部分に金色の蔦つたが絡からみつく意い匠しよう、一見武器と言うよりも芸術品のように見える。だがその穂ほは、虹にじ色いろの光を帯びる黒鉄鋼でできており、獣けものが牙きばをむくような印象を与える両鎌かま部分が突つき出している。芸術のようなたたずまいとは裏腹に、武器としての真価を発揮すれば、恐ろしいものとなるだろう。

「素す晴ばらしい武器ですな……名は？」

「サウスオブヘヴン」

　エンドバウムはかすかに目を見張った。この世界に生まれたときはまだなにも知らなかったが、今の彼にはこのゲームにおける様々なデータが注ぎ込まれている。プレイヤー側には決して与えられない情報を、多く知っている。

「それは……ワールドエンドライツではないですか」

　いやいや、とエンドバウムは首を振るが、その目は吸い込まれるように緋色の槍から離はなれない。

「ええ。そうよ。あなたにはこれを守ってもらう。一応、説明しておきましょう。ワールドエンドライツは、世界に四つある。いずれも、特とく殊しゆな性能をもった武器。剣けん、ノーザンライツ。槍、サウスオブヘヴン。杖つえ、ウェストハーツ。弓、イーストブラッド。槍は味方を守護し、杖は癒いやす。弓は敵を止め、剣は滅ぼす。この四つは魔女殺しであり、私たちをこの世から失わしめる力を持っている」

「そのようなものを、我が輩が所有してもよろしいのですか」

「ええ。あなただからこそ、任せるのよ。もちろん、これを戦せん闘とうに使ってくれても構わない」

　促され、エンドバウムは震ふるえる手で空中に浮かぶ緋色の槍を手に取った。滑こつ稽けいなまでに畏まっている。

　彼がそれを手に取った瞬間、槍から猛もう烈れつな力が放出した。エンドバウムにそれは猛烈な熱のように感じられた。声を上げて身を引こうとする。だが、彼の忠誠の主の前でそのような失態を演じるわけにはいかない。辛かろうじて耐たえ、その柄つかに手をかける。するとその触ふれた面が熱を発し、彼の掌てのひらを焼いた。

　槍はエンドバウムを拒こばんでいるようだった。

「鉄てつ壁ぺきの守護……サウスオブヘヴン……これは、凄すさまじい」

「元々、ワールドエンドライツは人間のもの。それ以外が手にすると、拒きよ否ひするのよ。だけど使えないことはない……制せい御ぎよしてみせなさい」

　エンドバウムは槍を構えた。

　彼を拒む槍は、今度は非常な重量でもって彼を苦しめた。たたらを踏みながら、エンドバウムは歯を食いしばり、腕の筋肉が盛り上がるほどに力を込めた。

　金髪の魔女は微び笑しようを浮かべながら彼を見ている。

「［我が目Eyes oは魅了f enchするanting］……！」

　エンドバウムが放った以上の力が、槍から発揮される。不可視のそれは、疑いようもなく彼を拒否し、苦しめている。

　エンドバウムのこめかみがブチリと音を立て、血が噴ふき出した。食いしばる口から、獣のような唸うなり声ごえが漏もれる。いくら上品に取り澄すましても、彼の本ほん性しようが知れるような声だった。




「あの男の魅了の力は、ヒト相手のもの。槍のようなモノ相手に通じるものか……そう思っているのね、レン？」

　エンドバウムのそばで見守っているのに飽あきたらしい、金髪の魔女が青い髪の魔女に話しかけて来た。籠かごの中に閉じ込めた張本人でありながら、この世で唯ゆい一いつの親友のような慕したわしい態度である。

「これが、通じるのよ。ワールドエンドライツは、生体オブジェクトとしての性質を兼ね備えている。あの武器は、持ち主を憎にくむことも、愛することもあるのよ。たとえば日本には『万ばん物ぶつには神が宿る』という考え方があるでしょう？　この世界のものにも、それは同じことなのよ。だって、ＮＰＣはヒトでもなければモノでもない。データとして生まれ、消失するまでは、間ま違ちがいなく生きている。あなたも身の内の鼓こ動どうを感じるでしょう？　そこにあるのはデータ核かくではなく、もしかしたら心臓かも知れないわ」

「私を、ここから出してください。生きていると思ってくださるなら、私にも思う心がある。私は……ここにいたくない」

「あらぁ、ダメよ。レン。悲しいそぶりをしてもダメ。私には分かるのよ。あなたがどうあらがっても、本当に望んでいるのは、ユウマ君に会うこと……迷めい惑わくをかけることを恐れていても、本当の望みは迷惑をかけてでも会いたいってことなのよ。私はちゃんと理解しているわ。だから、そこにいなさいな。私が願いを、叶えてあげるわ」

　感情の希き薄はくだった青い髪の魔女の顔に、明確な不快が浮かぶ。

　眉をひそめ、傷ついたように唇くちびるを引き結ぶ。

「どうしてあなたに、私の願いが分かるんですか」

　それに対するいらえは、ただ無言の笑みだ。

「……データだから？　心はテキストになっているの？　あなたはそれを読んだ？　どうして私にも分からない、私の願いが分かるというの……！」

　強固な鳥籠の鋼鉄線に、白い手が重ねられる。金髪の魔女は屈かがんで青い髪の魔女に目の高さを合わせた。




「あなたが目覚めること。それがこのゲームの持ち主が、私に対して与えた課題」




　ゲームの持ち主。青い髪の魔女は、そんな存在がいたことを知らなかった。金髪の魔女は、他人をなぶり上位にいたいというメンタリティの持ち主だ。くだらない情報すら一人で独どく占せんし、抱かかえ込むところがある。相手の知らない情報を握にぎっているということで、相手よりも優位に立とうとするのだ。

「『Walpurgis Nights』の夜明けまでに、あなたは目覚めなければならない。私は、そのための努力をしているの……だから、レン。私を信じて委ゆだねなさい。私はあなたの味方なのよ」

　青い髪の魔女は、右の拳を握り、胸に当てた。淡あわい膨ふくらみの向こう側にあるのは、エンドバウムが現れた時に見たあの水すい晶しようなのだと思うと、悲しい気持ちがわき上がってくる。

　金髪の魔女の全てを見み透すかしたような目の色を憎いと感じたはずなのに、今はすでに揺ゆれている。

　会いたい。この願いはなんなのだろうか。

　悲しい気持ちに、少し似ている。

　レン、と呼ばれたときにこの願いは生まれた。

「…………ディオネ」

「なぁに、レン」

「あなたは、誰だれ？　どこにいるの？　何を、望んでいるのですか？」

「欲張りさんね。私は、金髪の魔女。ここにいるわ。そして、この世界の完成を望んでいます」

「あなたの人としての名前は、なんというのですか？」

「…………」




　ふたりの魔女の足あし下もとが揺らぐほどの、地面を打つ音が聞こえた。

　エンドバウムが鼻血を垂らしながら、槍の石いし突づきを床ゆかに打ち付けたのだ。それは槍から放たれている力と、彼の力を合わせたもので、聖堂の石の床にひびが入った。

「我が支配下に！　サウスオブヘヴン……そなたの夢見る楽土、我が内にあり！」

　その声が轟とどろいたとき、青い髪の魔女は、槍が悲鳴を上げたような気がした。楽土など、存在しない。お前は正しい持ち主ではないと、絶望する心が伝わった気がした。

　次の瞬間、荒あれ狂くるっていた空気が静かになった。エンドバウムが両手で抱えた槍はあきらめたように大人しくなった。

「決して馴なれぬ悍かん馬ばのようですな。これは、恐ろしい……普通の武器ではない。魔女よ、これは一体何なのですか」

「手ひどくやられたようね、エンドバウム」

「これを支配下に置くため、能力がいくつか消失いたしました。魅了と、刻印はもはや使えません」

「ああ……相あい性しようの悪いソフトをインストールしたパソコンが壊れるようなものね。でも深刻なエラーではない。それにそれはウィルスではないから、あなたを浸しん食しよくしたりしないわ。安心してお使いなさい」

　何がおかしいのか、金髪の魔女はくすくす笑った。心底陽気に、楽しげに。

「待ってください。魔女よ。この武器には、ヒトを……感じるのですが……？」

「ええ、それは当然のことよ。ワールドエンドライツには、あなたと同じく人のデータが埋め込んであるの」

「な……っ、それは」

　暑苦しいエンドバウムの視線を払はらうように、金髪の魔女は右手を振った。それは問い自体を拒否するものであり、返答ではなかった。今向き合っていたエンドバウムのことを、次の瞬間には完全に忘ぼう却きやくしたように、幸せそうな表情で空を見上げる。

　その眼まな差ざしが向くのは、手を祈りの形に組んだ、四本腕の女神像だ。

　白く凍こおったその面おも差ざしはどこか金髪の魔女に似ている。己によく似たその面差しを、愛いとおしげに見つめている。

　手が届いたとしても、決して届かない距離。それを感じ取ったエンドバウムが言葉を失う。金髪の魔女はここにいて、彼と話をしていたとしても、心はここにはない。どこか遠くを見つめている。理想を愛し、求めている。それ以外のものは、この魔女には無価値なのだ。己の顔に似た女神像を見つめるその目は、この魔女が自分の内面にしか興味を持っていないことを如によ実じつに示していた。

「データがデータを哀あわれむなんて、滑稽なことよ。エンドバウム」

「はっ……は？　あ、はい。……し、失礼」

　声がかかると思っていなかったエンドバウムは、吃驚しておかしな声を上げてしまった。大男の恥じらいは、特に可愛くはなかった。

「ここにプレイヤーが来るでしょう。そうだ、ゾンビどもの他に、私のペットのメイプルちゃんを貸してあげるわ」

「メイプル……ちゃん？」

「そう。この村の仕様に合わせて、ゾンビにカスタマイズした巨大ケルベロス。見かけはどぎついけど、性格も暗くて、根こん性じよう最悪なの。ＨＰが無む駄だに高くて、魔ま法ほうの効きも悪い」

「……結構な、中ボスで」

「レベルは五十八で良いわね。ほら、あなたのタイプ的に、一いつ騎き打うちでは強くても、集団相手になると困ることになりそうだから。メイプルちゃんとあなたの間につながりを作るわ。片方が戦闘に陥おちいったら、もう片方も絶対に現れる。プレイヤーたちはあなたたちを同時に相手しなければならないの。そうだ、レン、あなたにはこれを渡わたしておくわね。これは、あなたを救った者へのイベント報酬。私の特別な愛を込めているわ」

　金髪の魔女の早はや業わざ操作により、青い髪の魔女の手元にアイテムが現れた。それはしっとりとした手て触ざわりの、朱しゆ色いろの革かわ張ばりの箱だった。鍵かぎがかかっているらしく開かない。

　ただ、この世界のものであるため、開くのに必要なのは鍵とは限らない。キーワードの可能性もある。

「さぁ、エンドバウム。冒ぼう険けん者しやたちはここにやって来るわ。あなたなら彼らを撃げき退たいできるわね？　与えたその武器を、守ってちょうだい」

「……命に代えましても」

　エンドバウムは右手を握り下腹に押おし当あて、頭を深く下げた。

　金髪の魔女はエンドバウム、そして青い髪の魔女に残のこり香がのような一いち瞥べつをくれると、ここに現れた時のように姿を消した。

　エンドバウムは緋色の槍を見つめ、沈ちん思ししていた。
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７章　ま、まぁ、それほどでもあるけどな







「Walpurgis Nights」の世界は、ひとつの大きな大陸からなっているが、山脈や大河、砂さ漠ばくなどによっていくつかの勢力に分けられている。

　北の部分は「剣帝の国オルヴァント」。南は「魔ま法ほう帝てい国こくニルディア」。東は「宗教法国ランバー」。西は「オルニス自治領区」や「ヴェスタ地下帝国」などに小さく分かれている。老人のＮＰＣの中には各国間に戦争があった、と語る者がいる。今のところそのような事態は起きていない。もしかしたら戦争のようなクエストが起こる可能性は、十分に考えられる。

　大陸中央には、「不滅Tower ofなる Immort双王al Dualの塔-King's」……その名の通りのふたつの対になる塔が浮かんでいる。その根本は雲に包まれており、その頂点もまた空の向こうにある。塔にはまだ、入る手段すら不明だ。

　プレイヤーたちはオルヴァント、ニルディア、ランバーのいずれかに落とされる。

　オルヴァントであれば、武器が充じゆう実じつしており、肉にく弾だん戦せんに強い戦士・武ぶ闘とう家か系のプレイヤーが育ちやすい。町で習熟することができるスキルも、運動関連が多い。同様に、ニルディアは魔法系、ランバーでは回復魔法系の武器やアイテム、スキルが充実している。自分の望みとそぐわなければ、少々イバラの道ではあるが、オルヴァントで魔法系を伸ばしていくのも有りだ。レベルを上げていけば、別の国に移動することもできるようになる。

　ユウマの落ちたオルヴァントは、イメージとしては北ほく欧おう、特にドイツが近いだろうか。山や森が多く、質しつ実じつ剛ごう健けんな気風があり、煉れん瓦が造づくりの建物の印象はあちらのものに近い。

　特にすさまじい数の剣でできた鉄てつ剣けん城が、この国のイメージそのものだ。

　鉄剣城下は［都capital］と呼ばれる。国内に点在する集落のうち、「宿しゆく泊はく施し設せつ」「アイテムの店」「武器・防具屋」が揃そろっているのは［町town］。どれかが欠けている、またはいずれも無いのは［村village］である。

　都はどの国にもひとつしかなく、町は数十程度、村の数は百は超こえているだろう。一人で延々とフィールドを進んでいった先に、数人のＮＰＣの住むのどかな村を見つけたときは、なんともいえない嬉うれしい気持ちになるものだ。植物が人知れず生え、人知れず枯れていくように、プレイヤーが訪おとずれなかった村は、静かにデータの海に消えていく。




　カザス村も、そのような村の一つだった。

　数十人のＮＰＣがおり、村としてはやや大きめだった。田園が広がり、子供が駆かけ回まわり、道の隅すみには可愛い犬が転がって昼ひる寝ねをしている。のどかで、平和な、いつかはこんな場所に住みたいと抱いだいた夢に似た光景の……。

「なんやねんそれ。自分の老後の夢でも託たくしとったんか」

「老後なんかじゃないわよっ！　私はあんな村があったら今すぐ住民票動かしても構わないくらいだったの。ものすごい不便だったけど、拠きよ点てんにして、あの村が絶対消えないように頑がん張ばってたのよ。宿屋がないからすっごく大変だったけど……すっかりぶち壊されたけどね……うふふ、どうしてくれようかなあの青白大男」

　それは、一人きりでエンドバウムに立ち向かった少女だった。

　そばにいるのはいかにもやんちゃそうな顔立ちをした赤毛の少年である。怒いかりのあまり笑いをこぼしている少女を、少し引いた視点で見つめている。魔法系の能力を伸ばしているのか、手には何も武器を持っていない。

「で、そいつはどういうステータスなんや？」

「うーん……すごいちょこざいな奴やつでね。いかにもマッスル！　脳筋！　小こ技わざお断り！　みたいな感じで」

「正直に言わんかい。サーチし忘れたんやろ」

「常々感じてたんだけどさ、正直に生きるって、すごく辛つらいことだよね」

　赤毛の少年は容よう赦しやなく少女の頭に拳こぶしを落とした。じゃら、と音を立てたのは彼が手首に纏まとわり付つかせた鎖くさりだった。




　このゲームには鎧よろいや兜かぶとなどの重厚な装備品は存在しない。その代わり、アイテム類は結構充実している。守備力を上げたり、毒を効かなくしたり、呪のろいを防いだりと、戦闘に役に立つ効果のあるアイテムを装備しているのとしていないのでは、雲うん泥でいの差がある。アイテムを調べると、詳くわしい情報を表示したウィンドウが立ち上がる。そこにランクが設定されており、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの六段階に分かれている。アイテムの効果がどんなものか、手に入れにくさ、出回っている数などからランクが設定される。

　店で買えるのは、だいたいランクＣからＥくらいのアイテムだ。

　たとえば［清明の鏡］というアイテムには「戦闘中敵の属性を見み抜ぬく」「非常時、ＨＰを五パーセント回復させる（一度きり、宿屋に泊とまるとこの効果は復活する）」「戦闘中、獣系モンスターの目をくらませることがある」の三つの効果がある。そしてこれは、錬金スキルを身につけたプレイヤーがたまたま作り出した一つきりの代しろ物ものだ。

　すると、「Ａ」とランク付けがされ、市場に出ればおよそ八十万ドラム程度の値段が付けられる。Ｓランクともなれば、数百万、数千万単位の値段が付いてもおかしくない。

　少女が身につけているのは［虹色のネックレス］、［虹色のパワーストーン］とどれも店で買えるようなものばかりだ。

　しかし赤毛の少年が身につけているのは、どれもこれも市場価値が数万を下らない、ＳランクかＡランクのものばかりだった。

　特にその手首に巻いている鎖は、［亡もう者じやの鎖］という名のレアな武器で、世界に一つしか存在せず、Ｓランクと呼ぶことも難しいような価値がある。発生条件の特殊なクエストに挑ちよう戦せんし、一人で強力なボスを倒し、たまたまドロップすることができたものだ。




「俺おれ、剣帝クエストに参加するところやってんぞ。それを横からごちゃごちゃ言って無む理り矢や理り引っ張ってきくさって。どないしてくれんねん、俺の評判……」

「どうせ大して高くないから、大丈夫だと信じてる」

「それが無理矢理連れてきた奴の言うことか！」

　怒ど鳴なられ、少女は頭を抱えた。二人が歩いているのは森のフィールドで、少年の声に驚おどろいた小動物が逃にげていく姿が見えた。

「あ～、ごめんよぅ……だって私が知ってる中で一番強いのって、エンジなんだもんさ……すごいよね、最近はエンジ様々！　とか言って、みんなから引っ張りだこだしさ」

「ま、まぁ、それほどでもあるけどな」

「私ごときじゃ、そろそろ話しかけるのも失礼な域に達してるのかも知れないけどさ」

「ま、まぁ、そこまででもないけどな」

「でも、そんなエンジに助けて欲ほしい私の気持ち、受け入れてください」

「………ごっつい直球の頼たのみ方やな……なんかこう、力抜ぬけて、よう断らんわ……」

　エンジは肩からがっくりと力を抜き、両りよう腕うでを前に垂らした。

「まあ、幼なじみのよしみで、全然オッケーってことにしといてよ！」

　わはは、と笑いながら少女はエンジの背中を叩たたいた。

　そろそろフィールドが途と切ぎれる頃ころ合あいだった。細かった道が広い道につながり、視界が開けていく。見み渡わたす限り二人以外のプレイヤーはいない。まるで外国に来てしまったかのようだ。空の青が、緑の地平線まで続いている。雲は穏やかに流れていく。

　アカデミアの制服を着て歩いているのが、不意に不思議に感じてしまうようなのどかさだ。

「……なんか、二人旅って感じやな」
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「さっさと村に着いたらいいのにね」

「……………」

　少女が遠くを見る仕草をした。

　左ひだり腕うでを動かしてウィンドウを立ち上げ、マップを確かく認にんする。一度行ったことのあるフィールドは、自動的にマッピングされるのだ。村や町は赤い三角マークで表示される。色などは好きにカスタマイズできる。

「おっと、ちょい西に来過ぎちゃった。さっき分ぶん岐き間ま違ちがったかなぁ」

「……拠点にしとったんと違ちがうんか？」

　二人は幼なじみ同士の気安い口げんかをこなしながら、襲おそいかかってきた犬型モンスターを撃げき破はした。ちなみにエンジは手を出そうとせず、少女がぼこぼこと杖で殴なぐって倒した。

「なんで私ばっか働いてるのよ！」

「お前その村に宿屋ないって言ったやろ！　ＭＰ温存しとるんや！」

「けちくさっ！　あんたのＭＰじゃ雑ざ魚こモンスターも掃そう除じできないですか。あぁそうですか」

「アホか、お前その村にいたやつに倒されたっつーてたやろ。魔ま法ほう使つかい、ＭＰなければただの人！　分かるかこの深い意味が！」

「深くないよ。それにエンジ、ＭＰ回復するアイテム持ってたじゃん！」

「ラクリマがそうそう使えるかぁ！」

　二人は否定するだろうが、とても仲が良いと言っても差さし支つかえなかっただろう。

　そうこうしているうちに先ほど見み逃のがした分ぶん岐きにたどり着いた。指さし確認をしつつ、ルートを選せん択たくする。ここで元来た道を戻ってしまう、などというお茶ちや目めなボケをかますわけにはいかない。エンジはきっと怒り狂い、町に戻ってしまうだろう。




「……あれだよ」

　少女の声が、深刻そうな響ひびきを帯びた。

　説明は聞いていたが、エンジは顔をしかめた。

　滅びた村は、音もなく静かにたたずんでいる。壊された家屋、穴の空いた畑は、収しゆう穫かくされるはずだった農作物が踏ふみにじられ、枯れてしまっている。

　彼らは、生まれてから一度も「滅んだ村」など見たことがなかった。本やテレビやネットの情報から、頭で知っていても、「滅び」という言葉に内実は伴ともなっていなかった。

　だがそれは今、目の前にある。

「これは、ひどいな」

　このゲームにはＢＧＭはない。ただ、渺びよう々びようと流れていく風だけだ。人知れず滅びた村を慰い撫ぶするように、風は吹ふいていく。

　モンスターはどの家屋にも容赦なく狼ろう藉ぜきを加えたらしい。崩くずれていない建物はなかった。持ち主のない玩具おもちやが道に転がっている。二人はそれを避よけながら、村の一番奥にある聖堂を目指した。

　村の中央を貫つらぬく坂道を上っていくと、上りきったところにその建物がある。鬱うつ蒼そうとした森を背景にした、三角屋根の建物だ。煉瓦造りのその建物は、昼間の陽光の下にあってもどこか薄うす気き味み悪わるく感じられた。

「あの中に……いるのよ。青白大男が」

「とりあえず、ちょっと待て」

　肩に手を置かれ、少女はきっと目つきを険しくした。

「なによ、怖おじ気けづいたの」

「違うわ。今のうちに知ってる情報を全部言え。相手は、どういうモンスターや？　お前の話じゃ、青白くて大男ってことしか分からん」

「ああ……えっとね。武闘家って感じだったな。武器は肉体！　ってね。いかにもＨＰが高そうでさ。不死系だと思う。青白かったから」

「……頭悪い説明をありがとさん」

「なによぉ！」

「こっちがなによと叫さけびたいわ！　前から言うとったやろ、なんでサーチせぇへんねん！　余計な手て間ま暇ひま増やしよって」

「ごめんごめん、ほんとにごめん、私が悪かったわっ！」

「逆ギレして謝んな、気分悪くなる一方じゃ！」

「こっちにも主張したいことはいっぱいあるのよ、あの敵なんか生きて動いてる人間みたいな感じだったから、はじめはプレイヤーなのかなって思ったのよね。でもアカデミアの生徒って感じでは全くなかったから、どうなんだろコレって悩んでるうちに倒されちゃったって言うか！　経験値もかなり失ったし、怒おこられるし、こっちは踏んだり蹴けったりよ！　でも分かった、私が悪いよね！　ほら、あそこにモンスターいるよ、サーチだよね、サーチッ！」




［悪意あThe maliるケルcious cベロスerberus・メイプルMAPLE］

　レベル五十八。ＨＰゲージ、オールグリーン。




　少女の身体がわなわなと震えた。

　三階建てくらいの高さがある聖堂に、寄より添そうようにたたずんでいる獣が見える。かなりの巨きよ躯くだ。あれほどまでに大きいのに、いつの間にあそこに現れたのか、分からない。

　それは三つの頭を持っていた。体毛が短すぎて、全身を黒い皮が覆おおっているように見える。どくどくと脈打つ血管が浮かぶ。身体の高さは、三メートルに近いだろう。その頭部は少女の頭に囓かじりつくのも容易なくらい大きい。

　ケルベロス。地じ獄ごくの門番と呼ばれるモンスターだ。その目は闖ちん入にゆう者しやに対する怒りに燃え、爛らん々らんと輝いている。晴れた空の下でも、まがまがしさに震えが来る。

「なに、なんなのあれ……この前はあんなのいなかったわよ……」

　少女が震えて一歩下がり、赤毛の少年がニィと笑って右拳を握ったときだった。




「うわあああああああああああああああーーーーーっ」

　坂道を転げ落ちてくるものがいた。よくよく見ると、それはアカデミアの制服を着ている、プレイヤーだった。二人は見たことがない、初めて会う少年だった。

　少年は満まん身しん創そう痍いの姿でまっすぐに聖堂から下りてきた。

「き、き、君ら！　危ないよさっさと逃げないと！」

「じゃかぁしい、俺はバトる！」

「馬ば鹿かなこと言ってるんじゃないわよ、この子ＨＰゲージ真っ赤じゃない、とりあえず逃げないと……っ？」

　グガアアアアアッ！　猛たけり狂う声がしたかと思うと、ケルベロスが空を飛んだ。一いつ瞬しゆんにして間合いをつめられ、少女は大だい音おん声じように凍りついた。海の中で人食い鮫ざめに出会ったら、こんな気持ちになるだろうか。リアルすぎる。戦うなんて、すぐに決断するのは不可能だ。

　獣は狂った目で三人を知覚した。

　そして、身を屈めると三人に連続攻撃を放った。

「うわあっ」

「いやっ……」

「…………むっ」

　飛びかかってきた爪つめを、三人は危あやういところでかわす。

　少女は混乱のさなか、杖をかざした。

「神よLord,、我が祈り聞きhave mer届けたまえcy on us……ヒールhealッ！」




　回復系の力は、神に祈り、それが聞き届けられるという形を取る。信しん仰こうの数値が高ければ高いほど効果は強くなり、成功率もアップする。

　リョータのＨＰが二十パーセントほど回復した。




「下がれや、このワン公」

　エンジは鋭えい角かく的てきな顔に、好戦的な笑えみを浮かべた。ぎり、と右手を握る。

「最後The eのnd of……」




「ほほう、ほう、この間のお嬢じようさんではないですか」

　突とつ如じよ降ふってきた声に、エンジは詠えい唱しようを止めた。音もなく、大男は宙に浮いていた。いつから彼らを見下ろしていたのかは分からない。

「わざわざ倒されるためにやって来るとは、お疲つかれ様さまです」

「はっ、あんたふざけた口きいてるんじゃないわよっ！　私は助すけっ人とを連れてきたんだからね、あんたとその三つ首馬鹿犬くらい、ちょちょいのちょいで倒してやるんだからね、なめてんじゃないわよバカヤロー！」

　空中に浮くエンドバウム目がけて拳を突き出し、少女は怒鳴った。

「ちょっ、お前、ぺらぺらと罵ののしり言葉だけは流りゆう暢ちようなやつやなあ」

「なによ、なんか間違ってるわけっ」

「いや、間違ってないけどな……！」

　二人は戦闘態勢に入ろうとした。しかし。

「あ、これ、これだ。はじめからこれ使ったら良かったよ！　［逃とう走そうの丸薬］！」

　逃げてきた少年は、二人の確認など取りはしなかった。赤い丸薬を取り出したかと思うと、躊ちゆう躇ちよ無くそれを地面に叩きつける。すると煙けむりが噴出し、あたりの視界が真っ白に染まった。エンドバウムは目をこする。ケルベロスはいやな臭しゆう気きを感じたらしく、いやがるそぶりを見せた。

「早く、二人とも！」

「ちょ、ま、なんや……」

「前が見えないっ！」

　魔ま物ものたちの状態が通常に戻もどったときには、プレイヤーたちの姿は既すでになかった。ケルベロスは犬のようにくん、と鼻を鳴らすと周囲を確かめる。感知することができる範はん囲いには、プレイヤーは存在しない。

　彼かの女じよはフィールドをさまよいながら見つけた敵を倒しに行くような、雑魚モンスターではない。この聖堂に近づく者を撃退するためにここにいる。そばに降り立ったエンドバウムが頭を撫なでてみようと手を出そうとするが、向かって右側の頭が彼の腕を食いちぎるところだった。エンドバウムがひらりと避けなければ、三つの頭によって、美味しく食べられていただろう。

　ケルベロス……金髪の魔ま女じよの可愛いペットであるメイプルは、凶きよう悪あくな牙を見せつけるように、いやそうな顔をするエンドバウムにあくびを吹き付けた。







「……こ、こここ、こわかったね。恐ろしかったね」

　三人は村の入り口付近まで逃げてくることができた。茶ちや髪ぱつの少年は、命が無事だったことに諸もろ手てを挙げて万ばん歳ざいするほど喜んでいたが、他の二人はしらっとしていた。

「逃げるなら一人で逃げたらいいのに、なんで私たちまで巻き込むのよ！」

「なんだよ、助けてあげたのに！　君らのレベルであいつらにかなうわけないだろ、君らのレベル知らないけど」

　少年は人を怒らせる才能を持っているらしい。少女は「ムキー」などと声を上げて怒り出した。エンジが押さえて止める。

「……でも確かに、あのケルベロスはすごいレベル高かった……。エンジはともかく、私はやばかったかも。この前来たときにはあんなのいなかったわよ、ホントよ！」

「分かっとる。意味ない嘘ついてもしゃあない」

「俺がさっき聖堂に行ったときには、いたよ？　エンドバウムと戦闘になったらアイツも来るみたいで、名前はメイプルちゃんって言うらしいんだ。メイプルなんて可愛い顔じゃないよね、あれ」

　少女はエンジに言い訳しようとして全面的にエンジに向いていたが、ぐるりと方向転てん換かんして、茶髪の少年に向き直った。

「うわあびっくりした」

「あんた、誰？　この村に何しに来たの？」

　茶髪の少年は、びっくり眼をぱちぱちさせた。剣を装備しているところを見ると、剣関連のスキルを高めているのだろう。この世界の強さは基本的にはレベルがものを言うので、見かけはあまり関係ないはずなのだが、それでも装備しているアイテムや雰囲気で、なんとなく強さが推おし量はかれるものだ。時折小さくて弱そうなのに鬼おにのように強いプレイヤーもいるので、見た目だけで判断するのは危険なのだが。

　この少年は、見たところあまり強そうにない。おどおどと二人を見比べている落ち着きのなさが、そう感じさせる。

　三人がいるのは、村の入り口だった。そこに立っていた柱は、途と中ちゆうでばきりと折れている。おそらくは、モンスターが襲しゆう撃げきしてきたときにわざと折ったのだろう。綺き麗れいな切断面だった。先頭に付いていた鳥の飾かざりが、悲しく地面に転がっている。

「そっちこそ、なんだよ。人に名前を訊くときはまず自分から……」

「……私は、ナツキっていうの。この村を拠点にしてたんだけど、いきなりこんなことになってて。調べたら、聖堂に犯人らしき男がいたから、追つい及きゆうしたんだけど。戦闘になって、負けちゃったの。というわけで、これからリベンジするところ。で、君は？」

　茶髪の少年は、少女の名乗りだけでは不満だと言うように、ちらちらとエンジに視線をやった。

　エンジが、「ああ？」とチンピラのようにきつい目つきで睨にらみ返かえす。

「こら、エンジ。喧けん嘩か売らない」

「お前が名前教えてどうするねん！　……俺はエンジ。こいつに言われて、助っ人として来た」

　漫まん才ざいのようにツッコミを入れつつ、エンジは簡単な自己紹しよう介かいをした。

「俺は、リョータ。友達がここのボスに喧嘩を売られたから、仕返しするためにいろいろ調査してたんだ」

「調査……？」

　リョータは、盗とう賊ぞく系と呼ばれるスキルを伸ばしているらしい。敵に気配を気づかれないように移動したり、背後を取ったり。鍵のかかっている扉とびらを開けたり、ＮＰＣから効率的に情報を収集したり。

「そう。あのエンドバウムをサーチしたりして、倒たおすための情報を集めていたんだ」

　リョータは胸を張った。しばらく沈ちん黙もくしてリョータを見つめていたナツキだったが、不意にニコニコ微笑ほほえみ、両手を組みながらリョータへの距きよ離りをつめた。

「あのさ、その情報、教えてくれないかな？」

「は？　ダメだよ！　これは、俺がギルドに入れてもらうための条件にするつもりなんだ。知らないやつにそうそう教えてたまるもんか」

「そんなこと言わずに。ね、名前教えたんだもの、知らないやつってわけじゃないじゃない。ちょっとだけでもいいの。ちょっとだけ、教えても良いかなぁって思う情報、あるわよね？　ね？」

「ないよ！」

「そんなこと言わずに」

「ないよ！」

「いいからいいから」

「だめだよ！」

「あのモンスター、名前はなんて言うのかなあ？　レベルとか……」

「うわーっ、触さわるなあ！」

　ナツキはほとんど後ろからリョータを羽は交がい締じめにしていた。頭痛を覚えたらしいエンジはこめかみを押さえつつ、ナツキを制止した。

　つまらない諍いさかいを起こしたせいで、夜になってしまっていた。

　既に空は夕方よりも夜に近い、藍あい色いろと紫むらさき色いろを混ぜたような色をしている。既にふたつの月が顔を出していた。

「お前、今日はこれからどうするんや。退出するんか？　それとも、情報を売るとかいう相手と合流するんか？」

「そ、そんな言こと葉ば遣づかいしても俺はびびらないぞ」

「誰がびびらそ思てこんなしゃべり方するかっつーねん！　これが地や、悪かったな！　いいからさっさと答えろや……！」

　ひぃええ、とリョータは飛び上がった。反射的に逃げようとしたところを捕つかまえられ、襟えり元もとを掴つかみ上あげられてしまう。

　エンジは、顔が怖こわい。目つきが悪い。そして、声が大きい。リョータのようなタイプとは、顔を合わせた瞬しゆん間かんから強弱関係がハッキリしてしまっている。

「俺、俺は……その、これから……待ち合わせだ」

「ほうか。そいつらと合流するんか。どこでや？　ああ、ナツキ、ボコボコうるさい」

　ナツキは耳を澄ました。ぼこぼこ、と水が沸ふつ騰とうするような音がしている。自分の身体のどこを叩いてもこんな音はしないし、杖で柱の残ざん骸がいを叩いたりもしていない。

　私じゃないわよ、と言おうとしたナツキは、ふと気配に気がついた。

　ぼこ……ぼこ……と、音は続いている。背筋がぞうっとする。

「あの……エンジ」

「なんじゃ」

「ちょっと左斜め前方の地面を確認してくれるかなあ？　私、目が悪いって言うか……見たくないって言うか……！」

　容赦なくリョータの襟元を掴む手を上に上にあげていたエンジは、口の中で文句を言いつつそちらに目をやった。そして、ぽとりとリョータを地面に落とした。

「痛いなあ、もっと大事に扱あつかってくれないと、情報を教えないぞ！」

「教える気もないくせに黙だまっとらんかいこのハゲ」

　ハゲじゃないぞぅー！　という間延びした文句を聞きながら、エンジは凍りついていた。

　のどかな田園の広がる村……その土が、ぼこぼこと泡立つように盛り上がる。地面の下から手が伸びている。まるで手の形をした植物のようだ。

　特に見たくなどないのに、月の光がはっきりとそれを映し出している。玩具などではあり得ない。五本の指がゆらゆらと、空気を掴むように動いている。

　そして腕は動きを止めると、次の瞬間ずぼっと生えて関節で折れ曲がり、手のひらが地面を向いた。そのまま、彼らは水の底から浮かび上がるように、地面から生えてきた。

　生きていた面おも影かげを如実に残す、壊こわれた身体で。

　ぼこ、ぼこと音がするたびに、ゾンビたちが立ち上がる。

「き……気持ち悪……ホラー好きだけどこれは無いわ……ホラーは画面の向こうで楽しむもんだって、なんか今痛感した……最悪……ってちょっとエンジ？」

「あかん」

　ぐるりとゾンビの群れに背中を向け、エンジは座すわり込んだ。顔面蒼そう白はくである。

「俺は、コンニャクとゾンビだけはあかんねん」

　そのまま顔を隠かくしてしまった。ナツキは飛び上がりそうになった。

「何言ってるのよ！　……あれ？　そのリョータって子、気絶してない？　え、もしかして戦力私一人？」

　ゾンビのヴィジュアルに衝しよう撃げきを受けたのか、あるいはエンジの脅おどしに精神が耐たえられなかったのか、判断は付かなかったが、リョータははかなくも気絶していた。このゲームは気絶まであるのか、すごいにもほどがある……などと褒ほめている場合ではもちろん無い。

　男は二人、横たわっているのと座り込んでいるのと。

　ナツキは二人を見下ろした。役に立たないにもほどがある。自分の力しか、頼たよることはできない。

　ゾンビは続々と奥おくから湧わいて出ている。ゾンビゲームにありがちな見かけの、オーソドックスなゾンビだ。つまり、皮ひ膚ふが溶とけていたり骨が突つき出していたり、目玉が溶けて飛び出していたりする。皮膚の色は紫むらさき、青、白のいずれか。緩かん慢まんな動きが嫌けん悪お感を招く。生きているときの姿を九割、せめて六割ぐらいとどめてくれていたら怖さはましだったろうに。ここにいるゾンビはいいとこ四割だった。

　ナツキの武器は、杖つえだ。殴るのは得意だが、できればゾンビと前衛として戦いたくはなかった。

　使える僧そう侶りよ系の法力の中には、まさにゾンビたちを天に還かえす［浄化purify］があるが、詠えい唱しよう呪じゆ文もんが長く、ちょっとでも呪じゆ文もん詠えい唱しようにつかえるとキャンセルされる上に、成功率も三割から五割程度の代物だ。ゾンビの攻こう撃げきを受けながら、浄化が成功するとはとてもじゃないが思えない。ついでに不死系モンスターは夜に強くなる傾向がある。

「ちょっとエンジ！　ちょっとの間でいいから盾になりなさいっ！」

「なんまいだぶなんまいだぶ」

「拝むなぁぁぁぁあっ！　ゲームの中で念仏が通用するか、このばかぁっ」

　ゾンビたちは、プレイヤー、いや生きている者たちを感知することができるのか、泥どろの詰つまった布ぬの袋ぶくろを引きずるような重い足取りで、ゆっくり近づいてくる。この村を拠点にしていたナツキは、もしかしたらあれはあのＮＰＣだったのでは、などと考えがよぎってしまう。それがどうしようもなく辛く、両手で握る杖が震えた。

「し、仕方ない……天にまします我らの神よ！　我わが願い……っ」

　目を閉じて詠唱していたその顔に、べたりと濡ぬれたような感かん触しよくがした。目を開けると、ゾンビの顔が近くにあって飛び上がりそうになった。

　涙なみだを浮かべながらエンジを見ると、服を引っ張られて「いやや」「触るなや」と顔を背そむけながら弱々しい抵てい抗こうをしている。ついでにリョータはというと、四人がかりで抱え上げられ、どこかに連れて行かれそうになっている。




「我が願い、聞き届けたまえ……塵はDust to塵に dust.、灰はAshes t灰にo ashesーっっ！」




　詠唱を終えた途と端たん、効果のフラッシュが光る。

　だがそれは詠唱失敗を示す赤い光だった。泣きそうになりながら、再び呪じゆ文もんを詠唱する余よ裕ゆうなく、べたべたと触ってくる相手を杖で振ふり払う。

「触んないでよっ！　ゾンビ！　このゾンビっ！　ばか！　エンジの馬ば鹿か野や郎ろうーっ！」

　ゾンビに倒される前に、蹴け飛とばしてやろうと決意した瞬間だった。




「そのまま、かがんでて」




　混乱したその場所には相応ふさわしくない、落ち着いた声だった。背中をぽん、と軽く叩かれ、目を見開く。

　そして後ろから吹いてきた疾しつ風ぷうのような風に、ナツキは言葉を失った。

　大剣をもった誰かが、前に飛び出した。見たこともない、漆しつ黒こくの大剣だった。もしかしたら、持ち主よりも大きいのではないだろうか？　だが、彼かれは俊しゆん敏びんに剣を扱っている。まるで、剣と一体となった一つの生き物のようだった。どう動けば一番効率よくモンスターを狩かることができるか、理解し尽つくしている無駄のない動き。

　アッシュグレイの髪かみの少年は、蠢うごめいているゾンビたちを一薙なぎにした。雑草を刈かるように無造作に。回転するように剣を動かした最初の一いち撃げきで戦闘不能に陥ったモンスターは、五匹ひき。そして着地した少年は、勢いを利用して後方にいたゾンビを真っ二つにした。もちろんゾンビとて、黙って倒されるわけはない。襲いかかっていくのだが、敵からの攻撃を見み極きわめる力が半はん端ぱではないらしい。全く当たらない。まるで四方八方を見渡す目を持っているかのようだ。

「ユウマ君っ！」

　飛び出していったのはもうひとつの影かげ。その槍やりが、危なげなく敵を貫く。こちらはゾンビの一撃を食くらい表情を歪ゆがませるが、お返しとばかりに雷らい撃げきの魔法を唱えた。地面に稲いな光びかりが走り、モンスターたちが光に打たれて倒れる。

　一分。

　それが二人がゾンビを一いつ掃そうするのに必要とした時間だった。




　ナツキは無言でこちらに向かって歩いてくるユウマの姿を見ていた。心配そうに見つめてくるその顔に、覚えがある。記き憶おくを探さぐる必要もない。

　……会ったのは、最近だ。

　そしてもう一人は、もはや考える必要すらない。




「もしかして……ナツキちゃん？」

「……オリエ……オリエもこのゲーム、してたの……」

　二人の少女は、どういう顔をして良いか分からず、しばらく言葉を失っていた。そして、ナツキは乾かわいた笑い声をあげ……腰こしを抜かした。慌あわててオリエが支えたのだった。
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「ああ……私は恥はずかしいよ。クラスではちょっと大人のナツキさんとして、ゲーム？　なにそれ？　てな感じで振る舞まっていたのに。まさか、クラスメイトに出会っちゃうなんて」

「いや、ナツキがゲーム好きなことはみんなに知しれ渡ってるし。それに大人のナツキさんとか、全然そういうのでもないと思うし」

「イメージ戦略ってものがあるのよね！　ああ、恥ずかしいよぉ」

　両手で顔を覆いながら、「あががが」などと唸うなりつつ、ナツキは身体をくねらせていた。

「……私、ナツキが呪文唱えるところ見ちゃった。アレ何？　ゾンビに有効な魔法？　ナツキって魔法系なの？」

「やめてぇ！　魔法とかそういうのワタシ、ワカリマセーン！」

「灰はAshes t灰にo ashesとか言ってたかな？　あ、もしかして僧侶系？　浄化しようとしてた？」

「やぁぁぁめぇぇぇてぇぇぇぇぇえ」

　普ふ段だんは強気なナツキがこれほどまでに照れて嫌いやがるのは珍めずらしかった。オリエはにやりと笑うと、

「いいじゃない。冒ぼう険けんしようよ。みんなで頑張って円えん陣じん組んでファイト、オー！　なんてしちゃおうよ。ボス倒そうよ」

「やだやだやだ、知らない知らない。オリエのばか、どら焼き呼ばわりされたことを根に持ってるんでしょう、そうなんでしょう！」

　言葉の流れ矢に当たった格好だった。オリエはにっこり笑いつつ、ゆらりと立ち上がった。怒りの気が全身から放出している。

「あ、ごめん。ごめんよオリエ。トラウマ突いちゃったね」

「さっさと黙らないと今からあんたの恥ずかしい過去を片かたっ端ぱしから口にするわ……」

「オリエが胸にコンプレックス抱いてるのは知ってるのに私ったら」

「……中学二年の時、プールの授業の時にナツキ、水着着て学校来てたよね。確か、下着持ってくるの忘れたぁ！　なんて泣き声を聞いたような気がするんだけど、あれってもしかしてナツキだったのかな？」

「な、なによ！　なによ！　この前の身体検査の時、服入れた籠かご間ま違ちがえて、確かユキナの服着ようとしてたよね。同じブランドのブラだったのにサイズが全然違うから、あれ見て時が止まってた！」

「なによ、だったらナツキは体重測定の時」

　明かされそうになった恥ずかしい過去の数々は、

「そのへんでストップしときなよ、オリエ」

「やめとき、ナツキ。泣けてくるわホンマ」

という男だん性せい陣じんの声によって流出を阻そ止しされた。……少し漏もれはしたが。




　ごく一いつ般ぱん的てきな、原始的に衝撃を与あたえる方法によって、気絶したリョータは目覚めさせられた。つまり、ユウマによる平手打ちである。起き上がってぱちぱち瞬まばたきし、そこにいる四人を見比べ、ユウマに飛びついていった。

　すっかり時刻は夜だった。二つの月は中空に浮うかんでいる。

　ゾンビたちが復活する様子はない。倒されたゾンビは、フィールドモンスターのように光の粒つぶになって消えるのではなく、倒れた後地面に溶けるように消えて無くなった。不死モンスターの中には一定時間がたてば復活するものがいるが、ここのゾンビたちもおそらくそうなのだろう。

　おそらく、彼らを使し役えきしているボスモンスターを倒せば、彼らを死んでは復活する運命から解放することができるのではないだろうか。

　ユウマたちは手近な家屋に入り込んだ。おそるおそる顔を入れ、中を確認したが、中には誰も居なかった。一階は六畳じよう間くらいの一部屋にテーブルと、小さな暖だん炉ろがおかれている。他ほかには二階に続く階段のみの、小さな家屋だった。

「この部屋には小さな子供と若い夫ふう婦ふが住んでたんだけど……」

　ナツキがしんみりと言った。リョータが、

「ＮＰＣだよね？」

と、いかにも頭大だい丈じよう夫ぶ？　という風に尋たずねると、ナツキは頬ほおを染めて、

「そうだけど！」

と強く言い返した。

「私はこの村がすごく気に入ってたのよ。気絶してたような奴に、好きなこと言われたくないわね」

「う……」

と、ナツキの言葉に縮こまったのはエンジの方だった。

「すまんかったな、俺、どうしてもゾンビ系モンスターは苦手で……」

　エンジは身を小さくして謝あやまった。

「別にいいけど！　ユウマ君が助けてくれたし。……ユウマ君ってすごいのね。あんな武器、見たことないよ。レベルはいくつくらいなの？」

「おっとそれ以上の話は俺を通してもらおうか」

としゃしゃり出たのはリョータで、ユウマはあっさり右手でリョータを押しのけた。

　ユウマとオリエは、この日リョータに借りたアイテムを使い、カザス村にやって来た。

　ナツキとエンジは、カザス村を滅ほろぼしたモンスターに、復ふく讐しゆうしに来た。

　目的の重なる四人は、お互たがいを見比べた。ナツキとオリエは元々は仲の良いクラスメイトである。協力するのに否いなやのあろうはずもない。

　だがユウマは、探るようにエンジを見た。

　その視線を少し誤解したらしいエンジがむきになって一歩前に出た。

「いや、さっきは醜しゆう態たいさらしてしもたけど、俺は別に弱くないで？　炎ほのお魔ま法ほうのエンジといったらさる筋ではなかなか評判高くて、そりゃもうクエストにひっぱりだこ」

「自分で言うな」

　ナツキからの冷たい攻撃を横腹に食らい、エンジの身体は少し傾かしいだ。

「別にビギナーっつぅわけやあらへん。だから安心して手を組んでくれたらいい」

「……元々俺は、一人でやって来たから、パーティ組むのに慣れてないんだ」

　ユウマは考え込んだ。

　ナツキはオリエの友人だ。ユウマが抱かかえている事情について知られたとしても、そう面めん倒どうなことになるとは思わない。なったとしても、リアルでの本人のことを知っている。ゲーム内でだけの知り合いというわけではないから、おかしなことになったとしても交こう渉しようの手立てはある。だが、エンジはどうだろうか……。

「二人は、どういう関係？」

　質問を受けたナツキとエンジは、顔を見合わせた。

「どういうもこういうも……」

「無関係」

「おまっ！　わざわざこんな辺境までつきあった俺に、なんつぅこと言ってくれるねん！」

「それは感謝してるけどぉ」

　ナツキの視線はあくまでも冷たかった。

「私、元々大おお阪さかにいたのよ。親の転勤でこっちに来たんだけど。こいつは、大阪にいたときからの腐くされ縁えんっていうか……距離離れてからの時間の方が長いけど、これも幼なじみっていっていいのかなあ？」

「訊きくなや！」

　ユウマは二人を見ていて、知らず知らずに抱いていた警けい戒かい心しんを解いた。二人の雰ふん囲い気きを見ていると、信しん頼らいできる気がした。そして、

「ユウマ君、こいつさぁ、噂うわさになってたものすごくレベルが高い魔法使いだと思う」

　そう囁ささやいたのはリョータだった。

　このゲームには「職業」は存在しないが、どのような攻撃手段を好んで使うかで時に「剣けん士し」「魔法使い」などの呼こ称しようが使われることがある。特に赤毛の少年はプレイヤーの間でもすごい魔ま法ほうを使うということで、評判になっていたらしい。




「んでも、オリエがゲームしてることについても微び妙みように驚いてるんだけど、私。真ま面じ目めなオリエちゃんがねぇ……槍なんかもって……」

「なによ」

　オリエはつんと横を向いた。ナツキはチェシャ猫ねこのようなにやにや笑いを浮かべてにじり寄る。

「いやいや。一いつ緒しよにいるのがユウマ君って言うのも驚きだったんだよねー。プールで会ったときは知らんふりしてたの？　いやぁ憎にくい憎い。……ユキナはこのこと知ってるの？　三角関係？　というか私、明日からどう振る舞えばいいの？」

「ナツキさん」

　ユウマは笑っていない笑え顔がおをたたえてナツキを真っ正面から視線で射貫いた。

「ユキナはゲームのことは知ってるから、別にいつも通り振る舞ってくれたらいい。一応説明しておくと、俺はユキナとは単なる幼なじみ、オリエとはゲーム仲間。気を遣つかってもらう必要は一いつ切さい無いから、よろしく」

　穏おだやかながら明確すぎる言葉に、ナツキは傷ついたように「そんな……ちょっと言ってみただけなのに……」とうなだれた。




「協力して敵に当たれるなら……、俺はありがたい」

　そしてユウマは、ナツキとエンジに、エンドバウムに出会ったことを話した。青い髪の魔女のことは、伏ふせながら。

　敵を倒すのに時間制限があること。この夜の間にエンドバウムを倒せなければ、ユウマの存在値がゼロになってしまう。

　そしてあちらには物理攻撃が通じない。

　また、敵は特とく殊しゆな攻撃方法をいくつも持っている。

　ユウマの説明を聞いてエンジは黙り込んだ。

「エンドバウムのことは分かった。なんつぅか、いけ好かん奴やってことは把は握あくした。で、自分らはもう一匹モンスターがいることは知ってるんか？」

「何？」

　リョータが「俺が説明する！」と右手を挙げた。

　エンドバウムが籠もっているらしい聖堂のそばに、三つ首のケルベロスというモンスターがいる。聖堂に近づく者に容赦なく襲いかかってくる。

「エンドバウムとケルベロスは組んでるよ！　どっちも相手しなきゃだよ」

「……二匹相手かぁ」

　ナツキが言いながら目を閉じた。

　ボス戦は、一時間以上かかることも少なくない。倒せたかと思ったら「我はこのままではやられはせぬ……」などと言ってパワーアップして復活することも少なくない。エンドバウムだけでも厄やつ介かいそうなのが、ケルベロスまでついてくる。

　しかもユウマには時間制限がある。時間を気にしながら戦うのはストレスがかかる。気力を余計に消費する。

「剣けんと槍、魔法と回復。バランス的にはまあ、悪くない感じなんだけど……」

「なんでみんな俺のこと忘れてるの？」

　右手を挙げたリョータを見て、ナツキは「あ、こんな子いたっけ」という顔をした。それに気づいたリョータは気分を害したように眉まゆをつり上げたが、他の面々も大差なかった。ユウマ以外は。

「ここに来るのに、お前のアイテム使わせてもらった。感謝してる。ありがとう」

「ユウマ君……！　俺、頑がん張ばったんだよ！　なんか最近盗賊系のスキルが妙みように上がってきててさ。ユウマ君のために、ここにいる敵のこと調べたんだよ！」

「へぇ。じゃあ、教えてくれるか」




　リョータは語り出した。

「まず、グリザリー・エンドバウム。これは不死系モンスターだね。レベルは四十五。意外と低いように思えるけど、不死系は強くてもあんまりレベル高くないみたいなんだ。ＨＰは、概がい算さんで十八万くらいかなあ。不死系は時間によってＨＰが上下するんだ。うん、十八万から二十万の範囲だと思うよ。弱点は聖なる力。不死系だからね。あと、あいつは今緋ひ色いろの槍を装備してる。かなり強い武器みたいだから、前会ったときよりもパワーアップしてると思う」

　ぺらぺらと語られる内容に、四人は顔を見合わせた。

　テーブルのお誕生日席に座っているリョータに、四人は顔を近づけていった。

「で、あいつには物理攻撃が通じないんだ。そこを重点的に調べたんだけどさ。あいつ、胸のところに黒い宝石みたいなのを装備してるんだよ。秘密はそれにあるんだ」

　ユウマは記憶を探った。

　階段のところにいた、奴やつは確かに黒い宝石を身につけていた。モンスターは弱点をこれ見よがしに出していることも少なくないので、もしかしたら何か秘密があるのかも知れない、と思ったが……。

「あれ、［生きThe livていing daる闇rkness］っていうアイテムで、持ち主を守るらしいんだ。たぶんレア度Ｓクラスのアイテムだけど、こっちからすればドＳだよね！　だからあいつを倒すのには、まずそのアイテムを破は壊かいしないといけない。破壊するのには……五万くらいダメージを与えるんだって言われた。つまり、エンドバウムを倒すには、まず打だ撃げき以外で五万のダメージを与えて、それからは打撃も魔法も有効になるってさ」

　全すべてのボケを拾わずにおれないナツキが、「ドＳって……」と呟つぶやいた。

「ついでにあそこにいるケルベロスだけど。名前はメイプルちゃんって言って、ディ……あわわわ、金きん髪ぱつの魔女のペットらしいよ。レベルは五十八。ＨＰは五十万。すごく高いようだけど、まじめに削けずって倒す感じになるかな。弱点は炎ほのおらしいよ」

「…………どうやってそこまで調べたの……」

　オリエの漏らした一言が、全員の心に共通してわき起こった気持ちを言い表していただろう。

「法とか、触ふれてないよな？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　まだケルベロスがいなかったとき、俺あの聖堂の中に忍しのび込んだんだけどさ。なんか鳥とり籠かごの中に、青い髪の女の子がいてね。可哀かわい想そうに、閉じ込められてるって言ってたよ。その子が親切にいろいろ教えてくれたんだ。なんかドキドキするくらい可愛かわいかったんだ……いひゃい！」

　ユウマはまた笑ってない笑顔で、リョータの頬をつねり上げた。

「お前は金輪際あいつに近づくな」

「え。え。なんで……」

　リョータの情報はほとんど少女から聞き出したものであるらしい。ユウマは不ふ機き嫌げんそうに椅い子すに座り直した。

　情報を吟ぎん味みする。

「あんまり、悩なやんでる時間はないんだよね？　だったらさ、もう少し助けを求めに町に戻ってみない？　今、剣けん帝ていクエストに挑戦する人たちが集まってるから、結構強いひといると思うよ」

と提案するのはナツキだ。

「……戻ってる時間はないし、俺はあんまり人と関かかわりたくないんだ」

「なんでよ。みんなで敵に向かうの、楽しいし……それに、もっと強いメンバー集めた方が、確実じゃない？　人数増やして戦略練ろうよ」

「俺は、この四人で戦いたい。本当は俺とオリエだけが良かったけど、さっきの情報を訊いているとそれは難しそうだ」

　オリエだけ、という言葉に恋こいバナのにおいをかいだナツキが、悪わる巧だくみするような表情を浮かべたが、ユウマは敢あえてそれを無視した。

　百聞は一見にしかず、とユウマは判断した。

　装備しているノーザンライツを出現させる。突とつ然ぜんテーブルの上に竜りゆうが現れたような存在感、重量感に、ナツキにエンジまでが軽く声を上げた。先ほどユウマが扱っているのを見たが、テーブルの上に載のせられたのを近くに眺ながめるのとではまるで違う。すごい武器を前にしているというよりも、モンスターを前にしているような感じがする。しかも、一度も負けたことがないような、獰どう猛もうにして凶きよう暴ぼうな、強力なモンスターを。

「一緒に戦うなら、言っておかないといけない。これは、ワールドエンドライツの一本。ノーザンライツという」

「ワールドエンドライツぅ？」

　目を丸くしたのはエンジだった。ナツキは「え？　え？」とエンジと剣を見比べている。

「噂には聞いとるで……なんや、ワールドエンドライツとかいう、魔女を倒すための武器があるとか。普ふ通つうの武器とどう違うんか疑問やったけど……一目で分かるもんやな」

　武器屋で買うことができるものとは、明らかに質が違う。

　ノーザンライツを間近で見た二人は、知らぬまま負の波動を受け止めていた。強そうだけど怖い、近づきたくない、装備するなんてイヤだ、と感じてしまう。獰猛で凶暴な獣けものを前にしたときに抱く感情と似ているだろう。そこには、強そうで安心できる、というような感情は交じらない。

「ユウマ。お前はこのゲームに何を求めとるんや？」

「…………」

　一言で答えるならば、それは妹のためだ。だがそれを説明することは憚はばかられ、ユウマはただエンジを見返した。

「いや、昨今のプレイヤー見とると、なんか観光気分で楽しんでる奴らが妙に多くてな。ぬるい、と感じてたところや。そりゃあ確かにすごいゲームや、『Walpurgis Nights』は。でもな、楽しめたらいいとかそういうスチャラカな気持ちでゲームに当たったらあかんやろ。俺おれは、このゲームをクリアーしたいと思ってるんや」

　エンジは、照れたように頭をかいた。

「すまん。暑苦しいよな。なんか最近挑ちよう戦せんできたら良いんです系のプレイヤーと一緒することが多くて、飽あき飽きしとったんや。……なんや、お前からは違うものを感じるんやけど……気のせいやろうか？」

「いや」

　ユウマは、エンジの視線をまっすぐに受け止めた。

「気のせいじゃない」

「そうか。だったら、一緒に戦おう。そういう事情なら、四人でええ。いっちょやったろうやないか」

　がしっ、と二人は手を握にぎり合った。

「み……見たオリエさん。なに男同士わかり合ってるんだろ。なによなによ、もっとメンバー増やした方が効率よく敵を倒せるでしょ！　特に今回経験値関係なくとりあえず倒そうって話なんだからさ」

「四人で行く！　それはもう決定や、ぐだぐだ言うな！」
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「ああもうっ、私の発言を四文字で表すなら、見てろ。これからの私の発言は全てそれで表現してやるわよ！　ぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだ」

「あー……」

「ぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだ」

「失言しました。そろそろ勘かん弁べんしてください」

　参ったと言うより疲れたらしいエンジが白旗を揚あげた。

「分かればいいのよっ！　まぁ私も、そういう事情なら、今から四人で行くのはオッケーよ。確かにこれはあんまり人目にさらしたくない気持ち、分かるもん」

　ナツキは、視線を逸そらそうとしつつも、やはり見てしまう。そんな風にノーザンライツを見ていた。

「すごい武器だし。もしかしたらちょうだいちょうだいって、ストーカーされちゃうかもね。レアアイテムハンターとか言って、マナー悪いのがいるみたいだし」

「あと……」

　しばらく黙りがちだったオリエが口を開いた。

　話しかけた相手は、拗すねているリョータだった。

「エンドバウムは、ユウマ君を一撃で倒しちゃったよね……？　そのことについては、何か調べてる？」

　リョータは「あっ」という顔をした。

「多段については、忘れてたよ……！　そっちまで調べてる余裕なくて……、うわぁどうしよう」

「え。なになに、どういうこと？」

　ユウマは一いつ生しよう懸けん命めい謝あやまろうとするリョータを「いいから」と押さえた。

「あいつ、多段まで使ってくるんだ」

「多段？　なんでそんなの分かるのよ。一回戦っただけなんでしょ？」

　会話について行けない顔をしていたのは、エンジだった。オリエは自分で多段について調べ、今ではそれが何か知っている。

「なんや多段って」

「今聞いたみたいなことが起こるのよ。モンスターからは一発しかくらってないように見えるのに、その実、四発分のダメージを食らってるの。表に出る数字は、ダメージの合計値だから一撃なのか多段なのかは、見た目じゃ判断できなくて、検証してみないと分かんないんだけど」

「それ、クリティカルやったんと違うんか？」

「違う。そういうエフェクトは出てなかった」

「ユウマ君は、本当であれば敵の攻撃を五、六回耐えられるだけのＨＰの残量があったの。なのに、それを一気に削られたのよ」

「ふーん。じゃあ自信家の誤解ってわけじゃないんだ……多段かあ。うーん」

「多段やと、なにが問題やねん？」

「基本的には、一発に見えてたくさん攻撃くらってること。一回ガードしたとしても、残り攻撃でダメージ食らっちゃう。私の使える法力の中に、敵の攻撃を無効にするものがあるけど、多段には意味ないし……驚異的な反射能力とかで回避できたらいいんだけど」

「それしかない……か」

　呟いたユウマを、ナツキは驚いて見つめ直した。







「そろそろ相談時間が長くなってきすぎたんと違うか？　ケルベロスに、青白大男やろ……残り、何時間や」

「三時間」

　ウィンドウを確かく認にんし、答えるユウマの声も暗かった。

「少ないな。少なすぎるで。そもそもまず、ケルベロスを倒す。俺のＭＰは三百ある。一番強い魔法は、たぶん敵のＨＰを一万ぐらい削るはずや。消費ＭＰは三十。その魔法を十十回唱えたら……十万や。俺の火力じゃ、あのでか犬のＨＰを五分の一しか削られへんっちゅうこっちゃ。……っと待て待て。そんな不安そうな顔せんでも」

「してない」

「俺は結構いいアイテム持っとるんや。ラクリマっつってな。ＭＰを最大値まで回復する。それが二個。ちなみに一個五千ドラムするからな。俺はこの戦いに一万ドラムをつぎ込むという……それはともかく。二回ＭＰ回復させて敵にダメージ与えたら、三十万や。半分強やな。ちなみにこの前この戦法で戦ったけど、二時間は軽くかかったで。残り一時間でボスに当たるのは……ちょっとしんどい気はする」

　エンジはつらつらと、ごく当たり前のように計算してみせる。常に自分の与えるダメージ量を計算して、敵に当たっているのだろう。

　ユウマは、エンジは頼たのもしいと感じた。

「四人で当たっても、かな？」

「そのときは六人パーティやった。剣が三人、回復が二人、魔法が俺一人」

「……ねぇユウマ君、俺のことが戦力に入ってないんだけど……なんでかな……」

　おそらく、時間内に二匹の敵を倒すのは難しい。

　対ケルベロス戦ではひたすら削っていく作業になるが、対エンドバウム戦では相手の戦い方を探りながらの戦いになる。どちらを倒すのにも時間がかかるだろう。

　そしてＨＰを温存しながらの戦い、ということになれば、ユウマはノーザンライツの力を解放することができない。能力を使わずに、単なる打撃ダメージのみで戦わねばならない。

　一人であれば、絶対に避さけた戦いだろう。

　ＨＰの最大値が九。敵のダメージを食らえば一ずつ減っていく。ユウマに与えられた猶ゆう予よは九回しかないのだ。




「……ねえ、みんな。作戦、立てたんだけど聞いてくれる？」

　テーブルの上に両手を置き、オリエが立ち上がった。

　場の注目を集めたところでオリエは深く頷うなずくと、意を決したように顔を上げた。

「まず、二手に分かれるの」

「はぁっ？　何言うとるねん。ただでさえ少ない人数、さらに分けてどないするんや」

「うん。それはよく分かってる。普通だったらそうなんだけど……でも、ユウマ君は特別だから。それができるの」

「だけどオリエ……どう分かれるんだ？」

　ユウマはナツキをちらりと見た。ナツキの、敵の攻撃を無効にする法力には興味がある。四回のみでも、あるいはそれをうまく使うことができれば。エンドバウムに向かうことはできるのではないか……。

　だが打撃が効かないのであれば、自分は役には立たない。エンドバウムを守る宝石を、打破しなければならないのだ。

「ケルベロスには、ユウマ君とエンジ君。そして残りの三人、私とナツキとリョータ君で、エンドバウムに向かうの」

　初めて数に入れてもらったリョータが、顔を輝かがやかせる。

「うん、俺、頑張るよ！　やるよ！」

　納なつ得とくのいっていないユウマに、オリエは説明した。

　ユウマ君は魔ま法ほう攻こう撃げきをもっていないから、エンドバウムにダメージを与えることはできない。だからケルベロスに。

　できれば敵の数を速そつ攻こうで減らしたい。となれば、誰だれかがエンドバウムをとどめている内に、最大火力でもってケルベロスに当たる。つまり、エンジが。

　ナツキは双そう方ほうのバランスを見ながら、回復。リョータも豊富にアイテムを所有しているから、後衛としてメンバーの回復に当たる。

　そしてオリエが、エンドバウムの黒い宝石を破壊に当たる。

「私、そのためにこのところずっと雷かみなり魔ま法ほうを磨みがき上げてきたの。打撃が効かないんだったらそれしかないって。五万削るだけなら、私だってできると思う……」

「オリエ！　それだと君が危険すぎる」

「もちろん私じゃ、エンドバウムは倒せないと思う。この前から頑張ってレベル上げたけど、まだユウマ君みたいな強さには至ってない。けどね、たぶん、五万くらいなら。ユウマ君たちが戦ってる間に、黒い宝石くらいなら壊せると思うの」

「でも」

　ユウマの脳のう裏りには、黄金竜と戦ったときの光景が思い浮かんでいた。

　あのときもオリエは、こんな風に自分の身を捧ささげるような真ま似ねをした。

「ユウマ君とエンジ君なら、ケルベロスにそんなに苦戦しないと思う。……すぐにかけつけてくれるよね」

　オリエは首を傾げた。赤いリボンが揺れる。

「分かった……頑張るよ。すぐにそっちに合流する。俺は、君が前みたいなことになるのは、絶対いやだから……」

　もちろん、とオリエは頷いた。さらさらと流れた髪にユウマは触れたくなった。だが、あのときのように無造作に指を伸のばすことは、もうできなかった。




「……とりあえず、もう議論してる暇ひまはなさそうやな。出発や」

「じゃあ、行きましょうか！」

　メンバーは皆みな、力強く頷いた。







reverieSIDE

９章　ようこそ、皆さん







　ゲーム内の時間帯が移り変わるには、まだ早すぎた。

　空は漆黒に染まっている。

　長々と話しすぎた。パーティを組んだ一同は、坂道を上っていく。誰ともなく早足になり、走り出そうとするのをこらえた。




　ケルベロスは無感動に敵の接近を知覚した。近づくものを許さない。プログラムされた通りの衝しよう動どうに従い、寝ねそべっていた身を起こす。

　グルゥゥゥ……低いうなり声は、ともすれば風の音に混じるほどに掠かすれて聞こえる。警告は放たれた。

　戦いだ。

　戦いだ。

　戦いだ。

　三つの頭が起き上がる。赤い目は、いずれも瞬きをしない。まぶたの裏に一瞬たりとも邪じや魔まされることのないよう。近づくその距離は、殺さつ戮りくの衝動を高めるための時間だ。

　メインディッシュを味わう前に、その香かおりを楽しむような。

「来ましたね」

　ケルベロスは女め神がみ像ぞうの足あし下もとにいた。それは彼女の飼い主を思わせるモノで、そばにいるのは嬉うれしかった。大男さえいなければ。

　エンドバウムはワイングラスを床ゆかに叩きつけた。血のような色の液体が床にこぼれる。それはプレイヤーたちを歓かん迎げいするための乾かん杯ぱいだった。

「青い髪の魔女よ、あなたはそこで見ているが良い」

「…………」

　鳥籠の中の少女は、返事をしない。ただその眼まな差ざしは、一心に扉の向こうに向かっている。







「いいか、無む茶ちやしたらあかんで。死んだら元も子もないからな。俺らが行くまで待っとけよ」

「うるさいよ、オリエは私が守るんだからね、あんたさっさと倒して来なさいよね。間ま違ちがって全ぜん滅めつでもしようもんなら……笑っちゃうよ？」

　ナツキとエンジは、互いの右の手の平をぱんと叩たたくように合わせた。

「ユウマ君、気をつけてね」

「オリエも……！」

　距離を取ろうとしたオリエの手を、ユウマの手が掴んだ。

「俺は、すぐにケルベロスを倒してそっちに行く……それまで、頑張ってくれ。信じてるから」

　オリエはびっくりしたように目を丸くし、すぐに笑顔を作った。こんなに嬉しそうなオリエの顔を見たのは、初めてかも知れない。そしてユウマがこのゲームの中で、誰かを頼るようなことを言うのも。

　その手を離はなしたのはオリエが先だった。

　俺にはなにも言ってくれないんだぁーっ、と叫ぶリョータの後ろ頭を、ユウマ、エンジ、ナツキ、オリエが小さく叩いた。リョータはびっくり顔で黙った。そして右の扉をユウマが、左の扉をエンジが蹴飛ばして開けた。




「ようこそ、皆さん」

　もしこれがＢＧＭの流れるゲームなのであれば、おそらく荘そう重ちようなパイプオルガンの曲が流れていただろう。不死者の王はプレイヤーたちを礼れい儀ぎ正しく迎えた。

「なんの用、とは尋ねるも愚おろか。あなたたちがここに来た理由は明白。我が輩の出した招待状は無む駄だではなかったことに、喜びを感じていますよ」

　朗々と、天てん井じようにまで響ひびく声だった。

「ならば我々は、全力でもって応こたえねばならない……さぁ！　冒ぼう険けん者しやどもよ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの歌を奏かなでながら地の底に眠るがいい……！」

　エンドバウムの背後から怒濤のようにコウモリが飛び立った。まるで波が砕くだけるようにコウモリたちは砕け散り、聖堂の中を暗闇で満たしていった。明らかに視界を悪くして彼らを動どう揺ようさせるためのものだった。しかしユウマたちは誰一人困こん惑わくしなかった。自分たちが目的とするモンスターは、決まっている。

「来いや！」

　エンジがケルベロスを挑発した。二人で片付けられる位置まで、誘導する。




　ケルベロスは相方の口上など、聞いていなかった。解き放たれた矢のようにダッシュする。三つの頭が唾だ液えきをまき散らす凶きよう相そうで、ケルベロスは、跳とんだ。敵を頭から食らおうとする。

　代わりに食らったのは、手痛い返礼だった。黒い刃やいばが、中央の頭を貫つらぬこうと突き出される。ケルベロスはすんでのところでそれをかわした。四つの脚でしっかりと床に着地し、獰猛に牙きばをむく。

　獣に相対するのは、

「ワクワクするやろ、ユウマ」

と笑う赤毛の少年と、

「回復は自力で頼むよ、エンジ」

と大剣を構える、冷めた目の少年だった。




「混戦には美学がない。分けてしまいましたが……我が輩の相手は、あなたたちですか」

「ええ、今回は私があなた担当なの」

　肩かたをすくめるエンドバウムに、槍の切っ先を向けるのはオリエだ。槍の防ぼう御ぎよ技わざを使って狙ねらい撃うちされそうになったリョータを庇かばい、背後から襲おそいかかってくるエンドバウムの攻撃を受けた。

「おや……、なんだ、君たちがメイプルちゃんに向かっている間に一人、一人減らしていこうかと思っていたんですが」

「残念ね。私はあなたから目を離さないわ」

「……淑しゆく女じよからのお誘さそいを、断る必要はありませんね」

　エンドバウムは、にたりと笑った。







　が、と空気を砕くだくような牙をむき、ケルベロスは咆ほう哮こうした。敵を威い圧あつし、凍こおりつかせるハウリング。一定レベル以下のプレイヤーを行動不可にする効果がある。

　だがユウマはノーザンライツの効果によって無効、精神力関連のステータスが高いエンジにも効かなかった。




「行くでぇぇっ、［最後The end の炎of blaze］！」




　先手必勝、とばかりにエンジが呪文を唱える。

　高レベルの魔法は、詠えい唱しようする単語が多い。だが、エンジの唱えたのは、初期魔法にも匹ひつ敵てきするような短呪だった。

　それは店で買えるたぐいの魔法ではなかった。呪文に反応し、エンジの手首から鎖くさりが伸びる。まるで生きているように……蛇へびのように鎌かま首くびをもたげ、次の瞬間空中に魔ま法ほう陣じんを描えがいた。

　エンジの装備する［亡もう者じやの鎖］は、装備した者に固有魔法の詠唱を許す。描かれた魔法陣に炎が宿る。赤、黄、青、様々な色を混ぜた炎えん熱ねつに、ユウマは一瞬気を取られる。

　魔法は普通、詠唱を終えたときに放たれる。

　だがこの鎖の魔法はそうではなかった。エンジは魔法陣を保ったまま、なかなか炎を放とうとしない。

　エンジの狙いを悟さとったユウマが、次の瞬しゆん間かん跳ちよう躍やくする。気づいたケルベロスが身体を反転させ、ユウマの攻撃を避けたが、それはエンジに攻撃チャンスを与えるものだった。

「［行けGo］！」

　炎はまるでエンジに忠誠を誓ちかった蛇のように、放たれていく。熱はケルベロスの身を灼やき、咆哮を上げさせた。三つの頭のひとつがギロリとエンジを向き、怒いかりに燃えて飛びかかろうと身体を反転させる。

　二人の位置取りも絶ぜつ妙みようだった。集中攻撃を受ける可能性はあるが、一方が攻撃を受けているときに片方が攻撃を行う。

　エンジを狙うケルベロスの背中を、ユウマが急きゆう襲しゆうする。

「うあああああーっ」

　背中を割る勢いで叩きつけられるノーザンライツの刃。

　集中状態にあるとき、ユウマはノーザンライツの声が聞こえる気がする。もっと。もっと。もっと。もっと。厭あかずに血を求める、飢うえた獣のような声で。乾いた声で求めている。いくら与えても、満足することなどない。

　声は、自分の中に響いている。

　声は、どんどん大きくなっていく。

　不意に、金髪の魔女の声が交じる。

　死ねばいい。

　殺せばいい。

　命を奪うばえ。

　神と化せ。

　愛しているわ、とあの唇くちびるで甘あまい言葉を囁くならば、それは偽いつわりであり、心を刺さす甘い毒だ。レンが渡わたした、青い髪の魔女が渡した、つまりこの剣は金髪の魔女が渡した。この世界を支配する者として。彼女はひとつの命題だ。

　ノーザンライツはいつも問うてくる。

　小さな問いは、一人の少女から放たれる。

「お兄ちゃん」

「お兄ちゃん」

「…………助けて、くれないの？」

「お兄ちゃん、ねぇ……」

「お願い」

「どうか、…………を、…………い」

　レン、と呟く。それがこの呪のろいの剣を持って立っていられる、理由だった。







　エンドバウムは、この村を滅ぼした。ナツキはその理由で怒おこっているが、オリエは違ちがう。

　全然違う理由で怒っている。

　息を吸い込み、吐はき出した。

　ステンドグラスの光を浴びているその白い肌はだは、虹にじ色いろの光をそのまま映し出している。生きているとは思えない顔色に見え、オリエはひそかに嫌悪に震えた。

「お嬢じようさん」

と囁きかけてくる気色の悪い猫なで声ごえ。

　生きてなどいない。あれは、データの存在だ。

　頭では分かっているのに、感覚が理解を拒きよ否ひする。あれは、生きて、目の前に立っている。そのリアルが、脳に幻げん想そうを肯こう定ていさせる。彼の笑えみの成分を含ふくんだ空気、圧あつ倒とう的てきに立ちはだかる存在、こちらを虫けらと見下す威圧。

　画面の向こうの敵と戦うのとは、わけが違う。

　ナツキだって、決してゾンビなど怖こわがるような殊しゆ勝しような少女ではない。エンジだって、もちろんそうだろう。ただこのゲームにおいて作られている存在が、あまりにも本物らしいのだ。

「可愛らしいお嬢さんがた。我が輩を怖いと言いなさい。泣きながら、ひれ伏し、謝罪しなさい」

　ぼとり、といきなり目の前に落ちてきた大だい蛇じやが毒どく牙がをさらしたならば、こんな気持ちになるだろうか。

「いやよ」

　オリエは、せいぜい高こう慢まんに見えるようにあごを上げて言った。

「あなたなんて、怖くないわ」

　四本腕うでの女神像の足下には、大きな黒い鳥籠が置かれている。瞬きをして確かめる。そこには、青い髪の魔女がいる。椅子に座り、オリエを見ている。

　感情の淡あわい少女に見えた。だがすぐにそうではないと気づいた。彼女は一心にオリエたちを見つめ、一いつ瞬しゆんたりとも逸らさない。




　オリエ。

と、名前を呼ばれた気がして、オリエは瞬きした。

　青い髪の魔ま女じよの口は全く動いていない。

　……なんだろう？

　オリエは、胸を押おさえた。

　心臓に痛みを感じる。動どう悸きがしている。緊きん張ちようのせいだろうか？




「そうですか。一応敬意を表してさしあげましょう。ですが……同時に、哀あわれだとも思いますねぇ……は、ははは」

　乾かわいた声で、グリザリー・エンドバウムは笑った。

　その目は笑っていない。

「ははは、はははは。ははは、ははははは、はははははははは！」

　狂くるった音程で、不死者の王は嗤わらう。

　オリエは槍を構えた。ナツキは杖つえを、リョータは剣を。

「ははははは。虫けらどもめ、血ち反へ吐どを吐き散らせェェエエエェェエエーーッ」

　ごうと空気の塊かたまりが動く音がした。

　マントを翻ひるがえらせて、エンドバウムがダッシュしてきた。

　エンドバウムの身体は、三人に襲いかかる大波のようだった。そしてエンドバウムは、緋色の槍を現出させた。三つに分かれた穂ほ先さきは、生意気な口をきいたオリエをまっすぐに狙っていた。オリエは、自分の槍を横向きに持もち替かえる。

　敵の攻こう撃げきを受け止める。

　剛ごう力りきでもって打ち込まれた一いち撃げきを耐たえる。

「天にまします我らの父よ、かの者を守り給たまえ……［神々のprotectio守護n of God］！」

　ナツキの法力がオリエに干かん渉しようする。ユウマの敗北を見てから、オリエは戦闘を繰くり返かえした。装備で守備力が上げられない分スキルで補うべく、技術を上げたのだ。

　そして剣を構えていたはずのリョータは、剣を投げ捨てていた。だが、逃にげるためではない。

　アイテムを使った。

「［エウレカの翼つばさ］を、オリエに！」

　ウィンドウを操作しながら口に出している。そのアイテムは、魔法による攻撃ダメージを、倍加するためのものだった。

　そしてオリエは、装備アイテムの全てを、魔ま力りよくを高めたり、魔法ダメージを高めるものばかりにしていた。




「［翻れWave、雷thunder嵐 storm］ーーーっ！」




　それはいわば本職の魔ま法ほう使つかいであるエンジからすれば、ランクで言えばＢクラスの魔法だった。町で習うことができる。ＭＰ消費は十程度と効率はいいのだが、対象となるのが一匹限りなのが「惜おしい」とされている。

　だがオリエにはそれで十分だった。

　敵は一人なのだ。守備力、速度を犠ぎ牲せいにして魔力を上げているが、それも構わない。今のオリエは、槍使いとしては異常なほど魔力をブーストさせている。




　呪じゆ文もん詠えい唱しようを聞いたとき、その魔法の知識があるエンドバウムは鼻で笑った。所しよ詮せん、この程度の浅あさ知ぢ恵えか、と侮あなどった。

「む？　……むわああーーっ？」

　頭から雷らい撃げきが落ちた。それはその魔法のレベルからして、不ふ釣つり合あいなほどの効果だった。

　後頭部を巨きよ大だいな手で殴なぐりつけられたような衝しよう撃げき、そして全身にしびれが走った。視界が真っ白になる。雷撃が彼の身体を貫き、灼いているのだ。

　エンドバウムは床の上に倒たおれていた。

　表示されたダメージは、約七千。

　あり得ない。絶対にあり得ない。あり得ないにもほどがある。

　レベル三十そこそこの小こ娘むすめにいいようにされるわけにはいかない。金髪の魔女は、彼にワールドエンドライツを渡した。それは彼に対する信頼の証であり……魔女に対する忠誠を、能力を認められたということだ。

　緋色の槍が、振しん動どうしている。

　彼に所有されるのをいやがり、抵てい抗こうしている。イノチもないくせに、意思があるようにふるまうのはやめろ。エンドバウムはそう小さく告げて槍を握りしめた。

　どんな所有者がいいのかは知らないが、お前はこの不死の手に握られているのが似合いだ。




「やったね、オリエ！」

　倒れたエンドバウムを前に、オリエはガッツポーズを決めそうになった。だが、耐えた。まだだ。まだ早い。黒い宝石を崩ほう壊かいさせるには、これをあと何回も繰り返さなければならないのだ。

「あ、アイテム……回復。回復。回復」

　リョータはどれだけアイテムを持っているのか、前衛タイプのくせにすっかりアイテム係になっている。だが彼の使うタイミングは絶妙で、オリエもそれは認めざるを得ない。

「ごめん、ナツキ、またフォロー頼むね！」

　ナツキは親指を立ててみせる。杖を武器として扱あつかえば、馬ば鹿か力ぢからの攻こう撃げき力りよくを持っているのだが、エンドバウムには武器による攻撃が無効なのだ。




　エンドバウムがゆらりと立ち上がった。黒い爪つめの右手で、顔を覆おおっている。

「我わが輩にィ……かなうと思っているのかぁぁぁ！」

　オリエは防ぼう御ぎよした。

　なぜか、エンドバウムはオリエばかり攻撃してくる。それは都合が良かった。槍やりを使い、敵の攻撃をはじく。それはユウマの戦闘を見て覚えた真似だ。このゲームの戦闘は、この世に数多あまたあるＲＰＧゲームの戦闘とは異質な部分がある。ユウマの反射神経などはその最たるもので、あれはゲーム内のステータスの数値と何ら関係のない、本人の生まれ持った資質だ。だがそれが戦闘においては非常に有効だった。

　エンドバウムの胸には黒い宝石があった。

　試ためしにオリエはそれを槍で貫こうとした。だが、［武器The atta攻撃ck with 無arms is 効invalid.］と表示される。ＨＰゲージは全く減らない。

「小こ賢ざかしい、生意気、お前たちは虫けら、下らない存在のくせに……」

　オリエにとって幸運だったことに、エンドバウムは武器を持ったことで、多段攻撃が使えなくなっていた。彼が槍を装備していなければ、オリエは手痛いダメージを負わされたことだろう。また、槍はエンドバウムの特とく殊しゆ攻こう撃げきを複数奪っていた。

　緋色の槍。

　オリエは攻撃を受けるまでの一秒、目を見開いて凝視していた。

　自分の呼吸すら、遠い世界の出来事のようだ。

　……オリエ。

　自らの名前を呼ぶ声を聞いた気がして、オリエは混乱する。その声はよく知っている。だが、そんなはずはない。

　わたしはここにいると、彼かの女じよは言った。だが、そんなはずはない。

　槍はまるでオリエを求めるかのように、オリエに向かっていく。ナツキはオリエを守護する法力を使う。そしてリョータも、オリエをサポートするアイテムを使用する。

　……オリエ。

　……オリエ。

　そんなはずは、ない。否定しても否定してもその声は届く。オリエは混乱しながら、槍で防御する。不意を衝つかれ、身体が吹ふっ飛とばされるほどの攻撃を受けた。




「我に従え、サウスオブヘヴン！　この娘むすめの命を、奪うのだ！」




　横薙なぎの一撃に、オリエの身体は吹っ飛ばされる。青い髪の魔女の閉じ込められた鳥籠にぶつかり、止まった。ずるずると床に滑すべり落おちる。

「オリエぇぇっ！」

　ナツキが叫さけぶ。オリエの身体は、まだ消えていない。ＨＰゲージを確認する暇などない。まだオリエの身体が見えている。その事実だけを頼たよりに、回復の呪じゆ文もんを唱える。泣きたくなるほどにもどかしい、エフェクトが現れるまでの数秒。

　リョータの使った回復薬と、ナツキの法力で、ほとんどゼロに近づいていたオリエのＨＰゲージはなんとか半分まで戻もどった。ふらふらになって立ち上がりながら、オリエは雷撃の呪文を口にした。

　避けることなどできず、エンドバウムは再び呪文を身に受ける。それを目の前で見つめるオリエの口から、「サウスオブヘブン……」という呟きが漏もれた。

　オリエは槍を構えながら、背後の鳥籠の中にいる青い髪の魔女に問いかける。

「ねえ……あなた、魔女なんでしょう？」

「……ええ」

「教えて。どうして、あの槍から、お姉ちゃんの声が聞こえるの……？」

　このゲームでは、魔女は願いを叶かなえるという。

　青い髪の魔女は答えた。

「それは、あなたの思っているとおりだから」




　攻撃を受けていたエンドバウムは、悟った。

　この三人のパーティの内、彼に効果的な攻撃を行うことができるのは、この槍使いの少女だけだ。

　消そう。

　この場から、消してしまおう。

　緋色の槍が手の中で震ふるえるように蠢うごめく。そこにある意思は無視しなければならない。否、槍に意思などないのだ。金髪の魔女が何をしているかは、彼の考えの及およぶところではない。こんなにも彼を拒否する、彼を否定する武器を与えたことの意味など、知らない。知りたくない。知らなくていい。

「［翻れWave、雷thunder嵐 storm］……！」

「むう、うああーーっ」

　魔法を受けながらエンドバウムは疾しつ駆くした。まっすぐに、オリエを目指す。殺さなければ。消さなければ。倒さなければ。槍が、まっすぐに。この少女を目指している。彼を否定しながら、見つけた。見つけた。見つけたと、嬉しげに叫んでいる。

　金髪の魔女の、笑みに歪む唇。

　優美。だが、押しつけがましい女性らしさに、ひとかけらの嫌けん悪おを抱いだかないわけにはいかなかった。だがそれを否定する。認めるわけにはいかない。足下から瓦が解かいしてしまう。




　不可能を可能にするべく、全身の力を振り絞しぼり、エンドバウムは穂先を少女の喉のど元もとに向ける。ＨＰは回復したが、衝撃はまだ残っているふらつく足で、少女は立っている。

　緋色の槍には、意思がある。

　少女を見つけた途と端たん、狂ったように荒あれている。

　穂先を少し前に突き出すだけでいい。エンドバウムには分かっていた。それで少女の命を奪うことができる。

　だができない。緋色の槍がそれを拒否している。腕の筋肉を振り絞ろうと、その簡単な動作だけが許されない。ここに来たのがオリエ以外の誰かだったならば、それはたやすいことだったろうに。

「ワールド、エンド、ライツ……」

　オリエは目を見開いたまま、ぺたりと床に膝ひざを突いた。

「お姉ちゃん、なの……？」




「しっかりして、オリエーっ！」

　そのときナツキの頭に閃ひらめいたのは、不死系モンスターに対してのみ有効な攻撃手段だった。不死系モンスターの身体は、生きていない。生きた身体には有効なものが、彼らにとっては致ち命めい的てきになったりする。

　ゾンビに回復呪法を施ほどこした場合、ダメージを与えることがある。そういう噂を思い出したのだ。敵を回復させて取り返しの付かないことになったら困るので今までは確認せずにいたが、オリエがピンチに陥おちいっているこの場面では、むしろ試してみるべきだ。




「死なばもろともよ……っ、［ヒールHeal］！」




　ナツキは、それが起死回生の一撃になればいいなと思っていた。同時に、そうはならないだろうことも分かっていた。僧そう侶りよ系では一番簡単な魔法だ。ボスキャラを倒してしまえるはずもない。

　だが、ナツキの想像以上にそれは有効な一撃だった。

　ヒールの光はエンドバウムの全身を包つつみ、まるでぱちぱちと爆はぜる火花のような光が顔面をも覆った。攻撃としてではなく、目つぶしとしてそれは有効だった。エンドバウムは緋色の槍を取り落とす。槍が、床の上を転がっていく。

「オリエ、槍を拾うんだあ！」

　リョータが叫ぶ。そしてオリエは、慌ててエンドバウムの手からこぼれ落ちた緋色の槍を拾おうとした。その手を、エンドバウムの足の裏が踏ふんづける。予想していなかったオリエはまともに踏まれたが、踏まれたまま違う手を槍に向かって伸ばした。そして槍は、その手の中に転がっていく。エンドバウムの顔が、ひどく歪んだ。




　金色の装そう飾しよくのついた緋ひ色いろの槍が、オリエの手の中に収まった。

『This is one of WORLD END LIGHTS』

『SOUTH OF HEAVEN』

　ウィンドウが立ち上がる。

『装備しまDo you eすか？quip it?』

　オリエは迷うことなく「Yes」と選せん択たくする。まるで喜んでいるように、祝福するように、緋色の槍が震えている。オリエは、サウスオブヘヴンを凝ぎよう視しした。だが求める答は返ってこない。

　確かに聞いた。エンドバウムの攻撃のさなかに。

　間違いようのない、今も記憶の確かな、姉の声で。




　わたしは　いまも　ここにいるわ

……と。




「武器を奪うとは……やってくれますね、お嬢さん。可愛い顔をして、かなり手て癖くせが悪いようだ」

　オリエは緋色の槍を構える。それは彼女のためにデザインされたかのように、オリエにとてもよく似合った。

「ごめんなさい」

　自分のものだ、と主張されるよりもその返答はエンドバウムにとって意外だった。苦く笑しようを浮かべそうになるが、憤いきどおりがすぐにそれを押し流ながしてしまう。

「……私の姉の声がしたような気がするの。これは一体、どういうことなの……この槍は、なんなの？」

「さあァ。我が輩に分かることは、その槍はそもそも我が輩のものではあり得なかった。それを知っていて、あの方がそれを下さったということだけだ」

　エンドバウムの知る限り、金髪の魔女の行動には、無駄がない。

　今起こっているのは、魔女の用意したシナリオ通りの展開なのだろう。

　つまり、それはつまり。グリザリー・エンドバウムは、槍をお届けするトランスポーターとして扱われたのだ。勝とうが、勝つまいが、どちらでもいい。いや、おそらく負けるだろう。それでもいい。ただ、ワールドエンドライツが彼らの手に届けば……。

　つまり駒こま。

　プレイヤーを成長させるための、経験値の塊。




　エンドバウムは、振り返った。

　彼を理解するであろう、ただ一人。彼女は、自分が鳥籠の中に閉じ込めた。

「理解しているのか……？」

　青い髪かみの魔女は、動かない。

「我々は道具なのだ。それを、平気なのか、あなたは！」

　そしてエンドバウムは、まるで花が開くように。純真さがこぼれ落ちるような、胸が痛くなるようないじらしさで、青い髪の魔女が微笑ほほえむのを見た。

　彼に笑いかけたのではない。

　青い髪の魔女の目は、まるでエンドバウムが透とう明めいであるかのように、その向こう側を見ていた。ケルベロスの攻撃をねじ伏ふせ、倒してしまったアッシュグレイの髪の少年。

　少年もまた、青い髪の魔女を見ていた。

　どこか面おも差ざしの似た笑え顔がおで。

　ケルベロスが光の粒つぶになって、消えていく。その首は二つまでつぶされた。あの獰どう猛もうな魔ま物ものまでが、あの少年の供く物もつとして捧げられた。




「グリザリー・エンドバウム」

　重じゆう厚こうなはずの彼かれの身体は、今はまるで紙切れ一枚のような薄うすっぺらさだった。青い髪の魔女が彼の名前を呼んでも反応がない。やがてのろのろと視線を動かした。

「神に捨てられた気持ちは、分かります」

「………………」

「でも、それは特別なことじゃない。人はみんな、神様に捨てられた存在だから。あなたは、そもそものはじめから間違っていたんです」

　エンドバウムは目を見開いた。

　そして、鼻にしわを寄せて苦い笑みを浮かべた。

「残ざん酷こくな悟りだ。あなたは、少女の形をしているのに、やはり……魔女だ」

　青い髪の魔女はそれ以上何も言わなかった。

　エンドバウムは振り返る。そこには、分断したはずのメンバーが揃っている。三人の少年に二人の少女。そして二つのワールドエンドライツ。

「全員揃ったところで、行くでぇ！」

　赤毛の少年の魔ま法ほうが、放たれる。

「ＭＰ、まだ使い切ってなかったのっ？」

　炎の風に髪を荒らされつつ、法力を使う少女が問う。

「ほんま、強すぎるでこのユウマは……ケルベロス、三枚におろしよった」




　炎はエンドバウムを守護していた黒い宝石を砕いた。エンドバウムは瞬まばたきもせずにそれを見ていた。

　サウスオブヘヴンを失った。

　ケルベロスを失った。

　そして、彼を守護していた黒い宝石も失った。

「それで我が輩を追おい詰つめたつもりか……？」

　瞬きもせず、少年たちをねめつける。その陰いん湿しつな迫はく力りよくに、悲鳴を上げたのはリョータだ。

「笑しよう止し……それで、我が輩が破れると思うなよぉぉぉ、虫けらがぁぁぁぁあーっ」

　エンドバウムはプレイヤーたちに襲いかかった。




　前衛に出ているのはユウマ、そしてオリエだ。エンドバウムの攻撃は激しく、向こう見ずだ。ユウマがノーザンライツの攻撃を繰り出しても、それを受けながら両りよう腕うでを振るう。元々エンドバウムは槍を使うタイプではなかった。身一つで戦うスタイルこそが、彼の力をもっとも生かす。たまたま攻撃の当たったオリエの、その防御を貫かん通つうする。

「くぅっ……！」

　ＨＰゲージが真っ赤に染まっていく。後方から回復魔法が放たれる。

　エンドバウムは右頬に炎の魔法を受けた。受けながら、笑った。

　炎は徐じよ々じよに大きく育ち、彼の右半身を燃やす。炎熱に耐えながら、エンドバウムは攻撃を繰り出す。

「［漆しつ黒こくの衝動］……！」

　策など本当はいらなかった。むしろ策は彼を弱くした。本来の姿で戦うことができれば、この自分が絶対に負けるはずはない。

　殺す。

　それは金髪の魔女が望んだことだ。

　間違いない。そうすれば、彼女は。神は、振り返る。




「サウスオブヘヴン……」

　その力は、武器に認められた者にしか、使うことはできない。少女の声に応えて、槍が能力を発揮する。

「［鉄壁なImpregnabる守護le guard］……！」

　それは、味方を守護する力だった。ユウマへの攻撃を、オリエがその槍で受け止める。火花のエフェクトが飛び散る。攻撃を防がれてもエンドバウムは動じなかった。彼の攻撃の真骨頂は、ランダムで多段の織り込まれる、左右両りよう腕うでから繰り出される続けざまの打撃なのだ。

　サウスオブヘヴンは多段すら防いだ。だが、それは次の瞬間に繰り出される左腕の攻撃をも止めるものではなかった。

　エンドバウムは勝利を確信する。

　左腕で、ユウマを狙う。それは間違いなく、腹をえぐるための一撃。漆黒の爪がまっすぐに、外れるはずのない精度で、速度で、穿うがたれる。

　その必中の一撃を、かわされた。ユウマの身体はエンドバウムの目の前で消えた。エンドバウムの処理能力を超える動き。まるで消失したように見える、驚異的な反射神経。

「…………あ？」

　避けられた、と認識した次の瞬間、あり得ない位置から、あり得ない速度で黒い刃が襲いかかってくる。

「な……なぜ……」

　なぜ頭上から落ちてくる？　エンドバウムは混乱する。

　上？　跳ちよう躍やくしたというのか？

　不思議に思った瞬間に、エンドバウムは脳天からノーザンライツの一撃を受けていた。黒い宝石の守護を失った彼には、その一撃は致命的だった。ほとんど身体が二つ折りになるほどの衝撃を受け、地面に転がる。血反吐を吐き散らしながら、まるで虫けらのように。

　床をかき、力を振り絞って上半身を持ち上げる。そこには、王である自分を見下ろしている、少年の顔がある。つかみかかろうとする手が、色と重さを失っていく。

「く、ぐぉぉおおおおおおおおお、認めない、認めない、認めない、認めないぞ、我が輩は、破れぬ……敗北などぉぉぉぁぁぁぁああああああ！」
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　叫びながら、彼の身体は光の粒と化していった。不死者の王の最さい期ごだった。




　この瞬間、彼に殺された人々が永遠の眠ねむりについたのだった。

　そしてそのときユウマの身体に刻まれた［深紅のThe cardi刻印nal mark］が消失した。ウィンドウを開き、存在値を確認する。そこにはもう、残り時間は表示されていない。

「やったねユウマ君！　お、俺……嬉しくて泣きそう」

「最高の気分……！」

「ほんまや。なんかやり遂とげた感、半はん端ぱないで。こりゃもう、祝しゆく杯はいしかないわな！　……もちろん、コーラでな」

　ユウマはオリエに近づいていった。ぼんやりとしていたオリエは、ユウマに大だい丈じよう夫ぶかと訊きかれ、ぶんぶん頷いた。頷いた勢いのあまり、涙なみだが出てくる。びっくりしたユウマが「……そんなに怖かったのか？」と言った。それにはオリエは首を振った。

「う、嬉しいの」

　戦闘に勝ったから泣いているのではない。

　サウスオブヘヴンは、攻撃力はそこらの槍と大差はない。それは防御に特化した力だった。その特とく殊しゆ能力［鉄壁のImpregnab守護le guard］は、敵の攻撃を防ぐためのものだ。

　非常な強さとは裏腹に、ユウマは限界を抱いている。守ることができたら、と思っていた。彼の強さに追いつくことはできなくても、その背中を守ることができたなら、と。

　この槍があれば、その願いは叶う。嬉しくてめまいがしそうだ。だが。

　わたしは　いまも　ここにいるわ。

　……聞こえた気がしたその声が、オリエの喜びに影かげを落とす。それを知ってか知らずか、ユウマはオリエの背中を優やさしく叩いた。







　ユウマは鳥とり籠かごに近づいていった。籠かごの扉とびらと鋼鉄線を結びつけていた蝶ちようの飾かざりの付いた南なん京きん錠じようが、溶とけるように消えた。

「ありがとうございます」

　解放された青い髪の魔女は、頭を下げた。

「助けるの、遅おそくなった。……ごめん」

「いいえ。彼が私に危害を与えることはなかったのですから、もしかしたら私を助ける必要は、なかったのかも知れません」

「…………レン？」

　青い髪の魔女は、その名前の響きをかみしめるように目を閉じた。

「私は今日、神のあり方を見ました。それはあまりに残酷で……彼が可哀かわい想そうになったほどです。でも」

　深い青色をした眼差しに、かつてはなかった意志の光が浮うかんでいる。

　力強ささえ感じさせるほどに。

「私は負けたくない。ユウマさん。どうか……金髪の魔女の言う通りに動かない私を、許して下さい。もしかしたら、あなたには迷めい惑わくをかけるかも知れないけれど」

　青い髪の魔女は、金髪の魔女に渡されたアイテムを持っている。それはユウマに渡されることを期待して与えられたものだろう。だが、青い髪の魔女はそれを渡さないことにした。

「私は、人形じゃない。意志あるものとして生きたい。ユウマさん、私は……戦うことにします」

　ユウマには、妹と目の前の少女の違いを見つけることができなかった。

　それは、まさしく妹のレンが持っていた心の強さと同質だった。
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10章　止めたって、無駄だからねーっ！







　優ゆう馬まは、携けい帯たい端たん末まつを弄いじりたい衝動に耐えていた。部屋の中の空気には「緊張」「不安」などの成分が乱れ飛んでいる。

　目の前に座すわっているのは、由ゆ希き菜なだった。

　あんなことがあったとはいえ、律りち儀ぎにご飯を作りに来たのだった。今日テーブルの上に載のっているのは海え老びのクリームパスタだ。美お味いしそうな匂においにもかかわらず、まだ手を出されてはいない。

「…………」

　由希菜は頑がん固こだ。自分から口を開くことはないだろう。優馬はため息をついた。

「昨日。父さんに電話したよ」

「え」

　ぐっと握にぎった拳こぶしを膝の上に押しつけていた由希菜は、目を見開いた。

「え。それ、って……」

「確かにお前の言うとおり。自分たちで判断して良いことかどうか、それすら判断できない事こと柄がらだよな。俺はもっと早くに相談しないといけなかったと思う。そこは言い訳しない。……ごめん」

「あ、や、私も口出しする権利があるかどうか分かんないし、こっちこそ言い過ぎたなあと思ってちょっと困ってたくらいだし……その、私も、ごめん」

　しばらく二人で何を言っていいか分からず沈ちん黙もくしていたが、照れたように首を傾かしげた由希菜が「食べて」と料理を勧すすめた。

　魚ぎよ介かい類るいのエキスのしみたクリームパスタは、これがまた美味だった。海老の殻からをむいたり背わたを取ったりする作業も完かん璧ぺきにこなされている。

「……おじさんは、なんて言ってたの」

「最初は、そんな話どうでもいいって感じだったけど。ちゃんと説明した。あれは、間違いなくレンのデータを利用して作られたアバターだって。でも父さんのツテからアカデミアに調査、なんて真似はできないだろうって……そっち方面は無理だけど、でもできる限り調べてみるってさ。特に、三み輪わ薫かおるって学者が気になる、って言ってた」

「そっか……」

「俺は俺で、調べてみてくれって。そんなゲーム内にダイブできるなら、それはかなり幸運なことかも知れないから。だから、最大限その幸運を利用しろって」

「……そっか。そうなんだ。分かった」

　由希菜はしばらくパスタを食べる優馬を眺めていた。テーブルクロスの上に黒いシミを見つけ、それを人差し指でなぞる。時間がたったものらしく、こすっても落ちない。

「ほんとはさ、ちょっと羨うらやましかったのかも知れない。織おり絵えちゃんと一緒にいるって、ゲームなんて、なんでって思って……」

「ああ、この前ナツキに出会ったよ」

「そっかぁ……夏なつ希きちゃんもかぁ。……って、え？」

　無心にシミをこすりながら足をもじもじさせていた由希菜は、まっすぐ起き上がった。

「夏希ちゃんが、ゲームに？　え？　なんで優馬夏希ちゃんのこと呼び捨てにしてるの……」

「だってあいつ、同じギルドに入るって言ってきかないし。織絵と一緒に装備アイテム買いに行くとか、楽しそうにしてたよ」

　由希菜は、両手を振り上げた。まさか手を振るのか？　と身構えた優馬の想像は完璧に外れ、由希菜はそのまま両手をテーブルに、思い切り、振り下ろした。

　ばーん！　と乾いた音が立つ。非常に痛そうだった。

「なにさ、なんなのさ、それ！」

「大丈夫か、手」

「手なんかどうでもいいよ！　心の傷の方が深刻だよ！　なんで優馬も織絵ちゃんも夏希ちゃんもみんな一緒にゲームしてるの！　なんで！」

　ほとんど泣きながら怒ど鳴なられる。優馬は身を引きつつ、懸けん命めいに言葉を選んだ。

「な、なんでかっつーと……お前がアカデミアの生徒じゃないから、かな？」

「ゲスト生の資格は持ってるもん！　アナザー酔よいするから、講座申し込んでなかっただけ！」

「それは、まあ……」

　由希菜は、赤くなった両手をぎゅっと握り、全力で叫んだ。

「私も！　私もやるよ、そのゲーム！　なんなら今すぐでも良いよ、行くから！　絶対行くから！　止めたって、無駄だからねーっ！」

　勢いに負けて身体を引きつつ、

「や、別に……止めないよ……」

と優馬は止めたい気持ちを押し切って、頷いたのだった。
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　μのインジケータが点てん滅めつしている。次にダイブするのは明日、あるいは明後日だ。課題がはかどっていないため、明後日になる可能性が高い。

「ギルド名が決まってないってほんま？　水くさいな、言ってくれたら俺おれが格かつ好こいい名前を考えたるで。いつでも頼ってくれ。なんやったら俺もギルドに入ったっても構わんでー」

などというメールの文面を見つつ、優馬は端たん末まつを閉じた。

　勧かん誘ゆうメールを送るのは、じらした後でも構わないだろう。その頃ころにはもしかしたら「入ったっても構わんでー」が「入れって言ってくれたらいいのに、素す直なおさが大事やで」くらいに変化しているかもしれない。そこからなおかつ時間をおいて熟成させれば、「入りたいねんけど欠員は出とるやろかああ」になるかもしれない。

　エンジは、本名は「矢ヤ原バラ円エン児ジ」といい、大おお阪さかの高校に通っているらしい。アドレスを交こう換かんすると、あっという間にメールを送ってきた。見かけによらず筆まめなようだ。逆に、リョータなどはいかにもメールが好きそうに見えるのに、結局アドレスすら交換していない。ゲーム以外では、接せつ触しよくはない。

　ギルド名については、織絵にも催さい促そくされていた。

「早く考えてね」

と来た催促メールに、メールではなく通話ボタンを押した。

「も、もしもし？　何で電話くれるの？」

　織絵はあっという間に通話に出た。何な故ぜかとてもびっくりしているようだ。メールを送るのだから、電話もできるのは当然のことなのに、思いもよらなかったような感じだった。

「迷惑だったかな、ごめん」

「ううううん、そんなことないよ。でも電話で声聞くの初めてだから、ちょっと緊張して……」

　この分だと映像通話にしよう、などと言ったら全力で拒否られるのではないだろうか。優馬は、早めに用件を切り出すことにした。

「ギルドの名前、考えたよ」

「え。……わ、どんなの？」

「笑うなよ。……ゲームのタイトルが、『魔女の夜』だから、それを終わらせる意味を込めて、『Dawn Bringers』。夜明けをもたらす者って意味」

「ふぅん……」

　織絵の声が、笑みを含む。

「うん、いいと思う。夜明けかぁ……すごくいいね」

　本当に？　と問うと、もちろん！　と返ってきた。

　ユウマ、オリエ、ナツキ、エンジ、そしてリョータ。本当に来るかどうかは分からないが、ユキナ。この人数で、ギルドを作る条件を満たすことができる。それにこのメンバーなら、魔女を倒すのも不可能ではない……優馬にはそう思えた。

　織絵との電話は、次の約束をしてから切った。

　切ってすぐに着信音が響いた。織絵だ、と思い込んで名前を確かく認にんせずに通話に出る。

「何か言い忘れたことでも……」

「……私よ、優馬君。誰と間違えているのかしら？」

　寒気が足下から立ち上った。

　くすくす笑っているそれは、聞き間違いようもない。あの世界で聞いていた声、そのままだ。

　金髪の魔女。現実の方でも、全く同じ声だ。

「三輪薫か」

　返答は、くぐもった笑い声だった。

　声が少し遠くに感じられる。もしかしたら海外からの電話なのかも知れない。

「ご苦労様でした。あなたには、感謝の気持ちすら抱いているのよ。どんどん強くなっていくユウマ君に、プレゼントを贈おくりたいの。……メールを確認してもらえるかしら」

　通話がつながったまま、端末を操作してメールを受信することができる。本文の書かれていないメールに、画像が添てん付ぷされている。ファイル名をクリックすると、即そく座ざにデータが展開された。

「………………」

　息をのんだ。

　解像度の悪い画像は、どこか病院の中らしく思える。白い壁かべに、装飾のない無機質なパイプベッド。白いシーツに包まれているのは……蓮れんに見える。

　見ている己おのれの視線を引きちぎるようにして、端末を操作し、通話に戻る。

「てめぇ……なんだアレは」

「喜んで欲ほしいわ。如きさ月らぎ蓮はちゃんと保護されている。そのことはちゃんと理解してもらえたわよね？」

　ふざけるなと叫んだとき、一方的に通話が切られた。

　耳にまだ声が残っている。それはまるで幻想世界による現実世界のように思えて、優馬は長い間そのまま立たち尽つくしていた。







あとがき







　こんにちは、花房牧生です。ワールドエンドライツ、二巻をお送りします。

　今年は関西から関東に引っ越しだぁ～と一巻では騒いでいたんですが、無事身み柄がらは関東人になっております。しかし美容室で「あ、大阪から来られたんですか？」と訊かれたりするあたり（そういう話は一切してないのに……しかも標準語でしゃべってるつもりだったのに……）、血液に流れるたこ焼きソースは抜けきらないようです。あとエスカレーターで反対側に立っていたりします。人様の迷惑にならない程度に早くこっちに慣れたいものです。

　引っ越しの後、大量の本を突っ込んだ四畳半が魔ま窟くつにレベルアップしてしまいました。エントロピーは拡大の一いつ途と、いまだどうすればいいのか分からずぼんやりドアを閉じる日々です。あれを片付けるためには、まず中のものを全て外に出し、本を仕分けし、元に戻すという作業が必要となります……つまり、魔窟が外に漏れ出てくるということ。それはイヤダ、というわけで魔窟は元気に封ふう印いん中ちゆうです。魔神が眠ってるんだよ！

　冬は寒いから、温かくなったら片付けようと思っていました。しかし、今は暑いから片付けたくないなと思っています。

　……頑張って魔窟を根本から退治しようと思います。そう、体力と根性をつけるため、朝晩ウォーキングをしてみようかな。ええ逃とう避ひです。

　読み終わった本は捨てられないのでたまっていく一方なんですが（最近図書館という技を覚えましたが、気に入った本があると買ってしまうという……）ゲームソフトなんかも同様ですね。スーパーファミコンのソフトまであったりします。しかし思い出とか色々なものが詰まっていてですね！　捨てられやしない！　あれを捨てるのは自分の一部を捨てるのと同義！　とか言ってたら片付かないのも分かってます！

　話を変えて……この本に出てくるユウマはゲーム上手ですが、私はドドド下手くそでございます。ちまちますすめていけるＲＰＧものだったらなんとか……しかし短気でこらえ性がないため、レベル低いままボスにつっこんでいくプレイスタイルです。ファイアーエムブレムとかだとあり得ない位置にうっかりキャラを置いてしまうこと多数。

アクションものだと最近Ｗｉｉのマリオにはまっていました。クリボーにやられるヒゲのおっさんをみるととてももの悲しい気持ちになります。谷があったら落ちる。炎があったら飛び込んでいく。ずっとシャボンになっているプレイスタイルです。カートものだと意外とやるかと思いきや一切そんなことはなく、マリオカートは逆☆爆☆走の鬼です。すぐに「あわわわわわわわ」と混こん乱らんし、意味が分からない自殺行為に身を投じてしまいます。慌あわてると、人はどうして、一番やばい行動をしてしまうんでしょうか（じっと手を見つつ）。

ネットで「ゲーム上手は生まれつきの才能」という文章をみたりすると、そんなの分かってる！　と机を叩きたくなります。マリオで、飛んでくるキラーを華か麗れいに踏んで何十機も増やしていくプレイをみたりすると、なんで自分のマリオは一匹目のキラーに貫つらかれてしまうのか、悲しい気持ちでいっぱいになります……。

　途中に何年かゲームをしていない時期があるので、最近のゲームをみると「すごいなあ」と思うことしきりです。私がプレイしてたゲームから数ランク上にいってます。特に海外のゲームなど風景がものすごく綺き麗れいで、細やかに作ってありますね。

　将来はヴァルプルギスナイツみたいな体感型ゲームは出てくる……んじゃないかな？　なんて想像したりしますが、できたとしてもたぶん私はものすごく下手だと思います……。まあ、画面に向かってプレイする今のゲームの上手い下手は、全然通じない世界なんでしょうが。でも昔小説で読んだ、ダンジョンとか、塔とか、神殿なんかを体験できるならば一度してみたいものです。３Ｄの向こう側はきっとそこらへんにあるはずだ！　と希望を込めつつ。

　ですが地味なパズルゲーも頭が真っ白になっていいなと思います。あまりに夢中になりすぎて、お風呂のタイルがパズルに見えたり、夜寝るときまぶたの裏にゲーム画面が映ったり（やりすぎです）。小説を書いてるとき、頭の中がトルネード状態になったりすると、パズルゲーでほぐしたりします。……ほぐれているかどうか、不明ですが。




　そろそろ紙数が尽きそうです。

　担当さんには一巻から引き続き、とてもご迷惑をおかけしております……どうぞお見捨て無きよう、これからもどうぞよろしくお願いします！（正座しつつ）イラストの植田さんにも、いつもイメージが結実したようなすごい絵を描いていただいてます。みんな素晴らしいんですが、黒髪の魔女の巨乳っぷりに大喜びです（正座しつつ）。どうもありがとうございます。

　今回も読んで下さった皆様には、最大級の感謝を！

　ではでは、願わくば、またお会いしましょう。





平成二十二年　五月


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




花房牧生先生／植田 亮先生
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